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四　

録
音
義
務
違
反
と
調
書
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証
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能
力

　

1　

学
説
の
整
理

　

2　

最
高
裁
の
立
場

む　

す　

び

【
凡
例
】

　

本
文
中
の
（　

）
お
よ
び
引
用
文
中
の
〔　

〕
は
筆
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。
傍
点
お
よ
び
傍
線
は
特
に
注
記
が
な
い
限
り
筆
者
に

よ
る
。［　

］
は
中
国
語
を
示
し
、
原
則
と
し
て
初
出
時
に
の
み
付
す
。
ま
た
中
華
民
国
刑
事
訴
訟
法
の
条
文
を
指
示
・
引
用
す
る
と

き
は
、
原
則
と
し
て
条
数
の
み
を
記
す
。
な
お
、
重
要
条
文
に
つ
い
て
は
末
尾
の
拙
訳
を
参
照
さ
れ
た
い
。
肩
書
き
は
特
に
注
記
の
な

い
限
り
そ
の
執
筆
時
の
も
の
で
あ
る
。
判
決
書
中
の
人
名
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
代
え
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
最
終
ア
ク
セ
ス
日
は
い

ず
れ
も
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
二
日
で
あ
る
。
ま
た
特
に
注
記
が
な
い
限
り
、
台
湾
の
裁
判
例
は
司
法
院
「
法
学
資
料
検
索
系
統
」

（http://jirs.judicial.gov.tw
/

）
に
、
司
法
統
計
はhttp://w

w
w
.judicial.gov.tw

/juds/

に
、
法
務
統
計
はhttp://w

w
w
.m

oj.
gov.tw

/

に
よ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
筆
者
は
二
〇
一
四
年
八
月
に
台
北
市
で
何
頼
傑
教
授
（
政
治
大
学
）、
楊
雲
驊
副
教
授
（
同
）、
陳
重
言
検
察
官
お
よ
び

林
達
検
察
官
（
台
北
地
方
裁
判
所
［
法
院
］
検
察
署
）
な
ら
び
に
台
北
市
警
察
局
の
ベ
テ
ラ
ン
警
察
官
（
匿
名
）
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、

そ
の
後
も
一
部
の
方
に
は
メ
ー
ル
を
通
じ
て
教
え
を
乞
う
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
引
用
す
る
際
に
は
「
二
〇
一
四
年
調
査
【
何
教

授
】」
の
よ
う
に
表
記
す
る
。

は 

じ 

め 

に

　

二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
、
法
制
審
議
会
総
会
に
て
「
新
た
な
刑
事
司
法
制
度
の
構
築
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
の
結
果
」
が
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
、
法
務
大
臣
に
答
申
さ
れ
た
。「
厚
労
省
元
局
長
無
罪
事
件
（
村
木
事
件
）
な
ど
を
契
機
と
し
て
始
ま
っ
た
誤
判
防
止

（
1
）
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の
た
め
の
制
度
改
革
」
が
一
つ
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
時
代
に
即
し
た
新
た
な
刑
事
司
法
制
度
の
構
築
の
た
め
に

必
要
と
考
え
る
法
整
備
の
一
環
と
し
て
、
限
定
的
な
が
ら
も
取
調
べ
の
録
音
・
録
画
制
度
の
導
入
が
提
示
さ
れ
た
。
現
時
点
で
は
な
お

立
法
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
二
〇
〇
一
年
の
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
で
は
「
将
来
的
な
検
討
課
題
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
歩
は
確
実
に
前
に
進
ん
で
い
る
。

　

他
方
、
中
華
民
国
（
以
下
、「
台
湾
」
と
呼
ぶ
）
で
は
、
す
で
に
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
実
務
で
捜
査
取
調
べ
の
録
音
が
（
後
に

録
画
も
）
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
一
九
八
二
年
に
は
刑
訴
法
が
改
正
さ
れ
、
そ
れ
へ
の
弁
護
人
の
立
会
い
が
認
め
ら
れ

た
（
二
四
五
条
二
項
）。
こ
の
改
正
は
「
無
実
の
Ｘ
が
捜
査
の
対
象
と
さ
れ
、
そ
の
娘
Ｙ
と
と
も
に
、
虚
偽
の
自
白
を
強
い
ら
れ
た
ば

か
り
か
、
Ｘ
が
自
殺
す
る
と
い
う
異
常
な
事
態
」
と
評
さ
れ
る
え
ん
罪
事
件
（
い
わ
ゆ
る
王
迎
先
事
件
）
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
さ

れ
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
、
一
九
九
七
年
一
二
月
一
九
日
に
採
択
さ
れ
た
刑
訴
法
改
正
法
案
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
一
〇
〇
条
の
一
が
一
九
九
八

年
一
月
二
三
日
に
施
行
さ
れ
（
以
下
、
一
九
九
八
年
の
改
正
と
す
る
）、
刑
訴
法
レ
ベ
ル
で
全
事
件
の
被
疑
者
・
被
告
人
の
取
調
べ

（［
訊
問
］
お
よ
び
［
詢
問
］）
の
全
過
程
の
録
音
が
原
則
と
し
て
義
務
づ
け
ら
れ
（
以
下
、
単
に
「
録
音
義
務
」
と
呼
ぶ
）、
ま
た
必

要
に
応
じ
て
全
過
程
の
録
画
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
本
制
度
は
そ
の
施
行
か
ら
本
稿
執
筆
時
点
ま
で
で
、
す
で
に
一
五
年

以
上
の
運
用
経
験
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
日
本
で
も
台
湾
の
同
制
度
・
運
用
が
注
目
を
浴
び
、「
先
輩
」
で
あ
る
台
湾
の
経
験
か
ら
有
益
な
知
見
・
示
唆
を
得

よ
う
と
調
査
が
行
わ
れ
て
き
た
。
本
稿
も
同
様
の
趣
旨
で
あ
る
。

　

た
だ
、
従
来
の
調
査
は
主
に
は
研
究
者
・
実
務
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
台
湾
の
研
究
成
果
お
よ
び
裁
判
例
（
特

に
最
高
裁
の
そ
れ
）
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
重
大
な
空
白
で
あ
る
。
外
国
の
法
制
度
を
論
じ
る
際
に
は
、

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）
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そ
の
運
用
の
実
例
や
そ
れ
を
め
ぐ
る
当
該
国
の
議
論
に
依
拠
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
を
主
な
分
析
素
材
と
し
、
こ
う
し
た
空
白
を
埋
め
た
い
。
具
体
的
に
は
、
本
稿
で
は
全
て
の
事
件
に
つ

い
て
原
則
義
務
化
さ
れ
た
取
調
べ
の
全
過
程
録
音
制
度
（
以
下
、「
録
音
制
度
」
と
呼
ぶ
）
を
対
象
と
し
、
ま
ず
そ
の
現
状
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
台
湾
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
課
題
を
析
出
す
る
。
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
そ
の
最
大
の
問
題
点
は
、
捜
査
機
関
が
取
調
べ

に
際
し
て
そ
の
全
過
程
を
録
音
し
て
い
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
録
音
義
務
違
反
現
象
の
存
在
と
目
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
場
合
の
訴
訟
法
上
の
最
大
の
関
心
事
は
、
捜
査
機
関
が
録
音
義
務
に
違
反
し
て
作
成
し
た
被
疑
者
・
被
告
人
の
自
白
調

書
（
以
下
、「
録
音
義
務
違
反
調
書
」
と
呼
ぶ
）
の
証
拠
能
力
の
有
無
、
す
な
わ
ち
録
音
義
務
違
反
の
法
的
効
果
で
あ
る
。
こ
れ
は
台

湾
で
「
解
釈
上
最
も
争
い
の
あ
る
問
題
」
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
で
も
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿

は
特
に
こ
の
点
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
台
湾
に
お
け
る
本
制
度
の
現
状
と
課
題
、
お
よ
び
そ
の
要
因
・
対
策
に
関
す
る
議
論
を
考
察
し
、

日
本
の
議
論
に
資
す
る
比
較
法
的
資
料
を
提
供
し
た
い
。

　

以
下
、
次
の
順
で
考
察
を
進
め
る
。
ま
ず
一
で
は
、
考
察
の
前
提
知
識
を
共
有
す
る
た
め
に
、
一
九
九
八
年
の
刑
訴
法
改
正
前
か
ら

現
在
ま
で
の
取
調
べ
制
度
、
お
よ
び
同
改
正
前
に
お
け
る
そ
の
実
際
を
概
観
す
る
。
次
に
二
で
は
、
録
音
制
度
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
一

九
九
八
年
の
刑
訴
法
改
正
前
に
お
け
る
取
調
べ
の
録
音
・
録
画
に
関
す
る
実
務
の
動
向
お
よ
び
一
〇
〇
条
の
一
改
正
法
案
の
審
議
過
程

を
ト
レ
ー
ス
す
る
。

　

そ
の
後
、
考
察
対
象
を
本
制
度
施
行
後
に
移
す
。
三
で
は
刑
訴
法
一
〇
〇
条
の
一
第
一
・
二
項
の
解
釈
と
運
用
を
検
討
し
、
録
音
義

務
違
反
現
象
の
状
況
・
態
様
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
四
で
は
、
録
音
義
務
違
反
調
書
の
法
的
効
果
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
学
説
を
整
理

し
た
上
で
、
最
高
裁
の
立
場
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
以
上
の
台
湾
の
経
験
お
よ
び
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
問
題
の
背
景
・

要
因
お
よ
び
そ
の
対
策
を
め
ぐ
る
議
論
を
考
察
す
る
。

（
11
）

（
12
）

（
13
）
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http://w
w
w
.m

oj.go.jp/hisho/kouhou/hisho08_00571.htm
l

参
照
。

白
取
祐
司
「
法
制
審
特
別
部
会
は
課
題
に
答
え
た
か
？
」
法
律
時
報
八
六
巻
一
〇
号
（
二
〇
一
四
年
）
四
頁
。

『
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
─
─
二
一
世
紀
の
日
本
を
支
え
る
司
法
制
度
─
─
』（http://w

w
w
.kantei.go.jp/jp/sihouseido/

report/ikensyo/pdf-dex.htm
l

、
二
〇
〇
一
年
）
五
一
頁
。

同
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
三
井
誠
・
陳
運
財
「
被
疑
者
取
調
べ
に
お
け
る
弁
護
人
立
会
い
権
─
─
中
華
民
国
（
台
湾
）
の
新
し
い
制
度

─
─
（
一
）
～
（
九
・
完
）」
捜
査
研
究
四
六
七
～
四
七
四
、
四
七
六
号
（
一
九
九
〇
～
一
九
九
一
年
）
参
照
。
以
下
、「
三
井
誠
・
陳
運
財

（
一
）」
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

三
井
誠
・
陳
運
財
（
二
）
一
〇
六
頁
参
照
。

王
兆
鵬
「
台
湾
刑
事
訴
訟
法
之
回
顧
與
前
瞻
」『
当
事
人
進
行
主
義
之
刑
事
訴
訟
』（
元
照
、
二
〇
〇
四
年
）
二
～
三
、
一
八
頁
参
照
。
な

お
、
三
井
誠
・
陳
運
財
（
八
）
八
二
頁
参
照
。

台
湾
の
被
告
人
［
被
告
］
と
被
疑
者
［
犯
罪
嫌
疑
人
］
の
概
念
は
、
日
本
の
そ
れ
ら
と
は
ズ
レ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
台
湾
法
の
「
被
告

人
」
は
訴
追
を
受
け
て
い
る
者
（
審
判
の
対
象
者
）
だ
け
で
は
な
く
、
検
察
官
の
捜
査
対
象
者
を
も
含
む
。
他
方
「
被
疑
者
」
は
、
警
察
の
調

査
（
後
述
一
1
参
照
）
対
象
者
を
指
す
。
つ
ま
り
、
日
本
の
よ
う
に
手
続
の
段
階
（
起
訴
前
後
）
に
よ
る
区
別
で
は
な
く
、
そ
の
者
に
相
対
す

る
国
家
機
関
に
よ
り
区
別
さ
れ
る
（
黄
朝
義
『
刑
事
訴
訟
法
（
第
四
版
）』（
新
学
林
、
二
〇
一
四
年
）
九
四
頁
、
林
鈺
雄
『
刑
事
訴
訟
法
（
上

冊
）
─
─
総
論
編
（
第
七
版
）』（
元
照
、
二
〇
一
三
年
）
一
五
九
頁
参
照
）。

刑
訴
法
上
、
裁
判
官
お
よ
び
検
察
官
が
被
告
人
を
取
り
調
べ
る
場
合
に
は
［
訊
問
］
が
、
ま
た
警
察
、
検
察
事
務
官
等
が
被
疑
者
を
取
り

調
べ
る
場
合
に
は
［
詢
問
］
が
用
い
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
「
取
調
べ
」
と
訳
す
。
な
お
、
裁
判
官
に
よ
る
被
告
人
［
訊
問
］
も
同

様
に
録
音
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
一
〇
〇
条
の
一
）
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
刑
訴
法
上
黙
秘
権
が
認
め

ら
れ
た
の
は
、
一
九
九
七
年
一
二
月
一
二
日
に
採
択
さ
れ
た
改
正
九
五
条
二
号
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

条
文
上
は
全
過
程
連
続
で
あ
る
が
、「『
全
過
程
』
に
は
当
然
に
『
連
続
』
の
意
味
も
含
ま
れ
る
」（
張
淳
淙
「
與
談
意
見
（
一
）
偵
査
中

録
音
録
影
與
偵
査
筆
録
可
信
性
之
関
係
─
─
廻
響
與
回
応
」
検
察
新
論
七
期
（
二
〇
一
〇
年
）
五
一
頁
）
た
め
、
以
下
で
は
翻
訳
す
る
場
合
を

除
き
、「
全
過
程
」
と
の
み
記
す
。

例
え
ば
財
前
昌
和
「
台
湾
に
お
け
る
可
視
化
の
実
情
」
季
刊
刑
事
弁
護
三
九
号
（
二
〇
〇
四
年
）
八
七
頁
以
下
、
法
務
省
「
取
調
べ
の
録

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）
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音
・
録
画
制
度
等
に
関
す
る
国
外
調
査
結
果
報
告
書
（
平
成
二
三
年
八
月
）」（http://w
w
w
.m

oj.go.jp/content/000077868.pdf

）
一
四
九

頁
以
下
が
あ
る
。

な
お
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
有
用
性
・
必
要
性
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
。
特
に
実
務
家
へ
の
そ
れ
は
、
裁
判
例
や
論
文
で
は
見
え
て
こ
な

い
実
態
（
の
一
端
）
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
有
用
・
必
要
で
あ
る
（
故
に
筆
者
も
二
〇
一
四
年
に
行
っ
た
）。
こ
の
ほ
か
、
統
計
も
重
要

で
あ
る
。
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
捜
査
・
公
判
段
階
に
お
け
る
自
白
、
録
音
義
務
違
反
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
争
い
に
関
す
る
全
国
的
な

統
計
が
あ
れ
ば
、
よ
り
客
観
的
に
現
状
や
変
遷
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
管
見
に
及
ば
な
い
。

録
画
に
つ
い
て
は
付
随
的
に
述
べ
る
に
止
め
る
。

陳
運
財
「
警
訊
録
音
之
研
究
─
─
最
高
法
院
八
十
八
年
度
台
上
字
第
五
七
六
二
号
刑
事
判
決
評
釈
─
─
」
台
湾
本
土
法
学
雑
誌
二
四
期

（
二
〇
〇
一
年
）
二
九
頁
。
な
お
、
副
題
の
「
最
高
法
院
八
十
八
年
度
台
上
字
第
五
七
六
二
号
刑
事
判
決
」
は
判
決
を
指
示
し
て
い
る
。「
八

十
八
年
度
」
は
中
華
民
国
歴
（
民
国
元
年
は
一
九
一
二
年
）
で
あ
る
。
台
湾
の
公
文
書
は
一
般
に
こ
れ
に
よ
る
が
、
本
稿
で
は
分
か
り
や
す
く

す
る
た
め
に
、
原
則
と
し
て
西
暦
で
示
す
。
ま
た
、「
台
上
字
」
は
最
高
裁
に
上
訴
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
台
湾
も
三
審
制

で
あ
る
が
、
上
告
・
控
訴
で
は
な
く
、「
第
三
／
二
審
上
訴
」
と
呼
ぶ
）。
以
下
で
は
、「
一
九
九
九
年
台
上
五
七
六
二
号
判
決
」
と
い
う
具
合

に
表
記
す
る
。一　

取
調
べ
の
概
観
─
─
警
察
を
中
心
に

　

こ
こ
で
は
取
調
べ
の
仕
組
み
・
あ
り
方
を
、
警
察
の
そ
れ
を
中
心
と
し
て
概
観
す
る
。
ま
ず
現
行
刑
訴
法
を
中
心
と
し
て
、
取
調
べ

の
担
い
手
で
あ
る
捜
査
機
関
に
関
す
る
規
定
（
1
）、
お
よ
び
取
調
べ
な
い
し
身
柄
の
確
保
に
関
す
る
手
続
（
2
）
を
整
理
す
る
。
そ

の
後
、
録
音
制
度
立
法
化
以
前
の
取
調
べ
の
実
際
を
概
観
す
る
（
3
）。

（
11
）

（
12
）

（
13
）
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1
　
捜
査
機
関

　

捜
査
手
続
を
主
宰
す
る
の
は
検
察
官
で
あ
る
。
こ
れ
は
裁
判
官
と
同
じ
く
司
法
官
と
さ
れ
る
（
例
え
ば
司
法
人
員
人
事
条
例
（
一
九

八
九
年
制
定
）
三
条
参
照
）。
ま
た
こ
れ
は
「
強
烈
な
」
客
観
義
務
を
負
い
、
被
告
人
の
利
益
の
た
め
の
職
務
執
行
（
上
訴
・
再
審
・

非
常
上
訴
の
提
起
）
が
義
務
づ
け
ら
れ
（
法
二
条
も
参
照
）、
ま
た
そ
の
［
回
避
］（
除
斥
・
忌
避
・
回
避
を
含
む
）
も
規
定
さ
れ
て
お

り
（
二
六
条
）、
訴
訟
の
一
方
当
事
者
で
は
な
く
、「
法
律
の
番
人
」
と
さ
れ
る
。
二
〇
〇
三
年
の
刑
訴
法
の
大
規
模
改
正
に
よ
り
、
訴

訟
構
造
が
職
権
主
義
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
改
良
式
当
事
者
追
行
主
義
」（
立
法
理
由
）
へ
と
移
行
し
た
が
、
こ
う
し
た
検
察
官
の
性
格
・

位
置
づ
け
は
、
な
お
基
本
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
「
検
察
官
は
告
訴
、
告
発
、
自
首
ま
た
は
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
犯
罪
の
嫌
疑
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
捜

査
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
二
二
八
条
一
項
）、「
検
察
官
は
期
間
を
定
め
て
検
察
事
務
官
、
第
二
三
〇
条
の
司
法
警
察
官
ま

た
は
第
二
三
一
条
の
司
法
警
察
に
犯
罪
の
状
況
を
調
査
し
、
お
よ
び
証
拠
を
収
集
し
、
か
つ
、
報
告
を
提
出
す
る
旨
を
命
じ
る
こ
と
が

で
き
る
」（
二
二
八
条
二
項
前
段
）。

　

ま
た
そ
の
補
助
機
関
と
し
て
、
司
法
警
察
官
お
よ
び
司
法
警
察
（
台
湾
で
は
一
般
に
両
者
を
併
せ
て
「
司
法
警
察
（
官
）」
と
呼
ぶ
。

本
稿
で
は
単
に
「
警
察
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
）
が
あ
る
。
ま
ず
、
司
法
警
察
官
は
一
般
に
「
一
級
司
法
警
察
官
」
と
「
二
級
司
法
警

察
官
」
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
警
政
署
長
、
警
察
局
長
、
警
察
総
隊
長
、
憲
兵
隊
長
官
等
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
検
察
官
の
犯
罪
捜
査

に
協
力
す
る
職
権
を
有
す
る
」（
二
二
九
条
一
項
）。
後
者
は
警
察
官
長
、
憲
兵
隊
官
長
、
士
官
等
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
検
察
官
の
指
揮

を
受
け
て
、
犯
罪
を
捜
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
二
三
〇
条
一
項
）。

　

次
に
、
司
法
警
察
は
警
察
官
、
憲
兵
等
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
検
察
官
お
よ
び
司
法
警
察
官
の
命
令
を
受
け
て
、
犯
罪
を
捜
査
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」（
二
三
一
条
一
項
）。

（
14
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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そ
し
て
、
二
級
司
法
警
察
官
お
よ
び
司
法
警
察
は
犯
罪
の
嫌
疑
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
「
調
査
」（
検
察
官
が
主

宰
す
る
「
捜
査
」
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
）
を
開
始
し
、
管
轄
す
る
検
察
官
お
よ
び
司
法
警
察
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二

三
〇
条
二
項
・
二
三
一
条
二
項
）。
そ
し
て
一
級
司
法
警
察
官
が
調
査
結
果
を
管
轄
す
る
検
察
官
に
移
送
す
る
（
二
二
九
条
二
項
）。
実

際
の
検
察
の
捜
査
の
端
緒
の
多
く
が
司
法
警
察
機
関
か
ら
の
移
送
で
あ
る
。

　

な
お
、
検
察
事
務
官
が
検
察
官
の
指
揮
を
受
け
て
被
告
人
の
取
調
べ
等
を
行
う
際
に
は
、
二
級
司
法
警
察
官
と
み
な
さ
れ
る
（
裁
判

所
組
織
法
六
六
条
の
三
（
一
九
九
九
年
改
正
））。

2
　
取
調
べ
な
い
し
身
柄
の
確
保
に
関
す
る
手
続

　

警
察
は
犯
罪
を
調
査
す
る
た
め
に
被
疑
者
・
証
人
に
対
し
て
、
取
調
べ
の
た
め
に
出
頭
を
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
七
一
条
の
一

第
一
項
前
段
、
一
九
六
条
の
一
第
一
項
。
な
お
前
者
は
一
九
八
二
年
に
、
後
者
は
二
〇
〇
三
年
に
新
設
）。
こ
れ
は
任
意
処
分
で
あ

る
が
、
適
法
な
通
知
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
疑
者
が
正
当
な
理
由
な
く
出
頭
し
な
い
と
き
は
、
警
察
は
検
察
官
に
勾
引
状
［
拘
票
］
を

請
求
で
き
る
（
七
一
条
の
一
第
一
項
後
段
。
証
人
は
対
象
外
）。
も
っ
と
も
、「
実
務
で
は
司
法
警
察
機
関
が
検
察
官
の
召
喚
状
を
得
た

後
に
捜
査
取
調
べ
を
す
る
方
式
も
極
め
て
よ
く
見
ら
れ
る
」
と
い
う
。

　

検
察
官
は
捜
査
中
、
自
ら
発
付
す
る
召
喚
状
［
伝
票
］
に
よ
り
、
被
告
人
を
召
喚
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
七
一
条
一
・
四
項
。
な
お

七
二
条
参
照
）。
検
察
官
が
被
告
人
を
取
り
調
べ
る
際
に
は
、
裁
判
官
と
同
じ
く

0

0

0

0

0

0

0

、
第
一
編
第
九
章
「
被
告
人
の
［
訊
問
］」（
現
在
は

九
四
条
～
一
〇
〇
条
の
三
）
の
適
用
を
受
け
る
。
そ
こ
に
は
、
先
に
黙
秘
権
・
弁
護
人
選
任
権
等
を
告
知
す
る
義
務
（
九
五
条
）、
不

正
な
方
法
の
禁
止
（
九
八
条
）、
被
告
人
の
供
述
は
そ
れ
に
と
っ
て
有
利
・
不
利
を
問
わ
ず
調
書
に
明
確
に
記
載
す
べ
き
義
務
（
一
〇

〇
条
）
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
な
お
一
九
九
七
年
の
刑
訴
法
改
正
（
一
二
月
一
二
日
採
択
、
一
九
日
公
布
、
二
一
日
施
行
）
以
降
は
、

（
20
）

（
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）

（
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）
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現
一
〇
〇
条
の
二
に
よ
り
警
察
取
調
べ
に
準
用
）。

　

検
察
官
の
召
喚
に
対
し
て
、
被
告
人
が
正
当
な
理
由
な
く
出
頭
し
な
い
と
き
は
、
検
察
官
は
同
人
を
勾
引
［
拘
提
］
す
る
こ
と
が
で

き
る
（
七
五
条
）。
こ
の
ほ
か
、
嫌
疑
が
重
大
で
あ
り
、
か
つ
、
①
住
居
不
定
、
②
逃
亡
・
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
③
証
拠
隠
滅

等
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
④
法
定
刑
が
死
刑
・
無
期
懲
役
・
短
期
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
の
罪
で
あ
る
と
き
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
召
喚
を
経
ず
に
勾
引
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
七
六
条
）。
捜
査
中
の
勾
引
は
検
察
官
の
発
付
す
る
勾
引
状
に
よ
り
、
司
法

警
察
（
官
）
が
執
行
す
る
（
七
七
条
一
・
三
項
、
七
八
条
一
項
）。

　

こ
の
ほ
か
現
行
犯
・
準
現
行
犯
逮
捕
（
憲
法
八
条
一
項
、
法
八
八
条
）、
お
よ
び
日
本
の
緊
急
逮
捕
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
緊
急

勾
引
（
八
八
条
の
一
。
一
九
八
二
年
追
加
）
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
検
察
官
が
執
行
す
る
場
合
に
は
勾
引
状
は
必
要
と
は
さ
れ

な
い
が
、
司
法
警
察
（
官
）
が
執
行
し
た
場
合
に
は
、
事
後
に
検
察
官
が
勾
引
状
を
発
付
し
な
け
れ
ば
釈
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
同
二
項
）。
実
務
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
は
司
法
警
察
（
官
）
が
執
行
し
て
い
る
と
い
う
。
な
お
執
行
後
、
被
疑
者
お
よ
び
そ
の
家

族
に
弁
護
人
選
任
権
が
あ
る
こ
と
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
四
項
）。

　

勾
引
・
逮
捕
に
よ
る
引
致
後
、
直
ち
に
被
疑
者
を
取
り
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
検
察
官
が
勾
留
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
料
す
る
と
き
は
、
勾
引
・
逮
捕
の
時
か
ら
二
四
時
間
以
内
に
裁
判
所
に
勾
留
［
羈
押
］
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
な
い
と
き

は
被
告
人
を
釈
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
九
三
条
一
～
三
項
）。
な
お
、
こ
の
二
四
時
間
以
内
に
裁
判
所
の
審
問
を
受
け
る
こ
と
は
、

憲
法
上
の
権
利
で
あ
る
（
憲
法
八
条
二
項
）。

　

警
察
が
勾
引
・
逮
捕
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
時
か
ら
一
六
時
間
以
内
に
被
疑
者
を
送
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
検
察
官

と
司
法
警
察
機
関
の
職
務
執
行
連
携
辦
法
（
一
九
四
五
年
一
一
月
九
日
制
定
。
直
近
の
改
正
は
一
九
九
八
年
一
一
月
一
一
日
）
七
条

二
・
三
項
）。
な
お
、
一
九
九
七
年
の
刑
訴
法
改
正
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
夜
間
（
＝
「
日
出
前
、
日
没
後
」）
の
司
法
警
察
（
官
）
に

（
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よ
る
取
調
べ
が
禁
止
さ
れ
た
（
現
一
〇
〇
条
の
三
）。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
間
帯
は
勾
引
・
逮
捕
か
ら
勾
留
請
求
ま
で
の
二
四
時
間
に

は
算
入
さ
れ
な
い
（
九
三
条
の
一
第
一
項
三
号
）。
ま
た
、
送
検
後
に
警
察
が
取
調
べ
の
た
め
に
勾
留
中
の
被
疑
者
を
連
れ
出
す
場
合

に
は
、
検
察
官
の
許
可
（
捜
査
指
揮
書
）
が
必
要
で
あ
る
（
前
記
辦
法
九
・
一
〇
条
）。

　

捜
査
段
階
の
勾
留
は
二
ヶ
月
を
超
え
て
は
な
ら
ず
、
一
回
に
限
り
二
ヶ
月
を
超
え
な
い
範
囲
で
延
長
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
一

〇
八
条
一
・
五
項
）。
な
お
、
起
訴
前
の
保
釈
［
具
保
］
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
一
一
〇
条
）。

　

と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
捜
査
中
の
勾
留
は
司
法
官
で
あ
る
検
察
官
が
決
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
（
旧
一
〇
二
条
三
項
、
旧
七
一
条

四
項
）。
し
か
し
、
一
九
九
五
年
の
司
法
院
大
法
官
会
議
釈
字
三
九
二
号
解
釈
に
よ
り
旧
一
〇
二
条
三
項
が
憲
法
八
条
二
項
に
違
反
す

る
と
さ
れ
、
そ
の
後
一
九
九
七
年
の
刑
訴
法
改
正
に
よ
り
、
勾
留
状
は
一
律
に
裁
判
所
が
発
付
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
一
〇
二
条
四

項
）。

　

そ
し
て
こ
の
前
後
で
捜
査
段
階
で
の
勾
留
人
員
数
に
興
味
深
い
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
王
泰
升
（
台
湾
大
学
教
授
）
が

『
台
湾
司
法
統
計
専
輯
』
お
よ
び
『
台
湾
法
務
統
計
専
輯
』
の
一
九
八
三
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
の
デ
ー
タ
を
整
理
し
て
得
た
知
見

に
よ
れ
ば
、
一
九
八
三
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
の
そ
れ
は
一
万
人
台
で
、
ま
た
一
九
九
〇
年
か
ら
一
九
九
七
年
ま
で
は
二
万
人
台
で

推
移
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
九
八
年
以
降
、
そ
れ
が
大
幅
に
減
少
し
た
（
表
1
参
照
）。
ま
た
、
国
民
一
万
人
当
た
り
の
捜
査
中

の
勾
留
人
員
数
も
、
一
九
九
〇
年
か
ら
一
九
九
七
年
ま
で
は
約
一
〇
人
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
は
三
人

前
後
に
減
っ
た
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
王
泰
升
は
前
述
の
勾
留
決
定
権
者
に
関
す
る
刑
訴
法
改
正
お
よ
び
同
年
の
薬
物
危
害
防
止
条
例

施
行
に
よ
り
薬
物
使
用
犯
を
ま
ず
［
勒
戒
所
］（
強
制
治
療
施
設
）
に
送
致
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
な
お
、
勾
留
人
員

数
は
減
っ
た
が
（
か
ら
？
）、
許
可
率
は
八
～
九
割
程
度
と
低
く
は
な
い
（
表
1
参
照
）。
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
実
際
に
勾
留
が
認
め

ら
れ
る
の
は
、
検
察
新
規
受
理
人
員
の
一
～
二
％
し
か
な
い
。
選
り
す
ぐ
り
の
被
告
人
に
つ
い
て
勾
留
を
請
求
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）
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そ
し
て
、
勾
留
期
間
に
つ
い
て
は
「
資
料
の
制
約
か
ら
直
接
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
間
接
的
に
、
地
方
裁
判
所
検
察
署
（
処
）
に

係
属
す
る
看
守
所
の
被
告
人
勾
留
期
間
か
ら
見
て
（
そ
の
統
計
範
囲
は
捜
査
中
の
検
察
官
の
勾
留
人
員
数
よ
り
も
広
い
が
、
大
部
分
は

捜
査
中
の
勾
留
人
員
で
あ
る
）、
勾
留
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
七
年
（
民
国
八
六
年
）
以
前
は
半
数
以
上
が
勾
留
期
間
半
月
以
下

で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
八
年
（
民
国
八
七
年
）
か
ら
、
勾
留
期
間
が
半
月
以
下
の
者
は
わ
ず
か
二
〇
～
三
〇
％
ほ
ど
し
か
な
く
、
そ
れ

に
取
っ
て
代
わ
っ
た
の
は
勾
留
期
間
が
半
月
か
ら
一
ヶ
月
、
あ
る
い
は
一
ヶ
月
か
ら
二
ヶ
月
の
者
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
（
民
国
九

表 1 　地方検察の勾留請求状況

年
新受人員
（A）

勾留請求 許可裁定

人（B) B/A 人（C） C/B C/A

1998 343,317 8,365 2.4 7,508 89.8 2.2

1999 371,890 6,668 1.8 6,168 92.5 1.7

2000 391,806 6,304 1.6 5,701 90.4 1.5

2001 367,813 6,041 1.6 5,368 88.9 1.5

2002 373,977 6,146 1.6 5,339 86.9 1.4

2003 355,521 5,799 1.6 5,069 87.4 1.4

2004 382,216 7,435 1.9 6,507 87.5 1.7

2005 430,190 10,889 2.5 9,296 85.4 2.2

2006 478,449 11,977 2.5 10,237 85.5 2.1

2007 512,629 13,497 2.6 11,608 86.0 2.3

2008 519,065 11,663 2.2 9,980 85.6 1.9

2009 519,845 10,791 2.1 8,789 81.4 1.7

2010 526,373 11,368 2.2 9,151 80.5 1.7

2011 505,008 10,432 2.1 8,715 83.5 1.7

2012 497,204 9,492 1.9 7,899 83.2 1.6

2013 498,049 8,265 1.7 6,637 80.3 1.3

出典：1998年から2001年までは法務部統計処『中華民国法
務統計月報（95年12月）』18頁を、2002年から2013年ま
では同『中華民国法務統計月報（102年12月）』22頁を
参照した。
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三
年
）
を
例
に
す
れ
ば
、
勾
留
期
間
が
半
月
以
下
の
者
が
二
二
・
九
〇
％
で
あ
り
、
半
月
か
ら
一
ヶ
月
の
者
が
一
八
・
五
八
％
、
一
ヶ

月
を
超
え
る
者
が
五
八
・
五
二
％
で
あ
っ
た
。
勾
留
権
が
裁
判
所
に
戻
っ
た
後

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
勾
留
人
員
は
減
っ
た
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
勾
留
期
間
は
長
期
化
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

趨
勢
に
あ

0

0

0

0

る0

0」
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
二
〇
〇
四
年
に
お
い
て
は
四
割
が
一
ヶ
月
以
内
に
釈
放
さ
れ
て
お
り
、「
勾
留
期
間
ぎ
り
ぎ
り
で

は
な
く
よ
り
早
期
に
釈
放
さ
れ
て
い
る
」。

3
　
従
来
の
取
調
べ
の
実
際

　

陳
運
財
（
現
：
東
海
大
学
（
台
湾
）
教
授
）
は
従
来
の
実
務
の
特
徴
と
し
て
次
の
六
点
を
挙
げ
る
。

①
取
調
べ
の
目
的
は
主
に
、
な
お
被
疑
者
の
自
白
の
追
求
を
重
点
と
し
て
お
り
、
取
調
べ
は
な
お
最
も
優
先
的
で
、
便
利
な
証
拠
保
全

手
法
で
あ
る
。

②
特
に
否
認
・
重
大
事
件
で
は
、
取
調
べ
は
往
々
に
し
て
長
時
間
に
及
ん
だ
り
、
徹
夜
で
な
さ
れ
る
。

③
勾
引
・
逮
捕
・
勾
留
期
間
を
存
分
に
利
用
し
、
本
件
の
取
調
べ
を
行
う
と
と
も
に
、
別
件
の
追
及
に
も
拡
げ
る
。

④
身
体
拘
束
さ
れ
て
い
る
場
合
、
被
疑
者
に
は
出
頭
・
滞
留
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
、
た
と
え
任
意
の
取
調
べ
で
あ
っ
て
も
、
自
由
に
離

れ
る
こ
と
の
で
き
る
雰
囲
気
で
は
な
い
。

⑤
弁
護
人
選
任
率
が
極
め
て
低
く
、
全
過
程
連
続
録
音
で
は
な
い
た
め
、
取
調
べ
過
程
の
可
視
性
が
欠
如
し
て
お
り
、
事
後
に
客
観
的

に
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑥
裁
判
・
検
察
実
務
は
自
白
を
偏
重
し
、
証
拠
調
べ
は
往
々
に
し
て
自
白
調
書
を
中
心
と
し
、「
事
件
は
最
初
の
供
述
を
重
視
す
る
」

［
案
重
初
供
］
の
迷
信
が
あ
り
、
被
告
人
が
拷
問
を
受
け
た
と
す
る
抗
弁
に
つ
い
て
は
往
々
に
し
て
「
明
ら
か
に
被
告
人
の
責
任
逃

れ
で
あ
り
、
措
信
で
き
な
い
」
と
し
て
却
下
し
、
自
白
法
則
に
よ
り
不
任
意
自
白
を
排
除
す
る
判
決
は
ほ
と
ん
ど
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
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こ
の
ほ
か
、
刑
訴
法
四
一
条
等
の
改
正
法
案
を
提
出
し
た
陳
婉
真
立
法
院
委
員
（
国
会
議
員
に
相
当
）
は
、
同
司
法
委
員
会
で
の
審

議
（
一
九
九
四
年
六
月
二
二
日
）
に
お
い
て
、
そ
の
改
正
動
機
と
し
て
「
司
法
警
察
の
身
分
を
有
す
る
警
察
局
お
よ
び
調
査
局
の
職
員

が
捜
査
取
調
べ
調
書
の
作
成
に
際
し
て
、
拷
問
を
行
う
現
象
が
よ
く
見
ら
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
」
を
挙
げ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
台
湾
で
も
自
白
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
取
調
べ
、
特
に
警
察
に
よ
る
そ
れ
が
長
時
間
に
及
ん
だ
り
、
そ
の
際
に
拷
問

が
用
い
ら
れ
た
り
す
る
等
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
、
蔡
墩
銘
（
台
湾
大
学
教
授
）
お
よ
び
王
兆
鵬
（
中
正
大
学
副
教
授
、
後
に
台
湾
大
学
教
授
）
が
一
九
九
五
年

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
行
っ
た
実
証
調
査
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
台
北
地
区
の
裁
判
官
一
〇
名
、
検
察
官

一
一
名
、
弁
護
士
一
〇
名
、
公
設
弁
護
人
四
名
、
警
察
官
一
一
名
を
対
象
と
し
た
、
一
対
一
の
聞
き
取
り
調
査
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
取
調
べ
方
法
と
し
て
警
察
が
な
お
拷
問
・
暴
力
を
用
い
て
い
る
と
答
え
た
者
が
七
六
％
お
り
（
知
見
①
）、
警
察
官
一
一
名
中
八

名
が
今
も
拷
問
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
一
九
九
四
年
に
被
告
人
が
自
白
の
違
法

採
取
を
主
張
し
た
の
は
二
三
％
に
達
す
る
（
知
見
②
）。
も
っ
と
も
、
そ
れ
が
裁
判
官
・
検
察
官
に
採
用
さ
れ
た
の
は
〇
・
七
二
％
し

か
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、「
刑
事
事
件
を
一
五
年
担
当
し
て
き
た
あ
る
警
察
官
は
、
も
し
被
告
人
が
黙
秘
権
を
主
張
し
た
ら
、
彼
は
被
告
人
を
『
殴
る

［
扁
］』
と
言
っ
た
。
こ
の
警
察
官
が
『
私
は
彼
（
被
告
人
）
を
殴
る
だ
ろ
う
』
と
言
っ
た
と
き
、
筆
者
は
『
冗
談
で
す
よ
ね
』
と
言

っ
た
。
彼
は
答
え
て
『
私
は
冗
談
を
言
っ
て
い
ま
せ
ん
よ
。
本
当
に
彼
を
殴
り
ま
す
』。
彼
は
も
し
被
告
人
が
黙
秘
を
貫
け
ば
、
警
察

官
は
ど
う
や
っ
て
事
件
を
解
明
す
る
［
破
案
］
の
か
、
と
言
っ
た
。
筆
者
は
事
務
室
に
い
る
彼
の
同
僚
お
よ
び
上
司
を
指
差
し
な
が
ら

そ
の
警
察
官
に
『
彼
ら
は
あ
な
た
に
被
告
人
を
殴
ら
せ
ま
す
か
？
』
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
彼
は
『
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
が
私
の
邪
魔
を
す

る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
』
と
答
え
た
」
と
い
う
（
実
際
、
こ
の
一
年
で
取
調
べ
に
対
し
て
黙
秘
を
貫
い
た
者
は
一
％
足
ら
ず
で
あ
っ
た

（
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）
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の
に
対
し
、
五
三
％
が
一
部
・
全
部
を
承
認
し
た
と
い
う
）。

　

そ
し
て
、「
研
究
結
果
に
よ
れ
ば
…
…
警
察
は
懇
切
な
態
度
〔
九
八
条
参
照
〕
で
被
告
人
を
取
り
調
べ
な
い
ば
か
り
か
、
ひ
い
て
は

様
々
な
方
法
で
被
告
人
か
ら
自
白
を
引
き
出
そ
う
と
脅
迫
・
誘
引
・
欺
罔
し
、
ひ
い
て
は
拷
問
す
る
。
本
稿
は
こ
う
し
た
状
況
が
結
局

ど
れ
だ
け
普
遍
的
で
あ
る
か
を
精
確
に
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
二
つ
の
統
計
デ
ー
タ
〔
前
述
の
知
見
①
②
〕
は
警
察
が

法
律
を
蔑
視
し
、
あ
る
い
は
法
律
を
遵
守
し
な
い
ケ
ー
ス
が
す
こ
ぶ
る
深
刻
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」。

　

こ
の
ほ
か
蔡
等
に
よ
れ
ば
、
裁
判
官
・
検
察
官
・
公
設
弁
護
人
・
弁
護
士
の
五
七
％
が
警
察
の
取
調
べ
調
書
に
対
し
て
不
満
を
抱
い

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
次
の
三
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
①
内
容
が
詳
細
で
は
な
い
。
例
え
ば
犯

罪
の
時
、
場
所
な
ど
の
構
成
要
件
に
つ
い
て
の
取
調
べ
が
常
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
②
客
観
性
に
疑
義
が
あ
る
。
調
書
は
警
察
署
で
警

察
官
一
人
で
作
成
さ
れ
る
。
し
か
も
調
書
が
で
き
す
ぎ
て
い
る
た
め
内
容
面
に
も
疑
問
が
あ
る
。
例
え
ば
調
書
の
質
問
と
回
答
が
通
常
、

犯
罪
構
成
要
件
と
完
全
に
符
合
す
る
、
記
述
が
詳
細
で
一
致
し
て
い
る
た
め
、
本
当
に
警
察
官
と
被
疑
者
の
対
話
か
疑
わ
し
い
な
ど
で

あ
る
。
③
警
察
官
の
資
質
に
疑
義
が
あ
る
。
な
お
、
②
が
示
す
よ
う
に
、
調
書
（
録
取
書
）
は
一
般
に
一
問
一
答
式
で
作
成
さ
れ
る
。

例
え
ば
林
山
田
『
刑
事
程
序
法
（
増
訂
四
版
）』（
五
南
図
書
、
二
〇
〇
一
年
）
一
五
五
頁
参
照
。

林
鈺
雄
『
検
察
官
論
』（
学
林
文
化
、
一
九
九
九
年
）
三
〇
～
三
一
頁
参
照
。

林
鈺
雄
・
前
掲
注
（
7
）
一
三
六
～
一
三
七
頁
参
照
。
林
山
田
・
前
掲
注
（
14
）
一
五
二
～
一
五
四
頁
も
同
旨
。
な
お
、
三
条
は
検
察
官

を
当
事
者
と
す
る
が
、
林
鈺
雄
に
よ
れ
ば
「
本
条
は
立
法
技
術
上
の
簡
略
化
の
趣
旨
に
す
ぎ
ず
、『
当
事
者
』
の
三
文
字
で
『
検
察
官
、
自
訴

人
お
よ
び
被
告
人
』
と
い
う
煩
瑣
な
用
語
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
り
（
…
…
）、
決
し
て
検
察
官
を
純
粋
な
一
方
当

事
者
と
す
る
意
図
を
示
す
も
の
で
は
な
い
」（
同
一
三
六
頁
）。
も
っ
と
も
、
実
務
で
は
検
察
官
の
客
観
義
務
の
希
薄
化
・
一
方
当
事
者
化
を
も

た
ら
す
変
化
が
生
じ
つ
つ
あ
る
と
い
う
（
詳
し
く
は
林
鈺
雄
「
検
察
官
的
掘
墓
人
？
─
─
綜
評
四
組
最
高
法
院
争
議
裁
判
」
月
旦
法
学
雑
誌
二

〇
七
号
（
二
〇
一
二
年
）
五
二
頁
以
下
参
照
）。

（
36
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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以
下
に
つ
い
て
は
林
山
田
・
前
掲
注
（
14
）
一
五
八
～
一
六
二
頁
、
林
鈺
雄
・
前
掲
注
（
7
）
一
五
一
頁
参
照
。
こ
の
ほ
か
、「
司
法
警

察
（
官
）」
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
調
度
司
法
警
察
条
例
（
一
九
四
五
年
三
月
一
五
日
制
定
、
一
九
八
〇
年
六
月
二
〇
日
改
正
）
二
～

四
条
参
照
。

こ
れ
は
内
政
部
が
全
国
の
警
察
行
政
事
務
を
掌
理
し
、
警
察
業
務
を
統
一
的
に
指
揮
・
監
督
す
る
た
め
に
設
置
し
た
部
署
で
あ
る
（
内
政

部
警
政
署
組
織
法
（
二
〇
一
四
年
一
月
一
日
施
行
）
一
条
参
照
）。

例
え
ば
国
の
安
全
の
維
持
や
重
大
犯
罪
の
調
査
等
を
担
う
法
務
部
調
査
局
職
員
は
、
そ
の
犯
罪
調
査
職
務
を
執
行
す
る
際
に
は
司
法
警
察

（
官
）
と
み
な
さ
れ
る
（
法
務
部
組
織
法
五
条
一
号
、
法
務
部
調
査
局
組
織
法
一
四
条
参
照
）。

全
体
に
お
け
る
「
警
察
・
海
巡
・
憲
兵
機
関
か
ら
の
移
送
」
の
比
率
は
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
の
平
均
で
六
八
・
五
％
で

あ
る
。
ま
た
検
察
の
直
接
受
理
事
件
（
告
訴
・
告
発
・
自
首
）
お
よ
び
検
挙
事
件
の
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
期
間
の
平
均
で
五
・
五
％
、
一
・

〇
％
で
あ
っ
た
（
以
上
に
つ
い
て
法
務
部
統
計
処
『
中
華
民
国
法
務
統
計
月
報
（
九
五
年
一
二
月
）』
一
二
頁
、
同
『
中
華
民
国
法
務
統
計
月

報
（
一
〇
二
年
一
二
月
）』
一
二
頁
参
照
）。

林
山
田
・
前
掲
注
（
14
）
二
六
三
頁
参
照
。

陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
二
〇
頁
。

日
本
の
通
常
逮
捕
に
類
似
す
る
（
松
井
由
起
夫
「
諸
外
国
に
お
け
る
刑
事
司
法
制
度
の
調
査
研
究
（
八
）
台
湾
に
お
け
る
刑
事
司
法
手
続

等
に
つ
い
て
」
警
察
学
論
集
六
四
巻
一
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
〇
七
頁
参
照
）。

林
鈺
雄
・
前
掲
注
（
7
）
三
五
三
頁
参
照
。

林
鈺
雄
・
前
掲
注
（
7
）
三
五
七
～
三
五
八
頁
参
照
。

夜
間
取
調
べ
禁
止
（
同
条
一
項
）
に
反
し
て
採
取
し
た
被
疑
者
の
自
白
・
不
利
益
供
述
は
原
則
と
し
て
証
拠
能
力
が
認
め
ら
れ
な
い
（
一

五
八
条
の
二
第
一
項
）。
な
お
、
陳
運
財
「
日
本
と
台
湾
に
お
け
る
被
疑
者
取
調
べ
の
規
制
─
─
弁
護
人
立
会
い
権
、
夜
間
取
調
べ
の
制
限
及

び
テ
ー
プ
録
音
化
を
中
心
に
し
て
─
─
」
比
較
法
三
八
号
（
二
〇
〇
一
年
）
八
一
頁
は
「
警
察
実
務
に
と
っ
て
、
今
回
の
法
改
正
は
取
調
べ
の

実
務
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
…
…
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
法
改
正
後
、
夜
間
取
調
べ
の
件
数
は
以
前

に
比
べ
て
か
な
り
減
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
す
る
（
同
条
違
反
に
よ
る
無
罪
例
に
つ
い
て
同
八
三
頁
参
照
）。

実
務
で
は
、
送
検
後
の
警
察
の
取
調
べ
は
稀
で
あ
る
と
い
う
（
二
〇
一
四
年
調
査
【
陳
検
察
官
】）。
な
お
、
渡
辺
修
「
台
湾
刑
事
司
法
見

（
17
）

（
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）

（
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）

（
20
）

（
21
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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聞
録
─
─
被
疑
者
取
調
べ
の
可
視
化
」
季
刊
刑
事
弁
護
三
四
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
四
六
頁
参
照
。

以
上
に
つ
い
て
、
王
泰
升
『
台
湾
検
察
史
─
─
制
度
変
遷
史
與
運
作
実
況
』（
法
務
部
、
二
〇
〇
八
年
）
二
─
四
〇
～
四
二
頁
参
照
。

上
本
忠
雄
「
台
湾
の
勾
留
・
保
釈
制
度
」
季
刊
刑
事
弁
護
五
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
六
三
頁
参
照
。

王
泰
升
・
前
掲
注
（
28
）
二
─
四
〇
頁
。

財
前
・
前
掲
注
（
10
）
九
一
頁
。

陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
二
〇
～
二
一
頁
参
照
。
ま
た
陳
は
、
日
台
の
実
務
に
つ
い
て
「
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
そ
の
実
態
は
か
な
り
類

似
し
て
い
る
」（
同
・
前
掲
注
（
26
）
六
三
頁
）
と
す
る
。

『
立
法
院
公
報
』
八
三
巻
四
七
期
下
冊
（
一
九
九
四
年
）
二
六
五
頁
。
こ
の
ほ
か
、
三
井
誠
・
陳
運
財
（
二
）
一
〇
〇
頁
参
照
。
な
お
第

四
一
条
改
正
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。

蔡
墩
銘
・
王
兆
鵬
「
緘
黙
権
的
実
証
研
究
」
台
大
法
学
論
叢
二
六
巻
一
期
（
一
九
九
六
年
）
七
九
頁
以
下
参
照
（
後
に
王
兆
鵬
『
刑
事
被

告
的
憲
法
権
利
（
第
二
版
）』（
元
照
、
二
〇
〇
四
年
）
に
収
録
）。

な
お
、
本
調
査
の
時
点
で
刑
訴
法
上
黙
秘
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
（
前
掲
注
（
8
）
参
照
）。

二
〇
一
四
年
調
査
【
何
教
授
・
陳
検
察
官
】。
た
だ
し
、
ど
こ
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
検
面
調
書
に
つ
い

て
は
刑
訴
法
制
定
時
か
ら
「
質
問
［
訊
問
］
お
よ
び
そ
の
供
述
」（
四
一
条
一
項
一
号
）
を
記
載
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
二
〇
〇

三
年
に
追
加
さ
れ
た
四
三
条
の
一
第
一
項
に
よ
り
、
同
条
が
警
察
の
取
調
べ
に
も
準
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
松
井
・
前
掲
注

（
23
）
一
一
二
頁
参
照
。

二　

刑
訴
法
改
正
前
史

　

実
務
で
は
刑
訴
法
改
正
を
待
た
ず
、
し
か
も
弁
護
人
立
会
制
度
の
立
法
化
よ
り
も
早
く
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
取
調
べ
の
録
音

が
（
そ
の
後
録
画
も
）
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
検
察
で
は
法
務
部
（
日
本
の
法
務
省
に
相
当
）
お
よ
び
そ
の
前
身
で
あ
る
司
法
行

政
部
（
一
九
八
〇
年
改
称
）
の
規
定
に
よ
り
、
取
調
べ
の
録
音
・
録
画
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
警
察
で
も
、
同
時
期
か
ら
「
裁
量

（
28
）

（
29
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）



台湾における取調べ録音制度の現在地

（阪大法学）64（5-69）　1067〔2015. 1 〕

的
な
取
調
べ
過
程
の
録
音
化
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
委
細
は
詳
ら
か
で
な
い
」。
検
察
・
警
察
に
な
ぜ
こ
う
し
た
動
き

が
生
じ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
述
（
一
3
参
照
）
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
警
察
の
取
調
べ
に
な
お
少
な
く
な
い
問
題
が
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
ま
ず
、
検
察
に
関
す
る
規
定
を
時
系
列
順
に
整
理
し
、
そ
こ
で
の
制
度
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
辿
る
。
そ
の
後
、
一
〇
〇
条
の

一
改
正
法
案
の
審
議
過
程
を
振
り
返
る
。

1
　
検
察
に
お
け
る
取
調
べ
の
録
音
・
録
画
の
制
度
化

　

検
察
に
お
け
る
取
調
べ
の
録
音
・
録
画
を
制
度
化
し
て
き
た
主
な
規
定
と
し
て
、
①
一
九
七
七
年
八
月
二
日
付
の
司
法
行
政
部
「
録

音
使
用
に
よ
る
民
事
・
刑
事
の
記
録
の
補
助
の
実
施
要
項
［
要
点
］」、
②
一
九
八
八
年
六
月
八
日
付
の
法
務
部
「
検
察
処
の
録
音
録
画

使
用
に
よ
る
捜
査
記
録
の
補
助
の
実
施
要
項
」（
同
年
一
〇
月
一
日
施
行
）、
③
一
九
九
〇
年
四
月
一
八
日
付
の
同
「
検
察
機
関
の
録マ

音マ

使
用
に
よ
る
捜
査
記
録
の
補
助
の
実
施
要
項
」、
④
一
九
九
五
年
一
二
月
二
〇
日
付
の
同
「
検
察
機
関
の
録
音
録
画
使
用
に
よ
る
捜
査

記
録
の
補
助
の
実
施
要
項
」、
⑤
一
九
九
六
年
六
月
一
七
日
付
の
同
名
要
項
が
あ
る
。
以
下
、
順
に
見
て
い
こ
う
（
以
下
で
は
こ
れ
ら

を
、
そ
の
制
定
年
の
下
二
桁
を
用
い
て
「
○
○
年
要
項
」
と
略
す
。
ま
た
以
下
の
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
根
拠
と
な
る
文
書
の
条
数
・
項

目
数
を
指
す
）。

　
　
　
　
　

⑴　

七
七
年
要
項

　

本
要
項
は
検
察
に
よ
る
取
調
べ
の
録
音
に
つ
い
て
初
め
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
本
要
項
の
名
宛
人
は
高
等
裁
判
所
以
下
の
各
級
裁
判
所
お
よ
び
検
察
処
（
裁
判
所
に
附
置
）
で
あ
る
。
当
時
、
司
法
行
政
に
つ

い
て
「
司
法
行
政
部
長
〔
大
臣
〕
は
、
最
高
裁
判
所
が
置
く
検
察
署
な
ら
び
に
高
等
裁
判
所
以
下
の
各
級
裁
判
所
お
よ
び
支
部
を
監
督

（
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）

（
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す
る
」（
裁
判
所
組
織
法
八
七
条
二
号
）
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
両
者
が
名
宛
人
に
な
り
得
た
（
一
九
八
〇
年
の
同
法
改
正
に
よ
り
前

記
裁
判
所
は
司
法
行
政
部
長
の
監
督
か
ら
離
れ
て
、
司
法
院
長
の
監
督
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
八
七
条
一
項
一
号
）。
こ
う
し

て
本
要
項
に
お
け
る
検
察
に
対
す
る
要
求
は
、
同
時
に
前
記
裁
判
所
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
以
下
で
は
検
察
に
つ
い

て
の
み
記
す
。

　

さ
て
、
高
等
裁
判
所
以
下
の
各
級
検
察
処
は
「
捜
査
廷
に
録
音
設
備
を
設
置
し
、
も
っ
て
民
事
・
刑
事
の
記
録
の
補
助
方
法
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
一
）。
な
お
「
捜
査
廷
」［
偵
査
庭
］
と
は
、
検
察
官
が
被
告
人
を
取
り
調
べ
る
場
で
あ
る
。
通
常
は
検
察
署
内

に
あ
る
「
捜
査
廷
」
と
名
付
け
ら
れ
た
、
法
廷
の
よ
う
な
造
り
を
し
た
部
屋
が
用
い
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
検
察
官
は
重
大
刑
事
事
件
の
捜
査
手
続
の
全
部
・
一
部
を
対
象
と
し
て
、
職
権
ま
た
は
当
事
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
録
音

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
）。
当
事
者
は
保
存
期
間
内
で
あ
れ
ば
裁
判
所
に
再
生
許
可
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
複
製
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
（
四
）。

　

書
記
官
は
そ
の
場
［
当
庭
］
で
当
事
者
ま
た
は
他
の
関
係
者
の
供
述
に
つ
い
て
調
書
を
作
成
し
、
読
み
聞
か
せ
、
ま
た
は
同
人
に
交

付
し
て
こ
れ
に
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
異
議
が
な
け
れ
ば
録
音
テ
ー
プ
を
保
存
・
再
生
す
る
必
要
は
な
い
が
、

異
議
が
あ
る
と
き
は
、
書
記
官
が
再
生
し
て
対
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
異
議
が
正
当
な
と
き
は
、
調
書
の
記
載
を
補
正
し
、

不
当
な
と
き
は
、
調
書
に
異
議
を
記
載
し
、
裁
判
確
定
ま
で
当
該
録
音
テ
ー
プ
を
保
存
す
る
（
五
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
要
項
に
お
い
て
録
音
は
「
記
録
の
補
助
方
法
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
供
述
と
調
書
に
齟
齬
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

録
音
に
よ
り
調
書
を
補
正
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
陳
文
琪
（
法
務
部
参
事
）
に
よ
れ
ば
、「
主
な
目
的
は
、
被
告
人
の
自
白
供
述
の
任

意
性
を
担
保
す
る
た
め
で
は
な
く
、
調
書
の
記
載
の
正
確
性
を
確
保
し
、
書
記
官
の
誤
記
や
記
載
漏
れ
を
避
け
る
た
め
に
捜
査
取
調
べ

過
程
を
録
音
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
だ
」。

（
43
）

（
44
）

（
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）



台湾における取調べ録音制度の現在地

（阪大法学）64（5-71）　1069〔2015. 1 〕

　

そ
し
て
運
用
に
目
を
向
け
れ
ば
、「
検
察
官
が
裁
量
で
事
件
を
選
別
し
、
捜
査
機
関
に
と
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

重
要
な
部
分
だ
け
を
録
音
す
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
捜
査
機
関
の
犯
罪
立
証
に
有
利
な
方
向
で
の
み
機
能
し
、
実
際
に
は
被
告
人
が
公
判
審
理

に
お
い
て
自
白
の
任
意
性
を
争
う
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
い
う
事
態
を
招
く
に
す
ぎ
な
い
と
冷
め
た
見
方
を
す
る
立
場
も
あ
っ
た
」

（
傍
点
は
原
文
）
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
一
九
八
二
年
に
取
調
べ
へ
の
弁
護
人
の
立
会
権
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
従
前
に
比
し
て
、
取
調
べ
過
程
の
適
正

化
な
い
し
可
視
化
が
一
段
と
高
ま
り
被
疑
者
の
権
利
も
十
全
に
保
障
さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
た
か
ら
か
、
取
調
べ
過
程
の
テ
ー
プ
録
音
化

を
強
化
し
た
り
、
そ
の
方
法
の
改
善
を
目
論
む
議
論
は
、
次
第
に
消
失
し
て
い
っ
た
。〔
改
行
〕
し
か
し
、
そ
の
後
も
、
起
訴
前
の
弁

護
人
選
任
率
は
高
く
な
ら
ず
、
立
会
い
権
に
関
す
る
捜
査
機
関
の
対
応
に
も
問
題
が
生
じ
る
な
ど
、
思
っ
た
ほ
ど
弁
護
人
の
取
調
べ
立

会
い
権
が
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
は
じ
め
た
。
ま
た
、
自
白
の
任
意
性
を
め
ぐ
る
争
い
も
、
意
外
な
こ
と
に
一
九
八
二
年
以

前
と
さ
ほ
ど
異
な
ら
な
い
と
い
っ
た
状
況
も
う
ま
れ
た
」。
そ
こ
で
自
白
の
任
意
性
の
争
い
を
減
ら
す
た
め
、
録
音
制
度
強
化
の
議
論

が
再
び
活
発
化
し
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　

⑵　

八
八
年
要
項

　

本
要
項
は
前
記
七
七
年
要
項
を
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
な
改
正
点
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
検
察
官
に
対
し
て
取
調
べ
時
の
録
音
を
義
務
づ
け
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
二
）。
法
務
部
は

「
自
ら
進
ん
で
取
調
べ
を
録
音
す
べ
き
事
件
の
範
囲
を
」
拡
げ
た
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て
陳
文
琪
は
「
や
は

り
調
書
の
内
容
の
正
確
性
の
確
保
で
あ
り
、
被
告
人
の
供
述
の
任
意
性
の
担
保
の
た
め
で
は
な
い
」
と
す
る
。

　

ま
た
取
調
べ
の
開
始
・
終
了
と
同
時
に
録
音
も
開
始
・
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
間
は
連
続
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
た
。
そ
し
て
取
調
べ
に
際
し
て
は
、
毎
回
、
取
調
べ
を
受
け
る
者
を
点
呼
し
て
か
ら
、
書
記
官
が
事
件
番
号
、
被
告
事
件
類
型
お

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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よ
び
取
調
べ
の
日
時
を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
（
五
）。
な
お
、
取
調
べ
を
受
け
る
者
は
自
分
で
録
音
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
（
四
）。

　

こ
の
ほ
か
録
画
に
つ
い
て
も
、
重
大
刑
事
事
件
等
に
つ
い
て
必
要
が
あ
れ
ば
、
検
察
官
は
職
権
に
よ
り
捜
査
手
続
の
全
部
・
一
部
を

録
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
（
八
。
録
音
に
関
す
る
規
定
を
準
用
）。

　

な
お
、「
こ
の
実
施
要
項
は
法
的
効
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
と
く
に
取
調
べ
の
テ
ー
プ
録
音
に
関
す
る
手
続
き
の
違
反
に
対
し

て
何
の
罰
則
も
設
け
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
現
場
の
運
用
で
は
、
検
察
官
が
事
件
を
選
別
し
、
捜
査
機
関
に
と
っ
て
重
要
な
部
分
だ
け

を
録
音
す
る
と
い
っ
た
事
態
が
し
ば
し
ば
発
生
し
た
。
つ
ま
り
、
被
疑
者
供
述
の
任
意
性
を
立
証
す
る
と
い
っ
た
目
的
に
応
じ
て
、
裁

量
的
に
取
調
べ
内
容
を
部
分
的
に
テ
ー
プ
録
音
す
る
と
い
う
の
が
、
検
察
実
務
の
実
態
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
要
項
の
こ
う
し
た
法
的
性
格
は
他
の
要
項
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
と
解
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　

⑶　

一
九
九
〇
年
代

　

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
法
務
部
は
矢
継
ぎ
早
に
要
項
に
修
正
を
加
え
て
い
っ
た
。
以
下
、
そ
の
主
な
改
正
点
を
見
る
。

　

ま
ず
、
九
〇
年
要
項
（
八
八
年
要
項
を
改
正
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
は
、
取
調
べ
を
受
け
た
者
が
再
生
を
繰
り
返
し
申
請
す
る

こ
と
に
よ
る
事
件
の
進
行
へ
の
影
響
を
避
け
る
た
め
、
取
調
べ
を
受
け
た
者
は
取
調
べ
を
終
え
た
後
に
そ
の
場
で
再
生
を
申
請
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
（
三
）。

　

次
に
九
五
年
要
項
（
九
〇
年
要
項
の
改
正
）
は
、
従
来
、
取
調
べ
を
受
け
て
い
る
者
が
録
音
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
た
が
、
そ
の

他
の
立
会
人
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
禁
止
す
る
旨
を
明
記
し
た
（
四
）。
ま
た
録
画
対
象
事
件
に
つ
い
て
、
従
来
は
検
察
官
が
必
要
と
認

め
る
「
重
大
刑
事
事
件
ま
た
は
そ
の
他
の
事
件
」
と
し
て
い
た
が
、
検
察
官
が
必
要
と
認
め
れ
ば
録
画
す
る
こ
と
と
し
た
（
九
）。

　

さ
ら
に
九
六
年
要
項
（
九
五
年
要
項
の
改
正
）
は
、
録
音
事
務
に
つ
い
て
の
検
察
官
等
の
責
務
・
注
意
義
務
（
八
）、
録
音
の
過
誤

（
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）

（
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に
つ
い
て
の
処
分
（
九
）、
設
備
維
持
の
た
め
の
担
当
者
の
配
備
（
一
〇
）
を
定
め
、
各
級
検
察
事
務
監
督
長
官
は
録
音
事
務
を
重
点

検
査
項
目
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
（
一
一
）。

　

最
後
に
、
一
九
九
六
年
九
月
九
日
付
の
法
務
部
函
は
、「
検
察
官
は
刑
事
事
件
を
捜
査
処
理
す
る
に
当
た
っ
て
は
、『
検
察
機
関
の
録

音
録
画
使
用
に
よ
る
捜
査
記
録
の
補
助
の
実
施
要
項
』
の
規
定
に
よ
り
全
過
程
録
音
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
か
、
重
大
刑
事

事
件
ま
た
は
社
会
的
関
心
の
高
い
事
件
に
つ
い
て
、
同
時
に
司
法
警
察
ま
た
は
調
査
機
関
を
調
整
し
、
被
疑
者
が
調
査
を
受
け
た
時
か

ら
、
全
過
程
の
録
音
お
よ
び
録
画
［
録
音
及
録
影
］
を
し
、
も
っ
て
手
続
の
適
正
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
。
こ
こ
に

至
り
、
初
め
て
適
正
手
続
へ
の
配
慮
が
明
示
さ
れ
た
。

2
　
法
案
審
議
過
程
の
議
論

　

前
述
（
二
1
⑴
）
参
照
）
の
よ
う
に
、
一
九
八
二
年
に
弁
護
人
立
会
権
が
認
め
ら
れ
た
後
も
、
そ
れ
が
所
期
の
効
果
を
十
分
に
果
た

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
自
白
の
任
意
性
の
争
い
を
減
ら
す
た
め
、
録
音
制
度
強
化
の
議
論
が
再
び
活
発
化
し
た
。
そ
う
し
た

中
、「
一
九
九
三
年
、
一
九
九
五
年
と
続
け
て
、
警
察
官
が
暴
行
を
用
い
て
被
疑
者
を
取
り
調
べ
た
事
案
が
発
覚
し
、
被
疑
者
取
調
べ

の
録
音
の
義
務
化
に
向
け
た
刑
事
訴
訟
法
改
正
の
機
運
が
高
ま
〔
っ
た
〕」
と
い
う
。
以
下
で
は
立
法
院
で
の
法
案
審
議
過
程
に
焦
点

を
合
わ
せ
、
如
何
な
る
変
遷
・
経
緯
を
経
て
現
行
条
文
に
辿
り
着
い
た
か
を
跡
づ
け
る
。

　
　
　
　
　

㈠　

第
一
読
会

　

一
九
九
五
年
六
月
二
三
日
に
立
法
院
会
議
に
謝
啓
大
等
一
七
名
の
立
法
院
委
員
の
提
出
し
た
「
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
の
条
文
の
改
正

草
案
」（
以
下
、「
委
員
提
出
法
案
」
と
呼
ぶ
）
が
附
議
さ
れ
、
そ
こ
で
司
法
委
員
会
で
他
の
刑
訴
法
改
正
草
案
と
合
わ
せ
て
審
議
さ
れ

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

（
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本
法
案
は
録
音
と
録
画
の
両
方
を
義
務

づ
け
た
上
で
、
い
ず
れ
か
一
方
を
欠
け
ば
、

当
該
調
書
の
証
拠
能
力
を
否
定
す
る
点
で
、

非
常
に
徹
底
し
て
い
た
。
謝
啓
大
等
の
説

明
に
よ
れ
ば
、
取
調
べ
の
全
過
程
録
音
・

録
画
を
導
入
す
る
趣
旨
は
、「
司
法
警
察

官
ま
た
は
司
法
警
察
の
取
調
べ
調
書
に
つ

い
て
は
、
訴
訟
手
続
に
お
い
て
被
告
人
が

そ
の
真
意
で
は
な
い
と
弁
解
し
た
り
、
拷

問
を
受
け
た
と
弁
解
し
た
り
、
度
々
疑
問

が
呈
さ
れ
て
お
り
、
取
調
べ
調
書
の
信
用

性
［
公
信
力
］
を
樹
立
し
、
も
っ
て
手
続

の
合
法
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
取
調
べ

過
程
に
つ
い
て
全
過
程
を
連
続
し
て
録
音

す
る
と
共
に
録
画
し
、
か
つ
、
一
定
期
間

内
適
切
に
保
存
し
、
捜
査
・
裁
判
機
関
が

必
要
な
と
き
に
取
り
寄
せ
て
検
証
で
き
る

よ
う
に
し
、
も
っ
て
真
実
の
発
見
を
期
す

表 2 　100条の 1 第 1 ・ 2 項法案の変遷
委員提出法案

（1995年6月23日）
審査会採択法案

（1995年6月26日）
朝野協議法案

（1997年5月21日）

①　被告人を取り調べる
に当たっては、全過程
を連続して録音し、か
つ、録画しなければな
らない。被告人の供述
が録音されておらず、
かつ、録画されていな
いときは、証拠とする
ことはできない。

①　被告人を取り調べる
に当たっては、全過程
を連続して録音しなけ
ればならず、必要なと
きは、並んで全過程を
連続して録画しなけれ
ばならない。被告人の
供述が録音されておら
ず、または録画されて
いないときは、証拠と
することはできない。

①　被告人を取り調べる
に当たっては、全過程
を連続して録音しなけ
ればならず、［，］必要な
ときは、並んで全過程
を連続して録画しなけ
ればならないが［，］、
ただし急迫の状況があ
り、かつ、調書に明記
したときは、この限り
でない。

②　前項の規定は、司法
警察官、司法警察が被
告人を取り調べるに当
たり、またこれを適用
する。

同左 ②　調書に記載された被
告人の供述と録音また
は録画の内容が一致し
ない場合は、前項但書
の事由に該当するとき
を除き、その一致しな
い部分を証拠とするこ
とはできない。

出所：『立法院公報』84巻43期（1995年）533、535頁、同86巻55期（1997年）83頁参照。
※下線は直前の法案を修正した箇所を示す。また 3 項は省略した。
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と
共
に
、
自
白
の
任
意
性
を
確
保
す
る
」
こ
と
に
あ
る
。

　
　
　
　
　

㈡　

司
法
委
員
会
審
議

　

本
法
案
は
一
九
九
五
年
六
月
二
六
日
に
司
法
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
。
一
〇
〇
条
の
一
第
一
項
前
段
に
つ
い
て
法
務
部
は
「
全
過
程

録
音
・
録
画
は
実
質
的
に
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
全
部
録
音
と
す
る
が
、
録
画
は
重
大
事
件
ま
た
は
そ
の
他
の
事
件
で
必
要
な
と
き
と

す
る
よ
う
建
議
」
し
た
。
ま
た
同
後
段
に
つ
い
て
も
法
務
部
は
、「
公
判
期
日
の
訴
訟
手
続
は
、
専
ら
公
判
調
書
を
証
拠
と
す
る
」
と

定
め
る
刑
訴
法
四
七
条
と
齟
齬
を
来
す
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
削
除
を
建
議
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
謝
啓
大
は
「
裁
判
所
の
審
理
で
は
現
在
す
で
に
録
音
を
し
て
い
る
が
、
な
お
一
部
の
裁
判
官
・
検
察
官
は
あ
る
時
点
で

録
音
の
停
止
を
指
示
し
て
お
り
、
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
録
音
機
を
抑
え
て
、
話
し
て
い
る
内
容
を
録
音
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
検
察

官
も
い
る
。
他
方
、
調
査
局
が
事
件
を
調
査
す
る
際
に
は
す
で
に
全
過
程
録
音
し
て
〔
い
る
〕」
と
述
べ
た
。

　

他
方
、
司
法
院
は
①
停
電
等
で
録
音
お
よ
び
録
画
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
手
続
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
、
②

「
本
条
の
問
題
は
主
に
警
察
機
関
の
調
査
部
分
に
あ
る
」
と
の
理
解
、
さ
ら
に
③
後
段
は
刑
訴
法
四
七
条
と
齟
齬
を
来
す
こ
と
か
ら
、

一
項
の
冒
頭
に
「
司
法
警
察
官
、
司
法
警
察
が
」
を
追
加
し
、
二
項
を
削
除
す
る
よ
う
建
議
し
た
。

　

そ
の
後
、
休
憩
中
に
協
議
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
修
正
さ
れ
た
案
が
採
択
さ
れ
た
（
審
査
会
採
択
法
案
）。
本
法
案
で
は
録
画
が
義

務
づ
け
ら
れ
る
の
は
「
必
要
な
と
き
」
に
限
る
と
し
、
捜
査
機
関
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
が
、
録
音
・
録
画
を
欠
く
調
書
の
証
拠

能
力
は
な
お
否
定
す
る
立
場
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
修
正
理
由
と
し
て
は
、
委
員
提
出
法
案
の
一
〇
〇
条
の
一
第
一
項
は
「
取
調
べ
調

書
の
信
用
性
を
樹
立
し
、
か
つ
、
手
続
の
合
法
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、
実
務
上
、
事
件
の
軽
重
・
大
小
を
問
わ
ず
に
、

全
過
程
を
連
続
し
て
録
音
し
、
か
つ
、
録
画
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
実
に
困
難
で
あ
り
…
…
実
際
に
合
わ
せ
た
」
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

（
57
）

（
58
）

（
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）
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㈢　

第
二
・
三
読
会
（
一
九
九
七
年
一
二
月
一
九
日
）

　

審
査
会
採
択
法
案
は
そ
の
後
一
九
九
七
年
五
月
二
一
日
の
立
法
院
朝
野
協
議
（
政
府
と
法
案
提
出
委
員
の
各
代
表
に
よ
る
協
議
）
に

よ
り
、
さ
ら
に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
（
朝
野
協
議
法
案
）。
特
に
次
の
二
点
は
極
め
て
重
要
な
修
正
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
一
項

後
段
を
削
除
し
て
、
但
書
を
追
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
録
音
・
録
画
を
し
て
い
な
い
状
況
下
で
作
成
さ
れ
た
調
書
の
証

拠
能
力
が
、
文
理
解
釈
と
し
て
は
絶
対
的
に
排
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
な
っ
た
と
同
時
に
、
そ
も
そ
も
録
音
・
録
画
を
し
な
く
と
も

よ
い
例
外
状
況
が
設
定
さ
れ
た
。

　

も
う
一
つ
は
二
項
の
新
設
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
刑
訴
法
上
明
文
で
証
拠
能
力
が
否
定
さ
れ
る
の
は
、
録
音
・
録
画
内
容
に
一
致

し
な
い
調
書
記
載
の
被
告
人
の
供
述
だ
け
と
な
っ
た
。

　

台
湾
で
は
「
立
法
者
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
前
述
の
二
つ
の
修
正
を
加
え
た
の
か
は
、
秘
密
裏
の
協
議
で
あ
り
、
参
考
に
で
き
る
記

録
が
な
い
た
め
」
不
明
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
の
法
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
単
に
録
音
等
が
一
部
欠
け
て
い
る
と
い

う
こ
と
の
み
を
も
っ
て
、
本
来
問
題
の
な
い
自
白
ま
で
が
、
そ
の
証
拠
能
力
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
と
さ
れ
、
現
行
法

の
内
容
…
…
に
修
正
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
」。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
に
よ
り
捜
査
機
関
・
裁
判
所
の

負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

さ
て
、
立
法
院
で
は
本
法
案
に
対
す
る
異
議
は
な
く
、
こ
れ
に
基
づ
き
審
議
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
本
法
案
は
第
二
読
会
、
ま

た
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
第
三
読
会
を
通
過
し
た
。
な
お
、
公
布
さ
れ
た
条
文
で
は
、
朝
野
協
議
法
案
（
表
2
参
照
）
で
示
し
た

［
， 

］
が
そ
れ
ぞ
れ
「
；
」、「
。 

」
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯
・
法
的
根
拠
は
不
詳
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
同
時
に
「
内
政
部
警

政
署
は
本
法
一
〇
〇
条
の
一
、
一
〇
〇
条
の
二
の
改
正
採
択
後
、
録
音
・
録
画
辦
法
を
制
定
し
、
も
っ
て
全
過
程
連
続
録
音
・
録
画
の

規
定
を
定
着
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
附
帯
決
議
（
謝
啓
大
・
劉
江
華
委
員
提
出
）
が
採
択
さ
れ
た
。

（
60
）

（
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）

（
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）

（
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）
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3
　
小
括

　

検
察
に
お
け
る
取
調
べ
の
録
音
制
度
は
、
一
九
七
七
年
か
ら
「
記
録
の
補
助
」、
つ
ま
り
調
書
の
正
確
性
の
確
保
手
段
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
当
初
、
録
音
す
る
か
否
か
は
検
察
官
の
裁
量
に
よ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
八
八
年
要
項
以
降
、
全
事
件
に
対
し
て
義

務
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
九
九
六
年
に
は
明
示
的
に
、
そ
れ
に
適
正
手
続
の
保
障
と
い
う
役
割
が
与
え
ら
れ
た
（
そ
の
背
景
、
特
に

法
案
審
議
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
）。

　

他
方
、
立
法
院
に
お
い
て
は
そ
の
一
年
前
の
一
九
九
五
年
に
、
真
実
の
発
見
（
調
書
の
正
確
性
の
担
保
）
お
よ
び
自
白
の
任
意
性
の

確
保
（
適
正
手
続
の
保
障
）
を
目
指
し
、
全
て
の
取
調
べ
の
全
過
程
の
録
音
お
よ
び
録
画
を
義
務
づ
け
、
し
か
も
い
ず
れ
か
一
方
で
も

欠
く
場
合
は
そ
の
調
書
の
証
拠
能
力
を
否
定
す
る
法
案
が
同
委
員
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
法
案
は
審
議
過
程
で
修
正
さ
れ
、

証
拠
能
力
を
否
定
す
る
規
定
は
削
除
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
全
事
件
に
つ
い
て
の
取
調
べ
の
全
過
程
録
音
義
務
は
残
っ
た
。
録
音
義

務
違
反
調
書
の
証
拠
能
力
の
帰
趨
は
実
務
の
解
釈
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

三
井
誠
・
陳
運
財
（
八
）
八
七
頁
参
照
。

『
司
法
行
政
部
公
報
』
三
六
期
（
一
九
七
七
年
）
一
三
頁
参
照
。

『
法
務
部
公
報
』
九
七
期
（
一
九
八
八
年
）
一
一
五
頁
、
同
九
九
期
（
同
年
）
八
一
頁
参
照
。

『
法
務
部
公
報
』
一
一
九
期
（
一
九
九
〇
年
）
八
〇
～
八
一
頁
参
照
。

『
法
務
部
公
報
』
一
八
七
期
（
一
九
九
六
年
）
七
四
～
七
五
頁
参
照
。

『
法
務
部
公
報
』
一
九
三
期
（
一
九
九
六
年
）
二
七
～
二
八
頁
参
照
。

現
在
の
台
湾
士
林
地
方
裁
判
所
検
察
署
の
捜
査
廷
の
例
と
し
てhttp://w

w
w
.slc.m

oj.gov.tw
/ct.asp?xItem

=3567&
CtN

ode=5341
&
m
p=010

参
照
。
な
お
、
弁
護
人
立
会
権
が
認
め
ら
れ
る
以
前
に
お
い
て
も
、
検
察
官
が
認
め
れ
ば
弁
護
人
が
立
ち
会
う
こ
と
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
弁
護
人
席
は
あ
っ
た
と
い
う
（
二
〇
一
四
年
調
査
【
何
教
授
】）。

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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「
捜
査
廷
」
は
い
わ
ば
機
能
的
概
念
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
以
外
の
場
所
で
取
調
べ
を
す
る
こ
と
（
検
察
官
は
実
務
上
の
習
慣
と

し
て
、
取
調
べ
を
始
め
る
こ
と
も
「
開
廷
」［
開
庭
］
と
い
う
）
も
あ
る
。
大
量
の
現
行
犯
を
逮
捕
の
制
限
時
間
内
で
取
り
調
べ
る
た
め
に
、

検
察
官
が
警
察
署
の
一
角
で
「
開
廷
」
す
る
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
（
二
〇
一
四
年
調
査
【
陳
・
林
検
察
官
】）。

陳
文
琪
「
偵
査
中
録
音
録
影
與
偵
査
筆
録
可
信
性
之
関
係
」
検
察
新
論
七
期
（
二
〇
一
〇
年
）
九
頁
。

三
井
誠
・
陳
運
財
（
八
）
八
七
頁
。

そ
も
そ
も
捜
査
機
関
が
弁
護
人
選
任
権
を
告
知
し
な
か
っ
た
り
、
行
使
し
な
い
よ
う
説
得
・
妨
害
・
脅
迫
し
た
り
、
さ
ら
に
は
本
人
の
資

力
の
問
題
か
ら
、
弁
護
人
選
任
率
は
極
め
て
低
く
、
例
え
ば
一
九
八
三
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
は
三
～
五
％
台
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
（
三

井
誠
・
陳
運
財
（
五
）
八
二
～
八
四
頁
、
同
（
六
）
九
八
頁
、
陳
運
財
・
前
掲
注
（
26
）
七
〇
～
七
一
頁
参
照
）。

実
務
で
は
同
項
の
「『
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
る
』
と
の
文
言
を
『
立
ち
会
っ
て
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
』
と
強
引
に
解
釈
し
、
取
調

べ
中
の
弁
護
人
の
立
会
い
を
一
律
に
『
観
察
』
に
制
限
す
る
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
捜
査
機
関
は
取
調
べ
を
行
な
っ
て
い
る
場
所
か
ら

少
し
離
れ
た
席
に
弁
護
人
を
座
ら
せ
、
取
調
べ
を
観
察
さ
せ
る
と
い
う
形
態
を
採
る
こ
と
に
し
、『
取
調
べ
後
』
に
限
っ
て
、
立
ち
会
っ
た
弁

護
人
に
意
見
陳
述
の
機
会
を
与
え
る
と
い
う
運
用
方
針
を
堅
持
し
た
」（
陳
運
財
・
前
掲
注
（
26
）
六
九
頁
）。
ま
た
立
会
い
を
不
当
に
制
限
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
自
白
の
任
意
性
が
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
（
同
六
九
～
七
〇
頁
参
照
）。
こ
の
ほ
か
、
四
項
所
定
の
捜

査
機
関
の
弁
護
人
へ
の
取
調
べ
の
通
知
義
務
の
実
情
お
よ
び
そ
れ
に
反
し
て
得
た
自
白
の
証
拠
能
力
に
つ
い
て
は
、
三
井
誠
・
陳
運
財
（
五
）

八
四
～
八
五
頁
、
同
（
六
）
九
五
頁
参
照
。

な
お
、「
観
察
」
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
〇
年
に
、
二
項
の
「
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
る
」
が
「
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
意
見
を
陳

述
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
改
め
ら
れ
、
立
法
上
解
決
が
図
ら
れ
た
。

以
上
に
つ
い
て
は
三
井
誠
・
陳
運
財
（
八
）
八
八
頁
参
照
。
な
お
、
弁
護
人
の
立
会
い
と
取
調
べ
の
録
音
・
録
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
陳

文
琪
・
前
掲
注
（
45
）
一
五
～
一
六
頁
は
、
前
者
が
被
告
人
の
権
利
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
「
法
執
行
機
関
の
義
務
で
あ
り
、『
被
告

人
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
原
則
』
に
基
づ
き
す
べ
き
命
令
規
範
（
手
続
上
履
践
す
べ
き
事
項
）
で
あ
る
た
め
、
録
音
（
画
）
と
弁
護
人
立
会

い
は
相
互
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
代
替
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
。

陳
運
財
・
前
掲
注
（
26
）
九
〇
頁
参
照
。
な
お
、
こ
れ
は
九
〇
年
要
項
に
つ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
が
、
同
要
項
の
規
定
は
八
八
年
要
項
二

を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
44
）

（
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）
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陳
文
琪
・
前
掲
注
（
45
）
一
〇
頁
。
な
お
、
こ
れ
は
九
〇
年
要
項
に
つ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
が
、
本
要
項
に
も
妥
当
す
る
と
解
さ
れ
る
。

陳
運
財
・
前
掲
注
（
26
）
九
一
頁
。
な
お
、
こ
れ
は
九
〇
年
要
項
に
つ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
が
、
本
要
項
に
も
妥
当
す
る
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
二
2
⑵
の
謝
啓
大
委
員
の
発
言
も
参
照
。

本
要
項
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
三
井
誠
・
陳
運
財
（
八
）
八
八
～
八
九
頁
参
照
。

「
法
85
検
決
字
第
二
三
一
三
五
号
」『
法
務
部
公
報
』
一
九
六
期
（
一
九
九
六
年
）
三
四
頁
。

法
務
省
・
前
掲
注
（
10
）
一
五
一
頁
。
な
お
、
具
体
的
に
ど
の
事
件
が
そ
れ
ら
に
当
た
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

『
立
法
院
公
報
』
八
四
巻
四
〇
期
上
冊
（
一
九
九
五
年
）
三
頁
参
照
。

『
立
法
院
公
報
』
八
六
巻
五
五
期
（
一
九
九
七
年
）
七
三
頁
。

以
上
に
つ
い
て
は
『
立
法
院
公
報
』
八
四
巻
四
三
期
（
一
九
九
五
年
）
五
三
三
～
五
三
五
頁
参
照
。

『
立
法
院
公
報
』
八
六
巻
五
五
期
六
八
頁
。
な
お
、
法
務
部
お
よ
び
司
法
院
が
指
摘
し
た
四
七
条
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
司
法
院
が
危
惧

し
た
①
の
問
題
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
。

以
下
に
つ
い
て
は
特
に
注
記
が
な
い
限
り
、『
立
法
院
公
報
』
八
六
巻
五
五
期
（
一
九
九
七
年
）
八
三
～
八
六
、
九
〇
～
九
一
頁
を
参
照

し
た
。陳

運
財
・
前
掲
注
（
13
）
二
二
頁
参
照
。

旧
二
項
は
一
〇
〇
条
の
二
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
条
は
一
九
九
七
年
の
改
正
に
よ
り
、
ま
ず
一
〇
〇
条
の
一
と
し
て
採
択
さ
れ
、
一

九
九
八
年
の
改
正
に
よ
り
条
数
が
一
〇
〇
条
の
二
に
改
め
ら
れ
た
。

陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
二
二
頁
参
照
。
何
頼
傑
「
訊
問
被
告
未
全
程
連
続
録
音
録
影
之
法
律
効
果
─
─
評
最
高
法
院
八
十
八
年
度
台
上

字
第
五
〇
七
三
、
五
七
六
二
、
六
七
五
二
号
判
決
及
台
北
地
院
八
十
八
年
度
訴
字
第
八
二
六
号
判
決
」
月
旦
法
学
雑
誌
六
二
期
（
二
〇
〇
〇

年
）
一
五
九
頁
、
張
淳
淙
・
前
掲
注
（
9
）
四
八
頁
も
同
旨
。

法
務
省
・
前
掲
注
（
10
）
一
五
一
～
一
五
二
頁
。

何
頼
傑
・
前
掲
注
（
63
）
一
五
九
頁
参
照
。
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三　

刑
訴
法
一
〇
〇
条
の
一
第
一
・
二
項
の
解
釈
と
運
用
─
─
問
題
の
析
出

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、
一
〇
〇
条
の
一
第
一
・
二
項
の
意
味
内
容
を
整
理
し
、
疑
義
が
生
じ
う
る
文
言
に
関
す
る
解
釈
を
概
観
す
る

（
1
）。
そ
の
後
、
そ
れ
ら
の
運
用
を
概
観
し
、
実
務
上
の
問
題
を
析
出
す
る
（
2
）。

1
　
解
釈

　
　
　
　
　

㈠　

一
項

　

本
項
本
文
お
よ
び
一
〇
〇
条
の
二
に
よ
れ
ば
、
司
法
警
察
（
官
）、
検
察
官
お
よ
び
裁
判
所
（
官
）
は
、
被
疑
者
・
被
告
人
を
取
り

調
べ
る
際
に
は
全
過
程
を
録
音
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
必
要
な
と
き
は
、
そ
れ
に
加
え
て
全
過
程
を
録
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
少
な
く
と
も
録
音
に
つ
い
て
は
、
例
外
状
況
（
本
項
但
書
）
に
該
当
す
る
場
合
を
除
け
ば
、
全
て
の
事
件
が
そ
の
対
象
と
な
る
。

　

本
項
に
つ
い
て
は
次
の
三
つ
の
文
言
の
意
味
が
問
題
と
な
る
。

⒜　
「
全
過
程
を
連
続
し
て
録
音
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
本
文
）

　

二
〇
〇
三
年
台
上
五
九
〇
四
号
判
決
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
司
法
警
察
が
被
告
人
を
取
り
調
べ
る
際
に
、
取
調
べ
の
開
始
か
ら
調
書

作
成
完
了
ま
で
の
過
程
に
お
け
る
取
調
べ
の
経
過
の
全
過
程
を
録
音
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
し
て
お
り
、
被
告
人
の
取
調

べ
を
終
え
て
調
書
を
作
成
し
終
え
て
か
ら
、
警
察
官
と
被
告
人
が
調
書
の
内
容
を
一
字
一
句
読
み
上
げ
る
の
を
録
音
し
て
は
な
ら
な

い
」
こ
と
を
意
味
す
る
。

⒝　
「
必
要
な
と
き
」（
本
文
）

　

前
記
附
帯
決
議
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
内
政
部
警
政
署
「
警
察
被
疑
者
取
調
べ
録
音
録
画
要
項
［
要
点
］」（
一
九
九
八
年
七
月
二
日
。
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以
下
、「
警
察
要
項
」
と
呼
ぶ
）
は
、
①
社
会
の
大
衆
の
関
心
を
集
め
た
重
大
刑
事
事
件
、
②
争
い
の
あ
る
事
件
、
③
そ
の
他
の
録
画

が
必
要
と
思
料
す
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
録
音
に
加
え
て
、
さ
ら
に
全
過
程
を
録
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
（
二
点
二
項
）。

　

学
説
で
は
、
例
え
ば
黄
東
熊
（
現
：
中
興
大
学
栄
誉
講
座
）
は
①
重
大
事
件
、
②
被
告
人
が
公
判
時
に
違
法
な
手
段
に
よ
り
供
述
さ

せ
ら
れ
た
こ
と
を
主
張
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
き
、
③
被
告
人
を
犯
罪
現
場
に
帯
同
し
て
犯
罪
当
時
の
状
況
を
再
現
さ
せ
る
と
き
を
指

す
と
解
す
る
。
ま
た
、
陳
運
財
は
重
大
事
件
で
あ
る
と
し
、
勾
留
理
由
と
な
り
う
る
主
刑
が
短
期
五
年
以
上
の
重
罪
事
件
（
法
一
〇
一

条
一
項
三
号
）
お
よ
び
否
認
事
件
を
そ
の
例
に
挙
げ
る
。

⒞　
「
急
迫
の
状
況
」（
但
書
）

　

黄
東
熊
は
「
使
用
可
能
な
録
音
設
備
ま
た
は
録
画
設
備
が
一
時
的
に
な
く
、
し
か
も
即
時
に
取
り
調
べ
な
け
れ
ば
、
新
た
な
犯
罪
の

発
生
ま
た
は
犯
罪
結
果
の
発
生
・
加
重
・
拡
大
、
あ
る
い
は
共
犯
の
逃
走
等
の
状
況
を
防
止
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
き
」
と
解
釈

す
る
。

　

な
お
、「
急
迫
の
状
況
」
と
い
う
文
言
は
、
一
〇
〇
条
の
三
第
一
項
四
号
に
夜
間
取
調
べ
の
禁
止
の
例
外
事
由
と
し
て
も
定
め
ら
れ

て
い
る
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
何
頼
傑
は
、
い
ず
れ
も
「
客
観
的
に
取
調
べ
の
急
迫
性
が
あ
る
」
こ
と
と
解
す
る
。
他
方
、
陳
運
財

は
同
号
に
よ
り
「
夜
間
取
調
べ
を
実
施
す
る
場
合
は
、
被
疑
者
の
自
由
意
思
に
反
し
た
取
調
べ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
場
合
に
如
何
に
そ

の
供
述
の
自
由
を
担
保
し
、
疲
労
さ
せ
て
の
取
調
べ
を
避
け
る
か
は
よ
り
重
要
な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
全
過
程
を
録
音
ま
た
は
録
画
す

る
こ
と
は
ま
さ
に
被
疑
者
の
権
利
利
益
の
侵
害
防
止
の
最
低
限
・
不
可
欠
の
担
保
手
段
で
あ
る
」
と
し
て
、
本
項
但
書
に
つ
い
て
は

「
よ
り
厳
格
な
限
定
解
釈
を
採
る
べ
き
で
あ
り
、
明
白
か
つ
即
時
の
危
害
が
あ
り
、
そ
の
場
で
直
ち
に
取
調
べ
を
す
る
必
要
が
認
め
ら

れ
、『
事
実
上
そ
の
場
』
で
、
ま
た
録
音
設
備
の
な
い
場
合
に
限
〔
る
〕」
と
す
る
。
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㈡　

二
項

　

本
項
は
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
供
述
調
書
の
内
容
と
録
音
・
録
画
内
容
と
が
一
致
し
な
い
場
合
、
調
書
の
当
該
不
一
致
部
分
の
証
拠

能
力
を
一
律
に
否
定
す
る
。
そ
の
主
な
問
題
は
、
何
を
も
っ
て
「
不
一
致
」
と
す
る
か
、
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
学
説
で
は
あ

ま
り
注
目
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
務
で
は
供
述
意
思
と
実
質
的
に
一
致
し
て
い
る
か
否
か
を
基
準
と
す
る
「
実
質
的
不
一
致
説
」
に
よ
っ

て
い
る
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
二
〇
〇
八
年
台
上
一
〇
一
六
号
判
決
は
、「
両
者
〔
調
書
と
録
画
の
内
容
〕
の
言
葉
を
比
べ
れ
ば
も
と
よ
り

一
致
し
な
い
が
、『
警
察
取
調
べ
調
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
比
較
的
簡
略
で
あ
る
が
、
純
粋
に
問
答
内
容
を
整
理
し
た
後
に
要

点
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
Ｘ
の
供
述
の
趣
旨
に
決
し
て
違
わ
な
い
』
と
し
て
供
述
と
記
録
に
は
決
し
て
不
一
致
の
状
況
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
〔
原
判
決
は
〕
認
定
し
て
お
り
、
自
ず
か
ら
証
拠
能
力
が
あ
る
と
い
う
べ
き
」
と
判
示
す
る
。
ま
た
、
取
調
べ

を
す
る
警
察
も
、「
調
書
を
作
成
し
て
録
音
・
録
画
を
実
施
す
る
際
に
は
、
文
字
や
文
章
の
あ
や
に
拘
る
必
要
は
な
く
、
分
か
り
や
す

さ
を
求
め
、
元
の
語
気
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
調
書
に
登
載
す
る
と
き
に
は
、
取
調
べ
を
受
け
た
者
の
真
意
に
一
致
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」（
警
察
要
項
六
点
）
と
し
て
、
実
質
的
不
一
致
説
を
前
提
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
被
告
人
が
調
書
記
載
の
供
述
を
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
不
任
意
の
自
白
で
あ
る
旨
の
抗
弁
を
し
た
場
合
、
事
実
審
裁
判
所

は
録
音
・
録
画
テ
ー
プ
を
検
証
し
て
、
当
該
供
述
を
証
拠
と
し
う
る
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
不
一
致
が
あ
り
、
調

書
の
当
該
部
分
の
証
拠
能
力
が
否
定
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
は
当
該
録
音
・
録
画
テ
ー
プ
を
検
証
し
、
そ
の
結
果
を
裁
判
の
基
礎
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
録
音
・
録
画
テ
ー
プ
は
こ
の
局
面
で
は
実
質
証
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

2
　
運
用
お
よ
び
問
題
点

　

以
上
の
ル
ー
ル
が
実
際
の
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。
な
お
、
今
日
で
も
身
柄
拘
束
中
の
取
調
べ
受
忍
義
務
は
認
め
ら
れ
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て
お
り
、
ま
た
「
警
察
取
調
べ
時
の
弁
護
は
『
め
っ
た
に
な
い
』」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
検
察
に
つ
い
て
は
、「
現
在
検
察
機
関
の
捜
査
廷
は
い
ず
れ
も
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
録
音
・
録
画
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
た

め
、
捜
査
手
続
を
透
明
化
し
、
事
後
の
検
証
を
可
能
と
す
る
た
め
、
実
務
で
は
被
告
人
の
取
調
べ
か
証
人
の
取
調
べ
か
を
問
わ
ず
に
、

そ
の
捜
査
過
程
の
全
過
程
を
録
音
・
録
画
し
て
い
る
」
と
い
う
。
実
際
、
台
湾
の
議
論
・
裁
判
例
で
主
に
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
は
警

察
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
警
察
の
運
用
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
す
る
。

　

警
察
要
項
は
録
音
・
録
画
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
ま
ず
、
録
音
・
録
画
設
備
は
警
察
局
・
分
局
・
分
駐
（
派
出
）

所
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
一
一
点
）。

　

録
音
（
録
画
）
は
、
取
調
べ
の
冒
頭
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
定
質
問
（
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
住
・
居
所
。
法
九
四
条
・
一

〇
〇
条
の
二
参
照
。
な
お
、
九
四
条
に
よ
れ
ば
本
籍
［
籍
貫
］
も
含
ま
れ
る
）
を
開
始
す
る
時
か
ら
開
始
し
、
取
調
べ
終
了
時
に
停
止

し
、
そ
の
間
は
連
続
し
て
最
初
か
ら
最
後
ま
で
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
録
音
開
始
後
、
直
ち
に
刑
訴
法
九
五
条
所

定
の
告
知
事
項
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
警
察
要
項
三
点
）。
な
お
、
被
疑
者
が
複
数
い
る
と
き
は
、
対
質
す
る
場
合
を
除
き
、

個
別
に
全
過
程
録
音
・
録
画
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
四
点
）。

　

取
調
べ
中
の
録
音
・
録
画
の
中
断
・
再
開
に
つ
い
て
、
テ
ー
プ
交
換
の
た
め
の
と
き
は
、「
再
開
時
に
ま
ず
口
頭
で
中
断
の
事
由
お

よ
び
時
間
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
被
疑
者
に
健
康
上
の
突
発
的
事
由
が
生
じ
た
り
、
そ
れ
が
夜
間
の
取
調
べ
に
同
意
し
な
か

っ
た
り
し
た
等
の
た
め
、
事
実
上
取
調
べ
を
継
続
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
口
頭
で
中
断
の
事
由
お
よ
び
時
間
を
述
べ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
再
開
時
に
、
い
ず
れ
も
口
頭
で
取
調
べ
開
始
時
間
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
五
点
）。
な
お
、
取
調
べ
を
受
け

て
い
る
者
が
回
答
ま
た
は
調
書
へ
の
署
名
・
押
印
・
指
印
を
拒
絶
し
た
と
き
は
、「
そ
の
拒
絶
の
原
因
ま
た
は
理
由
を
調
書
に
記
載
し
、

か
つ
、
取
調
べ
担
当
者
が
口
頭
で
事
由
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
の
全
過
程
を
連
続
し
て
録
音
し
、
必
要
な
と
き
は
全
過
程
を
連
続
し
て
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録
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
同
七
点
）。

　

調
書
は
取
調
べ
を
受
け
て
い
る
者
に
交
付
し
て
閲
覧
さ
せ
、
ま
た
は
そ
れ
に
読
み
聞
か
せ
る
。
そ
の
後
同
人
が
記
載
の
追
加
・
削

除
・
変
更
を
求
め
た
と
き
は
、
そ
の
供
述
を
調
書
に
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同
時
に
全
過
程
を
録
音
し
、
必
要
な
と
き
は
全
過
程

を
録
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
八
点
）。
な
お
、
被
疑
者
取
調
べ
時
の
録
音
・
録
画
テ
ー
プ
は
、
事
件
送
致
に
伴
い
、
検
察
署
・

裁
判
所
に
送
ら
れ
る
（
同
一
〇
点
）。

　

以
上
の
内
部
規
定
に
よ
れ
ば
、（
当
然
だ
が
）
全
て
の
事
件
の
取
調
べ
の
全
過
程
を
録
音
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
実
際
は

ど
う
か
。
実
は
、
実
務
に
お
け
る
主
な
問
題
は
二
項
で
は
な
く
、
一
項
の
録
音
義
務
違
反
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
具
体

的
態
様
と
し
て
は
、
①
「
急
迫
の
状
況
」
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
く
録
音
し
て
い
な
い
場
合
、
②
故
意
・
過
失
・
機
器
の
故
障
な

ど
の
た
め
、
一
部
し
か
録
音
し
て
い
な
い
場
合
（
不
連
続
）、
③
録
音
し
た
が
音
声
が
不
明
瞭
な
場
合
、
④
急
迫
性
が
認
め
ら
れ
る
た

め
録
音
を
し
な
か
っ
た
が
、
当
該
急
迫
状
況
を
調
書
に
明
記
し
な
か
っ
た
場
合
、
⑤
録
音
前
に
説
得
す
る
等
し
て
自
白
を
促
し
、
さ
ら

に
は
先
に
調
書
を
完
成
さ
せ
て
か
ら
、
供
述
者
に
そ
れ
を
読
ま
せ
、
そ
れ
を
録
音
す
る
場
合
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
⑤
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。
呉
巡
龍
（
検
察
官
）
に
よ
れ
ば
、「
警
察
が
被
疑
者
を
取
り
調
べ
る
際
に
、
直
ち
に
録

音
・
録
画
を
開
始
す
れ
ば
、
躊
躇
し
て
い
る
被
疑
者
が
認
め
た
が
ら
な
く
な
り
、
こ
れ
は
取
調
べ
の
効
果
に
影
響
す
る
た
め
、
そ
の
自

白
を
得
る
た
め
に
は
、
常
に
ま
ず
説
得
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
警
察
が
被
疑
者
の
信
頼
・
協
力
を
取
り
付
け

た
後
に
、
取
調
べ
調
書
の
作
成
お
よ
び
録
音
を
開
始
」
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
自
白
を
得
る
た
め
に
は
担
当
者
が
被
疑
者
を
説
得
す

る
等
し
て
、
そ
の
「
信
頼
・
協
力
」
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
と
き
に
録
音
等
を
す
れ
ば
、
自
白
採
取
に
支
障
を
来

す
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
本
制
度
が
「
本
質
的
に
捜
査
に
不
便
を
も
た
ら
す
」
た
め
、
こ
う
し
た
工
夫
が
編
み
出

さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
工
夫
は
最
高
裁
も
否
定
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
二
〇
〇
七
年
台
上
三
五
七
七
号
判
決
は

（
81
）

（
82
）

（
83
）

（
84
）

（
85
）

（
86
）
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「
取
調
べ
時
に
前
述
の
規
定
〔
四
一
条
一
・
四
項
〕
に
よ
ら
ず
に
調
書
を
作
成
し
な
く
と
も
、
せ
い
ぜ
い
そ
の
時
に
取
調
べ
を
受
け
た

者
の
供
述
が
適
法
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
裁
判
所
が
裁
判
の
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
解
し
う
る
だ
け
で
、
こ
れ
に
よ

り
そ
の
後
に
法
に
よ
り
作
成
し
た
取
調
べ
調
書
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
も
証
拠
能
力
が
な
い
と
は
推
論
し
が
た
い
」
と
す
る
。
つ
ま
り

調
書
作
成
（
取
調
べ
）
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
の
供
述
を
証
拠
と
で
き
な
い
だ
け
で
、
そ
の
後
の
調
書
の

証
拠
能
力
に
は
影
響
し
な
い
。

　

し
か
し
何
賴
傑
は
、
そ
の
際
に
「
自
白
を
獲
得
す
る
た
め
に
事
前
に
違
法
・
不
当
な
取
調
べ
方
法
（
例
え
ば
刑
訴
法
一
五
六
条
一

項
）
を
用
い
て
か
ら
、
正
式
な
取
調
べ
お
よ
び
録
音
・
録
画
を
開
始
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
こ
う
し
た
手
法
の
危
険
性
を
鋭
く
指

摘
す
る
。

　

そ
し
て
こ
の
指
摘
は
杞
憂
で
は
な
い
。
二
〇
一
〇
年
上
更
（
二
）
九
〇
号
判
決
は
そ
の
証
左
と
い
え
よ
う
。
本
判
決
は
共
同
被
告
人

X1
お
よ
び
同
X2
が
第
一
級
薬
物
共
同
販
売
罪
に
問
わ
れ
た
事
件
の
第
三
次
上
訴
第
二
審
判
決
で
あ
る
。
そ
こ
で
X2
は
、
二
〇
〇
七
年
一

一
月
二
九
日
に
警
察
官
が
同
人
を
取
り
調
べ
た
際
の
調
書
に
つ
い
て
、
拷
問
に
よ
る
不
任
意
自
白
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、「
警
察
官
は
長
形
の
鉄
製
懐
中
電
灯
で
先
に
私
の
左
胸
か
右
胸
か
を
叩
き
、
ま
た
懐
中
電
灯
で
私
の
背
中
を
叩
き
、
そ
れ
は
調
書

作
成
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
で
私
を
叩
い
た
の
で
あ
り
、
私
の
た
め
に
調
書
を
作
っ
て
い
た
警
察
官
が
私
を
叩
き
、
当
時
は

録
音
ま
た
は
録
画
を
し
て
お
ら
ず
、
事
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
時
に
、
調
書
を
作
成
す
る
警
察
官
が
そ
の
場
に
い
て
、
私
に
X1
の

こ
と
を
白
状
す
る
［
咬
］
よ
う
に
言
っ
た
…
…
」
等
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
本
判
決
は
、
検
察
官
が
当
該
自
白
の
任
意
性
を

証
明
し
て
い
な
い
と
し
て
当
該
調
書
の
証
拠
能
力
を
否
定
す
る
等
し
、
両
被
告
人
に
無
罪
を
言
い
渡
し
た
の
で
あ
っ
た
（
も
っ
と
も
、

そ
の
後
検
察
官
が
第
三
審
上
訴
を
し
た
結
果
、
二
〇
一
一
年
台
上
二
二
二
号
判
決
は
こ
の
点
に
つ
い
て
理
由
不
備
と
す
る
等
し
て
同
判

決
を
破
棄
し
、
原
審
に
差
し
戻
し
た
。
そ
の
結
末
は
不
明
で
あ
る
）。

（
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）

（
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）
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さ
ら
に
「
地
方
検
察
署
・
裁
判
所
も
同
様
に
被
告
人
を
取
り
調
べ
る
際
に
は
全
過
程

を
連
続
し
て
録
音
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
…
…
し
か
し
検
察
官
や
裁
判
官
が
録
音
ま
た
は

録
画
が
そ
の
被
告
人
の
取
調
べ
の
妨
げ
に
な
る
と
表
示
し
た
こ
と
は
な
い
た
め
、
警
察

が
録
音
が
捜
査
取
調
べ
の
進
行
に
支
障
を
来
す
と
す
る
の
は
、
録
音
し
た
く
な
い
た
め

の
口
実
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
真
の
理
由
は
、
従
来
、
捜
査
取
調
べ
時
に

不
正
な
方
法
で
被
告
人
に
自
白
を
迫
っ
て
お
り
、
録
音
す
れ
ば
も
は
や
被
告
人
に
自
白

さ
せ
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
」
と
す
ら
い
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
実
際
に
以
上
の
よ
う
な
種
々
の
録
音
義
務
違
反
が
ど
れ
だ
け
生
じ
て
い
る
の

か
。
そ
の
全
容
は
把
握
し
が
た
い
。
訴
訟
で
争
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
表
3
を
参

照
さ
れ
た
い
。
同
表
は
杜
逸
新
が
一
九
九
八
年
一
月
か
ら
二
〇
〇
六
年
三
月
末
ま
で
の

各
高
等
裁
判
所
・
地
方
裁
判
所
の
判
決
書
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
判
決

書
は
司
法
院
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
「
全
過
程
連
続
録
音
」［
全
程
連
続
録
音
］
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
検
索
し
、
該
当
し
た
も
の
か
ら
「
実
際
に
は
捜
査
機
関
が
確
か
に
全
過

程
連
続
録
音
を
し
て
い
た
も
の
、
判
決
理
由
で
自
白
の
証
拠
能
力
の
判
断
根
拠
を
説
示

し
て
い
な
い
も
の
、
一
九
九
七
年
の
法
改
正
〔
施
行
は
一
九
九
八
年
〕
前
で
捜
査
取
調

べ
時
に
録
音
し
な
く
と
も
よ
か
っ
た
も
の
」
を
取
り
除
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

一
五
八
条
の
四
（
違
法
収
集
証
拠
排
除
法
則
）
の
施
行
日
（
二
〇
〇
三
年
九
月
一
日
）

を
境
に
、
そ
れ
よ
り
前
と
、
同
日
以
降
に
分
け
て
分
析
し
て
い
る
（
以
下
、「
前
期
」、

（
89
）

（
90
）

（
91
）

（
92
）

表 3 　高裁・地裁判決書から見る録音義務違反の諸類型の状況
  （1998年 1 月～2006年 3 月）

期間 計
ⓐ未実施 ⓑ不連続

ⓒ音声不明
瞭・なし

ⓓテープ毀
損・滅失・
遺失

ⓔ作成済調
書の朗読を
録音

件 ％ 件 ％ 件 ％ 件 ％ 件 ％

前期 139 66 47.48 17 12.23 7 5.04 15 10.79 34 24.46

後期 92 13 14.13 13 14.13 11 11.96 20 21.74 35 38.04

全体 231 79 34.20 30 12.99 18 7.79 35 15.15 69 29.87

出所：杜逸新・前掲注（89）152～156頁参照。
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「
後
期
」
と
す
る
。
な
お
、
以
下
の
ⓐ
～
ⓔ
は
前
述
の
類
型
①
～
⑤
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な

い
）。

　

そ
し
て
杜
逸
新
は
前
後
期
を
比
較
し
て
、
次
の
五
点
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
ⓐ
全
く
録
音
し
な

い
未
実
施
の
状
況
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
こ
と
、
ⓑ
不
連
続
（
一
部
し
か
録
音
し
て
い
な
い
）
の
状

況
に
は
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
ⓒ
録
音
し
た
が
音
声
が
不
明
瞭
で
あ
る
、
ま
た
は
記
録

さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
倍
増
し
て
い
る
こ
と
、
ⓓ
録
音
テ
ー
プ
を
毀
損
・
滅
失
・
遺
失
し
た
場
合
が

倍
増
し
て
い
る
こ
と
、
ⓔ
完
成
し
た
調
書
を
朗
読
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
録
音
す
る
場
合
（
先
の
⑤
に

相
当
す
る
）
が
一
定
の
割
合
を
占
め
、
後
期
は
約
一
三
％
も
増
加
し
た
こ
と
、
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
変
化
は
、
ⓐ
な
い
し
ⓔ
の
各
件
数
を
年
平
均
で
示
せ
ば
、
よ
り
如
実
に
見
て
と

れ
る
。
表
4
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
ⓐ
を
除
く
四
項
目
全
て
が
増
加
し
て
お
り
、
し
か
も
ⓒ

な
い
し
ⓔ
は
倍
増
以
上
で
あ
り
、
そ
の
中
で
最
も
件
数
が
多
い
の
が
ⓔ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま

た
、
全
体
と
し
て
一
年
当
た
り
の
件
数
は
増
加
し
て
お
り
、
録
音
義
務
違
反
が
争
わ
れ
る
事
件
は
増

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
背
景
に
つ
い
て
も
杜
の
考
察
は
及
ぶ
。
ⓐ
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
捜
査
機
関
の

抵
抗
や
不
注
意
の
た
め
に
高
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
ま
た
ⓑ
ⓔ
に
つ
い
て
、
経
費

（
テ
ー
プ
代
）
節
約
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
他
方
で
違
法
な
取
調
べ
が
あ
る
た
め
に

「
捜
査
取
調
べ
過
程
を
録
音
テ
ー
プ
に
完
全
に
記
録
し
た
く
な
い
」
可
能
性
を
も
挙
げ
る
。
そ
し
て

ⓓ
に
つ
い
て
は
捜
査
機
関
の
保
管
軽
視
を
指
摘
す
る
。
こ
の
ほ
か
ⓒ
の
倍
増
に
つ
い
て
は
、
設
備
の

（
93
）

（
94
）

表 4 　表 3 の各項目の年平均件数

期間 総月数 ⓐ未実施 ⓑ不連続
ⓒ音声不明
瞭・なし

ⓓテープ毀
損・滅失・遺
失

ⓔ完成調
書の朗読
を録音

計

前期 58 13.7 3.5 1.4 3.1  7.0 28.8

後期 30   5.2 5.2 4.4 8.0 14.0 36.8

注：表 3 を元に筆者作成。
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老
朽
化
・
テ
ー
プ
の
品
質
の
低
さ
が
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

　

な
お
杜
は
明
示
的
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
ⓐ
ⓒ
ⓓ
に
つ
い
て
も
違
法
な
取
調
べ
の
隠
蔽
を
目
的
と
す
る
場
合
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

特
に
ⓒ
ⓓ
に
つ
い
て
は
、
潜
脱
は
む
し
ろ
巧
妙
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
呉
冠
霆
は
「
司
法
警
察
が
事
前
に
知

ら
ず
、
か
つ
、
過
失
の
な
い
状
況
下
で
警
察
機
関
の
録
音
機
材
が
損
壊
し
て
お
り
、
無
音
声
の
録
音
テ
ー
プ
を
作
成
し
た
場
合
を
除
き
、

専
門
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
司
法
警
察
が
、
調
書
作
成
時
に
録
音
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
は
実
に
想
像
で
き
ず
、
非
難
を
さ
れ
な

い
状
況
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
の
か
」
と
い
う
。
だ
と
す
る
と
、
巧
妙
化
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
な
が
ち
否
定
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
録
音
義
務
に
違
反
し
た
場
合
の
法
的
効
果
は
何
か
。
委
員
提
出
法
案
に
よ
れ
ば
、
録
音
義
務
違
反
調
書
の
証
拠

能
力
は
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
現
行
法
に
は
そ
の
規
定
が
な
い
。
王
兆
鵬
は
立
法
院
が
委
員
提
案
法
案
を
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
全
く
録
音
し
て
い
な
く
と
も
、
立
法
趣
旨
に
よ
り
解
釈
す
れ
ば
、
な
お
調
書
を
完
全
な
証
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
あ
る

以
上
、
未
録
音
の
効
果
は
逆
に
警
察
に
と
っ
て
よ
り
有
利
と
な
る
わ
け
で
、
警
察
は
何
故
自
ら
面
倒
を
背
負
い
込
ん
で
被
告
人
を
取
り

調
べ
る
際
に
録
音
を
す
る
と
い
う
の
か
？
」
と
し
、
こ
れ
を
「
明
ら
か
な
瑕
疵
」
と
評
す
る
。
確
か
に
こ
の
問
題
は
本
制
度
を
有
名
無
実

化
し
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
学
説
お
よ
び
最
高
裁
の
立
場
を
検
討
す
る
。

黄
東
熊
『
刑
事
訴
訟
法
論
（
増
訂
）』（
三
民
書
局
、
一
九
九
九
年
）
二
二
〇
頁
参
照
。
林
俊
益
「
論
訊
問
被
告
時
之
全
程
連
続
録
音
」
萬

国
法
律
一
一
四
期
（
二
〇
〇
〇
年
）
六
七
頁
も
こ
れ
を
参
考
に
し
う
る
と
す
る
。

陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
二
七
頁
参
照
。

黄
東
熊
・
前
掲
注
（
66
）
二
二
〇
頁
。
張
淳
淙
・
前
掲
注
（
9
）
四
九
頁
も
同
旨
。

何
頼
傑
・
前
掲
注
（
63
）
一
六
五
頁
。

陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
二
七
頁
。

（
95
）

（
96
）

（
97
）

（
66
）

（
67
）

（
68
）

（
69
）

（
70
）
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な
お
、
自
白
・
不
利
益
な
供
述
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
。

張
淳
淙
・
前
掲
注
（
9
）
五
〇
頁
参
照
。
こ
れ
は
［
自
由
心
証
原
則
］
の
例
外
と
さ
れ
る
（
陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
二
八
頁
、
陳
文

琪
・
前
掲
注
（
45
）
一
七
頁
参
照
）。
な
お
異
説
と
し
て
、
黄
東
熊
・
前
掲
注
（
66
）
二
二
一
頁
は
、
調
書
の
み
な
ら
ず
、
録
音
・
録
画
の
不

一
致
部
分
も
証
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
。

張
淳
淙
・
前
掲
注
（
9
）
五
〇
頁
参
照
。

な
お
同
要
項
八
点
（
後
述
三
2
）
参
照
。

一
九
九
九
年
台
上
二
五
九
一
号
判
決
参
照
。
な
お
、「
本
法
に
よ
り
公
判
期
日
に
取
り
調
べ
る
べ
き
証
拠
を
取
り
調
べ
な
か
っ
た
と
き
」

は
、
第
三
審
上
訴
理
由
の
当
然
法
令
違
背
（
三
七
九
条
一
〇
号
）
で
あ
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
三
年
台
上
一
〇
七
号
判
決
に
よ
れ
ば
、「
上
訴
人

の
警
察
局
で
の
自
白
を
取
り
除
い
た
と
し
て
も
、
原
審
は
な
お
同
一
の
事
実
を
認
定
で
き
る
た
め
、
原
審
が
た
と
え
警
察
取
調
べ
の
録
音
・
録

画
テ
ー
プ
を
取
り
寄
せ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
判
決
に
影
響
は
な
く
」、
同
号
の
違
法
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

陳
文
琪
・
前
掲
注
（
45
）
一
八
～
一
九
頁
、
呉
巡
龍
「
新
法
施
行
後
録
音
（
影
）
有
瑕
疵
時
，
被
告
筆
録
証
拠
能
力
的
判
断
及
自
白
之
証

明
」
月
旦
法
学
雑
誌
一
一
三
期
（
二
〇
〇
四
年
）
七
四
頁
参
照
（
後
者
は
後
に
同
『
刑
事
訴
訟
與
証
拠
法
全
集
』（
新
学
林
、
二
〇
〇
八
年
）

に
収
録
）。

林
鈺
雄
・
前
掲
注
（
7
）
一
七
一
頁
参
照
。

林
裕
順
「
接
見
交
通
『
応
然
』『
実
然
』
探
討
─
─
『
警
詢
弁
護
』
実
証
分
析
研
究
」
月
旦
法
学
雑
誌
一
九
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
三
〇

頁
。
な
お
台
湾
で
は
二
〇
〇
七
年
九
月
か
ら
財
団
法
人
法
律
扶
助
基
金
会
に
よ
り
警
察
・
検
察
の
初
回
取
調
べ
時
に
弁
護
士
が
立
ち
会
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
て
い
る
（
邱
忠
義
「
偵
査
中
録
音
録
影
與
偵
査
筆
録
可
信
性
之
関
係
─
─
兼
論
訴
訟
目
的
外
使
用
証
拠
之
影
響
」
検
察
新
論

七
期
（
二
〇
一
〇
年
）
三
二
頁
参
照
）。

陳
文
琪
・
前
掲
注
（
45
）
一
一
頁
。

な
お
、
検
察
の
取
調
べ
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
呉
冠
霆
「
由
自
由
法
則
論
警
詢
違
反
録
音
規
定
其
筆
録
之
証
拠
能
力
」
刑
事
法

雑
誌
五
〇
巻
二
期
（
二
〇
〇
六
年
）
一
七
頁
、
黄
朝
義
「
台
湾
に
お
け
る
取
調
べ
規
制
及
び
関
連
供
述
の
評
価
」
法
学
研
究
八
〇
巻
一
二
号

（
二
〇
〇
七
年
）
四
六
〇
頁
参
照
）。

林
鈺
雄
「
九
十
年
度
刑
事
類
実
務
見
解
回
顧
」
台
湾
本
土
法
学
雑
誌
三
八
期
（
二
〇
〇
二
年
）
一
〇
二
頁
、
黄
朝
義
・
前
掲
注
（
80
）
四

（
71
）

（
72
）

（
73
）

（
74
）

（
75
）

（
76
）

（
77
）

（
78
）

（
79
）

（
80
）

（
81
）
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三
九
頁
参
照
。

①
～
⑤
に
つ
い
て
張
淳
淙
・
前
掲
注
（
9
）
五
一
～
五
二
頁
、
⑤
に
つ
い
て
陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
二
三
頁
参
照
。
な
お
⑤
に
つ
い
て

何
頼
傑
は
一
〇
〇
条
の
一
に
よ
っ
て
は
解
決
で
き
ず
、
紀
律
を
強
化
す
る
ほ
か
な
い
と
す
る
（
同
・
前
掲
注
（
63
）
一
六
五
頁
参
照
）。

呉
巡
龍
・
前
掲
注
（
76
）
六
七
頁
。
呉
は
こ
の
こ
と
自
体
は
「
決
し
て
同
規
定
違
反
で
は
な
い
。
も
し
調
書
の
作
成
を
完
了
し
て
か
ら
、

被
疑
者
に
調
書
を
朗
読
す
る
よ
う
要
求
す
る
と
と
も
に
録
音
す
れ
ば
、
取
調
べ
と
同
時
の
録
音
で
は
な
い
た
め
、
当
該
規
定
違
反
で
あ
る
」

（
同
）
と
す
る
。
な
お
、
二
〇
一
四
年
調
査
【
警
察
官
】
で
も
こ
う
し
た
手
法
が
日
常
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

な
お
財
前
・
前
掲
注
（
10
）
九
一
頁
は
「
日
本
で
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
被
疑
者
と
の
信
頼
関
係
論
が
録
画
・
録
音
し
な
い
口
実
と
し

て
主
張
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
」
と
す
る
。
し
か
し
呉
の
指
摘
は
信
頼
関
係
構
築
の
た
め
に
全
過
程
を
録
音
・
録
画
し
な

い
現
実
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
両
者
の
「
信
頼
」
の
内
容
が
同
じ
か
、
ま
た
こ
れ
を
ど
れ
だ
け
一
般
化
で
き
る
か
は
不
明

で
あ
る
（
な
お
、
陳
運
財
・
前
掲
注
（
26
）
六
四
頁
は
「
実
務
上
、
取
調
官
と
被
疑
者
と
の
心
の
通
い
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

0

0

以
上
に

0

0

0

強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
日
本
型
取
調
べ
の
一
つ
の
特
質
で
あ
る
と
い
え
よ
う
」
と
す
る
）。

陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
二
三
頁
も
「
特
に
比
較
的
複
雑
な
、
ま
た
は
否
認
し
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
被
疑
者
に
犯
行
を
誠
実
に
供

述
さ
せ
る
た
め
に
は
、
必
ず
説
得
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
働
き
か
け
が
必
要
と
な
り
、
こ
の
と
き
録
音
し
て
い
れ
ば
、
会
話
の
雰
囲

気
が
不
自
然
に
な
っ
た
り
、
取
調
べ
の
効
果
に
影
響
が
出
た
り
す
る
」
と
い
う
警
察
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
示
す
。

林
鈺
雄
「
九
十
一
年
度
刑
訴
類
実
務
見
解
回
顧
」
台
湾
本
土
法
学
雑
誌
五
三
期
（
二
〇
〇
三
年
）
九
五
頁
。

ま
た
二
〇
一
二
年
台
上
三
七
八
二
号
判
決
は
「
警
察
が
調
書
作
成
前
に
事
件
の
状
況
に
つ
い
て
Ｘ
と
会
話
し
た
が
、
こ
の
部
分
は
正
式
な

取
調
べ
手
続
で
は
な
く
、
か
つ
、
調
書
を
作
成
せ
ず
、
原
判
決
は
ま
た
こ
の
部
分
の
会
話
内
容
を
証
拠
と
し
て
い
な
い
た
め
、
当
該
部
分
の
談

話
内
容
に
つ
い
て
録
音
ま
た
は
録
画
が
な
さ
れ
た
か
否
か
は
、
原
判
決
が
違
法
で
あ
る
か
否
か
と
は
関
係
が
な
い
」
と
す
る
。
こ
の
ほ
か
呉
巡

龍
「
偵
訊
之
正
当
程
序
」
検
察
新
論
七
期
（
二
〇
一
〇
年
）
六
八
頁
参
照
。

何
頼
傑
・
前
掲
注
（
63
）
一
六
五
頁
参
照
。

杜
逸
新
「
被
告
自
白
任
意
性
之
担
保
─
─
以
警
詢
全
程
連
続
録
音
為
中
心
」
東
海
大
学
修
士
論
文
（http://140.128.103.12/han-

dle/310901/1798

、
二
〇
〇
八
年
）
一
四
八
頁
。

以
下
の
杜
逸
新
の
研
究
に
つ
い
て
は
同
・
前
掲
注
（
89
）
一
四
八
、
一
五
一
～
一
五
八
頁
参
照
。

（
82
）

（
83
）

（
84
）

（
85
）

（
86
）

（
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）

（
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）

（
89
）

（
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）
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司
法
院
「
法
学
資
料
検
索
系
統
」（
凡
例
参
照
）
と
目
さ
れ
る
。

な
お
、
当
該
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
け
る
対
象
期
間
内
の
全
判
決
数
（
母
集
団
）
は
不
明
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇

六
年
ま
で
の
地
裁
お
よ
び
高
裁
の
年
平
均
終
結
件
数
は
約
三
六
万
件
で
あ
る
（『
司
法
統
計
提
要
（
九
十
二
年
）』
の
表
一
一
・
五
七
、『
中
華

民
國
一
〇
一
年
司
法
統
計
年
報
』
の
表
一
一
・
五
八
参
照
）。

張
安
箴
（
検
察
官
）
に
よ
れ
ば
、
警
察
が
取
調
べ
に
際
し
て
、
被
疑
者
が
回
答
を
考
え
て
い
る
間
や
調
書
を
記
載
し
て
い
る
間
、
録
音
を

中
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
理
由
を
司
法
警
察
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
録
音
テ
ー
プ
の
節
約
の
た
め
、
と
い
う
回
答
を
得
た
と
い
う
（
同

「
従
公
訴
法
庭
証
拠
価
値
談
司
法
警
察
偵
査
行
為
」
日
新
三
期
（
二
〇
〇
四
年
）
六
五
頁
参
照
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
杜
逸
新
は
、
従
来
使

わ
れ
て
き
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
一
二
〇
分
の
そ
れ
で
少
な
く
と
も
一
本
三
〇
Ｎ
Ｔ
Ｄ
（
新
台
湾
ド
ル
）
で
あ
り
、
確
か
に
コ
ス
ト
が
か
か
る

が
、
Ｃ
Ｄ
で
あ
れ
ば
一
枚
五
、
六
Ｎ
Ｔ
Ｄ
で
済
み
、
経
費
を
大
幅
に
節
約
で
き
、
ま
た
面
の
入
れ
替
え
や
テ
ー
プ
交
換
の
問
題
も
な
い
、
と
す

る
（
同
・
前
掲
注
（
89
）
一
五
七
頁
参
照
）。
実
際
に
そ
の
後
、
警
察
・
検
察
は
Ｃ
Ｄ
等
の
デ
ジ
タ
ル
記
録
媒
体
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
現
在
は
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
台
北
地
方
裁
判
所
検
察
署
で
は
中
央
サ
ー
バ
ー
で
録
音
・
録
画
デ
ー
タ
を
集
中
的
に
保
存
・
管

理
し
、
使
用
す
る
際
に
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
に
記
録
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
二
〇
一
四
年
調
査
【
陳
検

察
官
】）。
ま
た
警
察
で
は
、
取
調
べ
専
用
の
部
屋
に
専
用
機
器
を
設
置
す
る
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
一
般
的
な
事
件
に
つ
い
て
は
、
事
務
用
パ

ソ
コ
ン
に
カ
メ
ラ
・
マ
イ
ク
等
を
接
続
し
て
、
取
調
べ
を
録
音
・
録
画
し
て
い
る
と
い
う
（
二
〇
一
四
年
調
査
【
警
察
官
】）。

な
お
、
一
〇
〇
条
の
一
第
三
項
を
承
け
て
検
察
・
司
法
警
察
機
関
の
「
録
音
、
録
画
資
料
の
保
管
方
法
」
が
定
め
ら
れ
た
の
は
、
法
務
部

「
検
察
お
よ
び
司
法
警
察
機
関
の
録
音
録
画
の
使
用
お
よ
び
記
録
資
料
の
保
管
の
注
意
要
項
」（
二
〇
〇
四
年
三
月
九
日
）
に
よ
っ
て
と
目
さ

れ
る
。呉

冠
霆
・
前
掲
注
（
80
）
二
三
頁
。
呉
は
さ
ら
に
続
け
て
「
も
し
本
当
に
衡
量
理
論
の
観
点
に
よ
る
な
ら
ば
、
そ
の
実
、
何
ら
衡
量
の
余

地
は
な
く
、
そ
う
し
た
警
察
取
調
べ
調
書
の
証
拠
能
力
を
全
て
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
が
比
較
的
適
切
で
あ
る
。
し
か
し
実
際

に
は
、
実
証
分
析
の
結
果
か
ら
見
て
、
実
務
で
衡
量
さ
れ
た
後
、
多
く
の
判
決
が
な
お
未
録
音
の
警
察
取
調
べ
調
書
の
証
拠
能
力
を
認
め
て
い

る
よ
う
で
あ
〔
る
〕」
と
指
摘
す
る
。

王
兆
鵬
『
刑
事
訴
訟
講
義
（
第
五
版
）』（
元
照
、
二
〇
一
〇
年
）
三
二
七
頁
。
な
お
こ
の
教
科
書
の
後
身
と
し
て
、
王
兆
鵬
・
張
明
偉
・

李
栄
耕
『
刑
事
訴
訟
法
（
第
二
版
）（
上
・
下
）』（
承
法
数
位
文
化
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。
本
稿
で
引
用
す
る
箇
所
に
つ
い
て
、
後
者
は
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前
者
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
行
論
の
都
合
か
ら
原
則
と
し
て
前
者
に
よ
る
こ
と
に
す
る
。

王
兆
鵬
「
如
何
確
保
自
白
之
任
意
性
」
全
国
律
師
三
巻
一
〇
期
（
一
九
九
九
年
）
三
七
頁
〔
月
旦
法
学
知
識
庫
〕。

四　

録
音
義
務
違
反
と
調
書
の
証
拠
能
力

　

録
音
義
務
違
反
調
書
の
証
拠
能
力
の
取
扱
い
は
、「
解
釈
上
最
も
争
い
の
あ
る
問
題
」
と
さ
れ
、
諸
説
入
り
乱
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以

下
で
は
ま
ず
主
な
学
説
を
整
理
し
、
そ
の
後
、
最
高
裁
の
立
場
を
検
討
す
る
。

1
　
学
説
の
整
理

　

学
説
は
次
の
三
説
に
大
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
不
利
益
推
定
説
（
多
数
説
）、
②
相
対
的
排
除
説
、
③
絶
対
的
排
除
説
で
あ
る
。

以
下
、
順
に
見
て
い
こ
う
。

　
　
　
　
　

㈠　

不
利
益
推
定
説

　

多
数
説
は
録
音
義
務
違
反
か
ら
自
白
の
不
任
意
性
を
推
定
し
、
同
義
務
違
反
を
自
白
の
任
意
性
と
結
び
つ
け
、
自
白
法
則
の
問
題
と

捉
え
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
代
表
的
論
者
と
目
さ
れ
る
王
兆
鵬
、
林
鈺
雄
（
台
湾
大
学
教
授
）
の
主
張
を
見
る
。

　

ま
ず
王
兆
鵬
は
一
九
九
九
年
に
発
表
し
た
論
文
に
お
い
て
、「
警
察
に
は
録
音
の
義
務
が
あ
り
、
か
つ
、
特
別
な
状
況
が
な
く
被
告

人
の
供
述
が
録
音
・
録
画
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
当
該
供
述
の
不
任
意
性
を
推
定
す
べ
き
と
考
え
る
。
自
白
の
重
要
性
を
も
考
慮
し
て
、

検
察
官
に
は
な
お
自
白
の
任
意
性
を
証
明
す
る
機
会
を
与
え
る
べ
き
で
あ
り
、
自
白
調
書
は
不
任
意
性
を
『
推
定
』
さ
れ
る
だ
け
で
あ

り
、
検
察
官
は
な
お
調
書
以
外
の
方
法
に
よ
り
自
白
の
任
意
性
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
検
察
官
は
こ
れ
に
つ
い
て
必
ず
高
度

の
挙
証
責
任
を
負
う
必
要
が
あ
る
」
と
す
る
。
ま
た
王
は
さ
ら
に
論
を
展
開
し
、
身
体
拘
束
を
受
け
て
い
る
場
合
と
そ
う
で
は
な
い
場
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合
に
分
け
、
前
者
に
つ
い
て
は
「
そ
の
意
思
が
不
自
由
な
状
態
に
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
く
、
し
か
も
そ
う
し
た
状
況
下
の
被
告
人

は
最
も
保
護
を
必
要
と
す
る
た
め
、
自
白
の
証
拠
能
力
を
判
断
す
る
際
に
は
、
検
察
官
に
と
っ
て
最
も
不
利
な
推
断
を
す
べ
き
で
あ

る
」
と
す
る
。
他
方
、
後
者
に
つ
い
て
は
「
検
察
官
に
対
し
て
不
利
な
推
断
を
す
る
（
法
律
規
定
に
違
反
し
て
い
る
た
め
）
が
、
検
察

官
に
比
較
的
簡
易
な
方
法
に
よ
る
自
白
の
任
意
性
の
証
明
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。

　

ま
た
林
鈺
雄
は
「
立
法
の
沿
革
お
よ
び
理
由
か
ら
見
て
、
本
条
の
全
過
程
録
音
に
『
警
察
官
が
不
正
な
方
法
で
取
調
べ
を
す
る
こ
と

を
防
ぎ
、
も
っ
て
自
白
の
任
意
性
を
担
保
す
る
』
と
い
う
規
範
目
的
が
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
否
定
し
が
た
い
」
と
し
た
上
で
、
不
任

意
の
「
法
律
上
の
推
定
」
と
解
す
べ
き
と
説
く
。
す
な
わ
ち
、
全
過
程
録
音
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
「
任
意
性
を
欠
く
」

と
推
定
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
推
定
」
の
た
め
反
証
が
許
さ
れ
る
。
そ
し
て
反
証
で
き
な
け
れ
ば
、
不
任
意
自
白
と
認
定
す
べ
き

で
あ
り
、
一
五
六
条
一
項
（
自
白
法
則
）
に
よ
り
、
裁
判
の
基
礎
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
本
条
は
「
独
立
の
証
拠
禁

止
類
型
で
は
な
く
、
不
正
な
取
調
べ
の
禁
止
に
つ
な
が
る
証
明
法
則
」
で
あ
る
た
め
、
一
五
八
条
の
四
に
よ
り
警
察
官
の
面
前
で
の
自

白
を
「
敗
者
復
活
」
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
。

　

な
お
、
自
白
の
任
意
性
の
証
明
に
つ
い
て
、「
改
良
式
当
事
者
追
行
主
義
」
を
採
用
し
た
二
〇
〇
三
年
の
刑
訴
法
大
改
正
以
前
に
お

い
て
は
、「
徹
底
的
な
職
権
主
義
に
基
づ
い
て
、
自
白
に
証
拠
能
力
が
あ
る
か
否
か
の
判
断
は
、
検
察
官
の
挙
証
責
任
と
は
関
係
な
く
、

裁
判
官
が
職
権
で
自
由
裁
量
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
。
…
…
被
告
人
が
任
意
性
の
な
い
自
白
を
主
張
す
る
と
き
に
は
、
か
え
っ
て
自
ら

そ
れ
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
な
い
と
、
任
意
性
の
な
い
自
白
が
公
判
で
証
拠
能
力
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
有
罪
の
証

拠
に
な
る
」。
し
た
が
っ
て
、
一
九
九
九
年
に
王
兆
鵬
が
し
た
主
張
に
は
、
検
察
官
に
（
実
質
的
）
挙
証
責
任
を
負
わ
せ
る
と
い
う
点

で
実
益
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
二
〇
〇
三
年
改
正
に
よ
り
検
察
官
は
挙
証
責
任
を
負
う
（
一
六
一
条
一
項
）
と
と
も
に
、
そ
れ
が
顕
出
し
た
自
白
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に
つ
い
て
被
告
人
が
不
任
意
で
あ
る
旨
を
陳
述
し
た
と
き
は
、
そ
れ
が
当
該
自
白
の
任
意
性
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

（
一
五
六
条
三
項
）。
し
た
が
っ
て
現
行
法
下
の
こ
の
説
の
意
義
は
、
録
音
義
務
違
反
は
被
告
人
の
不
任
意
で
あ
る
旨
の
陳
述
と
実
質

的
に
同
じ
意
味
を
持
つ
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

㈡　

相
対
的
排
除
説
（
衡
量
論
）

　

こ
の
説
は
最
高
裁
の
多
く
の
判
決
と
軌
を
一
に
す
る
立
場
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
四
2
㈡
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
ご

く
簡
単
に
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。
こ
の
説
は
比
例
原
則
に
基
づ
き
、
様
々
な
要
素
を
衡
量
し
て
証
拠
能
力
の
有
無
を
判
断
す
べ
し
と
す

る
。
二
〇
〇
三
年
九
月
一
日
に
一
五
八
条
の
四
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
は
、
同
条
を
根
拠
と
し
て
排
除
す
る
か
否
か
を
決
す
る
と
す
る
。

例
え
ば
楊
雲
驊
は
録
音
義
務
違
反
と
い
う
「
違
法
の
法
的
効
果
は
決
し
て
単
純
に
『
自
白
が
任
意
で
あ
る
か
否
か
』
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
く
、
一
五
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
衡
量
し
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。

　
　
　
　
　

㈢　

絶
対
的
排
除
説
─
─
二
項
適
用
説
を
中
心
に

　

こ
の
説
は
録
音
義
務
違
反
調
書
の
証
拠
能
力
を
絶
対
的
に
排
除
す
る
。
一
項
違
反
か
ら
直
接
そ
の
帰
結
を
導
く
立
場
も
あ
る
が
、
立

法
過
程
を
考
慮
し
て
か
、
そ
の
理
由
・
根
拠
は
一
様
で
は
な
い
。
例
え
ば
黄
東
熊
は
一
〇
〇
条
の
一
第
二
項
の
「
い
わ
ゆ
る
『
前
項
但

書
の
事
由
』
と
は
録
音
・
録
画
を
し
な
く
と
も
よ
い
状
況
で
あ
り
、
録
音
・
録
画
が
な
い
以
上
、
自
ず
か
ら
い
わ
ゆ
る
『
調
書
に
記
載

さ
れ
た
被
告
人
の
供
述
と
録
音
ま
た
は
録
画
の
内
容
が
一
致
し
な
い
』
状
況
は
生
じ
な
い
。
そ
の
た
め
、
同
項
の
趣
旨
は
次
の
よ
う
に

解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
①
録
音
・
録
画
が
あ
る
場
合
に
、
調
書
に
記
載
さ
れ
た
被
告
人
の
供
述
と
録
音
・
録
画
の
内
容
が
一
致
し
な
い

と
き
は
、
そ
の
不
一
致
部
分
に
つ
い
て
、
調
書
の
内
容
と
録
音
・
録
画
内
容
の
い
ず
れ
を
も
証
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
②
録

音
・
録
画
が
な
い
場
合
に
は
、
同
条
一
項
但
書
の
事
由
に
該
当
す
る
と
き
を
除
き
、
調
書
の
内
容
を
証
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
。
黄
の
主
張
は
一
項
と
二
項
の
体
系
的
解
釈
を
論
拠
と
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
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そ
の
後
、
何
頼
傑
は
さ
ら
に
論
を
展
開
し
、
同
二
項
に
よ
り
そ
の
証
拠
能
力
を
否
定
す
べ
き
と
主
張
し
た
（
以
下
、「
二
項
適
用

説
」
と
呼
ぶ
）。
以
下
、
そ
の
議
論
を
見
る
。

　

何
は
ま
ず
、「
原
則
と
し
て
、
本
条
二
項
は
一
項
規
定
違
反
の
法
的
効
果
と
解
す
べ
き
」
と
し
、
録
音
義
務
違
反
調
書
は
二
項
に
よ

り
証
拠
能
力
が
否
定
さ
れ
る
と
明
言
す
る
。

　

そ
し
て
一
項
と
二
項
の
体
系
的
解
釈
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
項
に
よ
れ
ば
、
一
項
但
書
に
該
当
す
る
場

合
に
は
録
音
義
務
は
生
じ
ず
、
ま
た
そ
の
場
合
（
録
音
し
な
か
っ
た
場
合
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）
に
①
録
音
の
「
内
容
」

と
一
致
し
な
い
調
書
で
あ
っ
て
も
、
二
項
の
除
外
規
定
に
該
当
す
る
た
め
、
証
拠
能
力
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
一
項
但

書
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
録
音
義
務
が
あ
り
、
こ
れ
に
違
反
す
れ
ば
、
二
項
の
除
外
規
定
の
適
用
は
な
い
た
め
、
②
同
項
本
文
（
除

外
規
定
以
外
の
部
分
）
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
該
被
告
人
の
供
述
に
は
証
拠
使
用
禁
止
の
法
的
効
果
が
生
じ
る
。「
一
項
但

書
規
定
と
二
項
除
外
規
定
の
体
系
的
解
釈
の
結
果
に
基
づ
き
、
二
項
規
定
の
適
用
に
際
し
て
は
、
な
お
一
項
規
定
の
事
由
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
一
項
本
文
に
反
し
、
同
項
但
書
に
該
当
せ
ず
、「
そ
の
た
め
二
項
除
外
規
定
の
適
用
も
な
く
、
二
項
〔
本
文
〕
規

定
を
適
用
す
る
結
果
、
当
該
被
告
人
の
供
述
の
証
拠
能
力
は
排
除
さ
れ
る
」。
も
し
、
二
項
の
適
用
が
一
項
に
違
反
し
て
い
な
い
こ
と

を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
体
系
的
解
釈
の
結
論
と
矛
盾
す
る
（
①
②
は
筆
者
に
よ
る
）。

　

以
上
の
主
張
は
、
次
の
二
点
で
他
説
と
明
確
に
異
な
る
。
一
つ
は
録
音
し
た
「
内
容
」
が
存
在
し
な
く
と
も
、
調
書
の
内
容
と
の

「
不
一
致
」
を
観
念
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
下
線
部
①
）。
も
う
一
つ
は
こ
れ
を
前
提
に
、
一
項
但
書
と
二
項
の
除
外
規
定
が
対
応
し

て
い
る
点
を
捉
え
て
、
一
項
本
文
と
二
項
の
除
外
規
定
以
外
の
部
分
と
を
対
応
さ
せ
て
お
り
、
一
項
但
書
に
該
当
し
な
い
場
合
に
同
項

本
文
の
義
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
、
後
者
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
下
線
部
②
）。

　

ま
た
条
文
の
客
観
的
目
的
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
く
。
す
な
わ
ち
、
二
項
は
一
項
違
反
の
法
的
効
果
で
は
な
い
と
す
る
こ
と
は
、

（
112
）



論　　　説

（阪大法学）64（5-96）　1094〔2015. 1 〕

立
法
者
の
主
観
的
意
図
に
一
致
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
法
の
客
観
的
趣
旨
に
合
う
と
は
限
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
本
条
は
「
調
書

の
正
確
性
の
担
保
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
ま
た
取
調
べ
手
続
の
合
法
性
の
確
保
と
い
う
目
的
も
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、「
国
家
捜
査
・
裁
判
機
関
の
録
音
録
画
義
務
を
強
調
す
る
た
め
に
、
ま
た
当
該
義
務
違
反
の
法
的
効
果
を
賦
与
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
二
項
所
定
の
証
拠
使
用
禁
止
で
あ
る
」、
と
。

　

こ
う
し
た
本
説
の
解
釈
は
、
委
員
提
出
法
案
と
ほ
ぼ
同
じ
帰
結
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
本
説
に
対
し
て
は
、
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
故
に
、「
立
法
経
緯
か
ら
こ
の
説
が
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
た

め
、
実
務
界
は
一
貫
し
て
こ
れ
を
採
っ
て
い
な
い
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
陳
運
財
も
何
説
に
つ
い
て
、
①
立
法
経
緯
か
ら
見
て
、
立
法
者

意
思
は
録
音
義
務
に
反
す
れ
ば
直
ち
に
排
除
す
る
立
場
に
は
な
い
と
解
さ
れ
る
（
な
お
、
こ
の
点
は
絶
対
的
排
除
説
全
体
に
妥
当
す
る

と
す
る
）、
②
同
条
の
規
範
目
的
が
手
続
の
合
法
性
の
担
保
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
未
実
施
の
場
合
に
即
排
除
と
す
る
こ
と

は
、
論
理
の
飛
躍
の
嫌
い
が
あ
る
、
③
特
に
同
二
項
は
自
由
心
証
に
対
す
る
制
限
で
あ
り
、
証
拠
能
力
排
除
の
根
拠
と
し
て
直
接
援
用

す
べ
き
で
は
な
い
、
と
批
判
す
る
。

2
　
最
高
裁
の
立
場

　

学
説
は
一
般
に
、
最
高
裁
の
立
場
は
な
お
一
本
化
さ
れ
て
い
な
い
、
と
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
最
高
裁
判
決
の
中

に
は
絶
対
的
排
除
説
と
同
様
の
立
場
に
立
つ
と
目
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
例
は
ご
く
少
数
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

中
で
、
そ
の
代
表
的
な
判
断
基
準
と
さ
れ
る
の
は
、
比
例
原
則
に
基
づ
く
衡
量
論
（
相
対
的
排
除
説
に
相
当
）
と
自
白
法
則
（
任
意
性

基
準
）
と
い
う
二
つ
の
一
般
法
則
で
あ
る
。
特
に
衡
量
論
に
よ
り
判
断
す
る
も
の
が
、
近
年
の
最
高
裁
判
決
の
多
数
を
占
め
て
い
る
と
い

う
。
も
っ
と
も
実
際
に
は
、
同
じ
判
決
の
中
で
両
者
を
示
す
こ
と
も
あ
り
（
後
述
四
2
㈡
⑴
参
照
）、
上
の
評
価
に
拍
車
を
掛
け
て
い
る

（
113
）

（
114
）

（
115
）

（
116
）

（
117
）

（
118
）

（
119
）

（
120
）

（
121
）
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よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
下
で
は
ま
ず
杜
逸
新
の
量
的
研
究
に
よ
り
、
最
高
裁
の
立
場
を
鳥
瞰
し
て
お
こ
う
。
そ
の
後
、

各
立
場
の
典
型
例
と
目
さ
れ
る
最
高
裁
判
決
を
検
討
す
る
。
な
お
、
ど
の
よ
う
な
判
断
基
準
に
よ
ろ

う
が
、
結
論
と
し
て
録
音
義
務
違
反
調
書
の
証
拠
能
力
を
否
定
し
た
最
高
裁
判
決
は
管
見
に
及
ば
な

か
っ
た
。

　
　
　
　
　

㈠　

全
体
像
─
─
杜
逸
新
の
量
的
研
究
の
整
理

　

杜
逸
新
は
先
の
表
3
（
三
2
参
照
）
の
デ
ー
タ
抽
出
方
法
に
、
さ
ら
に
除
外
事
由
と
し
て
「
原
審

が
取
調
べ
の
録
音
テ
ー
プ
を
検
証
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
破
棄
差
戻
し
し
た
も
の
」
を
加
え
、
最
高

裁
判
決
を
抽
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
前
期
（
一
九
九
八
年
一
月
～
二
〇
〇
三
年
八
月
）
三
〇
件
、
後

期
（
二
〇
〇
三
年
九
月
～
二
〇
〇
六
年
三
月
）
三
八
件
、
計
六
八
件
の
最
高
裁
判
決
が
得
ら
れ
た
。

　

そ
の
上
で
杜
は
こ
れ
ら
を
、
録
音
義
務
違
反
調
書
に
つ
い
て
被
告
人
が
ⓐ
自
白
の
任
意
性
を
争
っ

た
も
の
、
ⓑ
自
白
の
真
実
性
の
み
を
争
っ
た
も
の
、
ⓒ
任
意
性
お
よ
び
真
実
性
を
争
わ
ず
に
録
音
義

務
違
反
の
み
を
理
由
に
排
除
を
主
張
し
た
も
の
に
分
類
し
（
表
5
参
照
）、
分
析
し
た
。
な
お
、
日

本
で
は
ⓑ
真
実
性
は
純
粋
な
証
明
力
の
問
題
で
あ
る
た
め
、
以
下
で
は
割
愛
す
る
。

　

ま
ず
表
5
か
ら
、
被
告
人
が
争
う
場
合
に
は
、
大
半
が
ⓐ
任
意
性
を
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
そ
の
場
合
の
最
高
裁
の
判
断
基
準
な
い
し
は
態
度
に
つ
い
て
は
、
表
6
を
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
期
は
任
意
性
基
準
に
よ
る
も
の
が
七
割
を
超
え
た
の
に
対
し
、
衡
量
論
に
よ
る

も
の
は
一
割
未
満
で
あ
り
、
両
者
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
。
し
か
し
一
五
八
条
の
四
が
施
行

（
122
）

（
123
）

（
124
）

表 5 　争点による最高裁判決の分類
ⓐ ⓑ ⓒ 計

件 ％ 件 ％ 件 ％ 件

前期 21 70.0  5 16.7 4 13.3 30

後期 22 57.9 10 26.3 6 15.8 38

出所：杜逸新・前掲注（89）161、167、169、170頁参照。
※ⓐⓑⓒは本文に記した被告人の主張を示す。
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さ
れ
た
後
期
で
は
逆
転
し
、
後
者
が
半
数
を
超
え
た
。
し
か
も
、
後

期
に
お
け
る
後
者
の
一
二
件
中
一
一
件
は
、
原
審
が
衡
量
論
に
よ
ら

ず
し
て
自
白
の
証
拠
能
力
を
判
断
し
た
こ
と
を
失
当
と
す
る
破
棄
差

戻
し
判
決
で
あ
っ
た
。
杜
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
最
高
裁
は
任
意
性

基
準
か
ら
衡
量
論
へ
、
と
い
う
趨
勢
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
ほ

か
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
、
任
意
性
の
争
い
の
年
平
均
件
数
に
つ
い

て
、
後
期
（
八
・
八
件
／
年
）
が
前
期
（
四
・
三
件
／
年
）
の
倍
以

上
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
し
て
任
意
性
基
準
に
よ
り
判
断
し
た
場
合
の
結
論
に
つ
い
て
は
、

表
7
を
参
照
さ
れ
た
い
。
同
表
か
ら
は
、
最
高
裁
が
任
意
性
を
否
定

す
る
判
断
を
（
維
持
）
す
る
こ
と
（
❹
）
が
稀
で
あ
る
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。

　

ま
た
衡
量
論
に
よ
り
判
断
し
た
最
高
裁
判
決
は
、
原
審
が
そ
れ
に

よ
ら
ず
に
判
断
し
た
こ
と
を
理
由
に
破
棄
差
戻
し
を
し
た
例
（
前
期

一
件
、
後
期
一
一
件
）
を
除
け
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
一
件
ず
つ
し
か
な
い
。

前
期
は
、
不
連
続
の
み
を
理
由
に
証
拠
能
力
を
否
定
し
た
原
審
を
破

棄
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
期
は
衡
量
論
に
よ
り
証
拠
能
力
を
肯
定
し

た
原
審
を
是
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
125
）

（
126
）

表 6 　ⓐに対する最高裁の判断基準・態度
任意性基準 衡量論 自白以外で認定

計
件 ％ 件 ％ 件 ％

前期 15 71.4  2  9.5 4 19.1 21

後期 10 45.5 12 54.6 0  0.0 22

出所：杜逸新・前掲注（89）161、168頁参照。

表 7 　任意性基準により判断した最高裁判決の結論内訳

計
❶任意性ありと
する原審を是認

❷任意性なしと
する原審を破棄

❸任意性ありと
する原審を破棄

❹任意性なしと
する原審を是認

（件） 件 ％ 件 ％ 件 ％ 件 ％

前期 15 10 66.7 4 26.7 1 6.7 0 0.0

後期 10  8 80.0 1 10.0 0 0.0 1 10.0

出所：杜逸新・前掲注（89）161、168頁参照。
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こ
の
よ
う
に
、
最
高
裁
判
決
の
大
多
数
が
証
拠
能
力
を
肯
定
す
る
、
な
い
し
は
そ
れ
を
否
定
し
た
原
審
を
否
定
す
る
判
断
を
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
、
ⓒ
被
告
人
が
録
音
義
務
違
反
の
み
を
理
由
に
証
拠
排
除
を
主
張
し
た
場
合
の
、
最
高
裁
の
判
断
基
準
な
い
し
は
態
度
に
つ
い

て
は
表
8
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
任
意
性
基
準
に
よ
る
も
の
が
な
お
多
い
。
も
っ
と
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
最
高
裁
が
ⓒ

に
つ
い
て
証
拠
能
力
を
否
定
し
た
事
例
は
、
前
期
・
後
期
を
通
じ
て
皆
無
で
あ
る
（
高
裁
・
地
裁
も
同
様
）。

　
　
　
　
　

㈡　

判
決
の
検
討

　

こ
こ
で
は
、
衡
量
論
と
自
白
法
則
を
示
す
も
の
、
衡
量
論
に
よ
る
も
の
、
自
白
法
則
に
よ
る
も
の

の
順
で
、
各
立
場
の
典
型
例
と
目
さ
れ
る
判
決
を
検
討
し
て
い
く
。
な
お
、【
コ
メ
ン
ト
】
は
筆
者

に
よ
る
。

　
　
　
　
　

⑴　

衡
量
論
と
自
白
法
則
を
示
す
も
の
（
一
九
九
九
年
台
上
五
七
六
二
号
判
決
）

　

本
判
決
は
「
最
高
裁
判
所
が
率
先
し
て
証
拠
能
力
の
問
題
に
つ
い
て
見
解
を
直
接
示
し
た
裁
判
の

一
つ
」、「
お
手
本
」［
標
竿
］
と
さ
れ
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
そ
の
後
の
裁
判
に
深
く
影
響
を
与
え
て

い
る
。

【
上
訴
理
由
】

　

Ｘ
（
被
告
人
）
は
「
一
九
九
八
年
一
〇
月
一
四
日
に
警
察
が
上
訴
人
〔
Ｘ
〕
を
取
り
調
べ
た
際
に
、

法
に
よ
り
全
過
程
を
録
音
し
て
お
ら
ず
、
証
拠
収
集
手
続
が
刑
事
訴
訟
法
一
〇
〇
条
の
一
第
一
項
の

規
定
に
反
し
て
お
り
、
上
訴
人
は
ま
た
そ
の
警
察
取
調
べ
に
お
け
る
自
白
の
真
実
性
を
否
認
し
て
お

り
、
当
該
自
白
は
証
拠
能
力
が
な
い
と
す
べ
き
で
あ
り
、
原
審
が
上
訴
人
の
犯
罪
を
認
定
す
る
基
礎

（
127
）

（
128
）

表 8 　ⓒに対する最高裁の判断基準
任意性基準 衡量論

計
件 ％ 件 ％

前期 4 100.0 0  0.0 4

後期 4  66.7 2 33.3 6

出所：杜逸新・前掲注（89）163、170頁参照。
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と
し
た
こ
と
は
法
に
合
わ
な
い
」
等
と
し
、
上
訴
し
た
。

【
判
旨
】（
上
訴
棄
却
）

　

本
判
決
は
「
そ
の
〔
一
〇
〇
条
の
一
〕
立
法
目
的
を
考
え
る
に
、
そ
れ
は
取
調
べ
調
書
の
信
用
性
を
樹
立
す
る
と
と
も
に
、
取
調
べ

手
続
の
合
法
適
正
性
を
担
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
取
調
べ
に
対
す
る
被
疑
者
の
供
述
が
自
由
意
思
に
よ
る
こ
と
、
お
よ
び
調

書
の
記
載
内
容
と
そ
の
供
述
が
一
致
す
る
こ
と
を
担
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
故
に
司
法
警
察
（
官
）
が
被
疑
者
を
取
り
調
べ
る
際
に
前

述
の
規
定
に
違
背
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
得
た
供
述
調
書
に
最
終
的
に
証
拠
能
力
が
あ
る
か
否
か
は
、
も
と
よ
り
①
司
法
警
察
（
官
）

が
当
該
法
定
手
続
に
違
背
し
た
主
観
的
意
図
、
②
客
観
的
状
況
、
③
被
疑
者
の
権
利
利
益
に
対
す
る
侵
害
の
軽
重
、
④
訴
訟
に
お
け
る

被
疑
者
の
防
御
に
対
す
る
不
利
益
の
程
度
、
な
ら
び
に
⑤
当
該
犯
罪
が
も
た
ら
し
た
危
害
、
⑥
当
該
証
拠
の
使
用
の
禁
止
に
よ
る
違
法

な
証
拠
収
集
の
抑
制
に
対
す
る
効
果
、
お
よ
び
⑦
司
法
警
察
（
官
）
が
法
定
手
続
に
よ
っ
た
場
合
に
当
該
証
拠
を
発
見
す
る
必
然
性
が

あ
っ
た
か
否
か
な
ど
の
事
情
を
斟
酌
し
、
人
権
保
障
と
社
会
の
安
全
の
均
衡
を
保
つ
精
神
に
基
づ
き
、
比
例
原
則
に
よ
り
、
具
体
的
に

こ
れ
を
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
も
し
被
疑
者
の
供
述
が
自
白
で
あ
れ
ば
、
同
法
一
五
六
条
一
項
が
特
別
に
…
…
と
規

定
し
て
お
り
、
被
告
人
が
警
察
取
調
べ
に
お
い
て
し
た
自
白
が
不
正
な
方
法
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
由
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

か
つ
、
そ
の
自
白
の
供
述
が
事
実
と
一
致
し
て
い
れ
ば
、
た
と
い
司
法
警
察
（
官
）
が
そ
の
取
調
べ
時
に
全
過
程
を
連
続
し
て
録
音
ま

た
は
録
画
し
て
お
ら
ず
、
取
調
べ
手
続
に
瑕
疵
が
な
い
と
は
い
え
な
く
と
も
、
な
お
そ
の
警
察
取
調
べ
時
の
自
白
の
調
書
に
証
拠
能
力

が
な
い
と
は
い
い
が
た
い
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
上
訴
人
は
そ
の
警
察
取
調
べ
時
の
自
白
調
書
に
対
し
て
不
正
な
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
争
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
自
白
の
真
実
性
を
否
認
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
原
判
決
が
す
で
に
そ
の
理
由
一
の
（
一
）
に
お
い
て

判
示
す
る
よ
う
に
…
…
〔
他
の
証
拠
に
よ
り
〕
上
訴
人
の
警
察
取
調
べ
時
の
自
白
と
事
実
は
一
致
す
る
と
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
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め
、
上
訴
人
の
犯
罪
を
認
定
す
る
主
要
な
証
拠
と
し
て
採
用
し
て
も
、
前
述
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
法
に
合
わ
な
い
と
は
い
い
が
た
い
」

（
丸
数
字
は
坂
口
に
よ
る
）
と
判
示
し
た
。

【
コ
メ
ン
ト
】

　

本
件
上
訴
理
由
は
一
〇
〇
条
の
一
違
反
お
よ
び
真
実
性
欠
如
を
根
拠
に
、
有
罪
判
決
の
基
礎
と
な
っ
た
警
察
取
調
べ
調
書
の
証
拠
能

力
を
否
定
す
る
。
な
お
、
両
根
拠
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
前
者
の
内
実
は
［
未
依
法
全
程
録
音
］
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
単
な
る
不
連
続
で
は
な
く
、
全
く
録
音
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

本
判
決
は
、
ま
ず
一
〇
〇
条
の
一
の
立
法
目
的
に
つ
い
て
、
調
書
の
信
用
性
の
樹
立
お
よ
び
取
調
べ
手
続
の
合
法
適
正
性
の
担
保
と

い
う
二
つ
を
示
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
す
な
わ
ち
供
述
が
自
由
意
思
に
よ
る
こ
と
（
任
意
性
）
と
、
調
書
の
記
載
内
容
と
供
述
が
一
致
す

る
こ
と
を
担
保
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
立
法
目
的
は
謝
啓
大
等
が
一
〇
〇
条
の
一
改
正
法
案
を
提
出
し
た
際
に
説
明
し

た
理
由
に
相
当
す
る
（
二
2
㈠
参
照
。
こ
う
し
た
判
示
は
以
下
に
見
る
判
決
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
）。

　

本
判
決
は
そ
の
上
で
、
録
音
義
務
違
反
調
書
の
証
拠
能
力
の
テ
ス
ト
基
準
と
し
て
、
衡
量
論
お
よ
び
一
五
六
条
一
項
（
自
白
法
則
）

の
二
つ
を
示
す
。
前
者
に
つ
い
て
は
①
な
い
し
⑦
等
の
事
情
を
、
人
権
保
障
と
社
会
の
安
全
と
の
均
衡
か
ら
、
比
例
原
則
に
よ
り
具
体

的
に
認
定
す
べ
き
と
す
る
。

　

判
文
の
流
れ
か
ら
は
、
こ
う
し
た
立
法
目
的
で
あ
る
が
故
に

0

0

衡
量
論
に
よ
る
べ
き
、
と
読
め
る
（
も
っ
と
も
、
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か

は
判
然
と
し
な
い
）。
だ
が
続
い
て
、
た
だ
し

0

0

0

そ
れ
が
被
告
人
の
自
白
調
書
で
あ
れ
ば
、
特
別
規
定
で
あ
る
一
五
六
条
一
項

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
自
白
法

則
）
に
よ
り
判
断
す
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
同
項
に
該
当
す
れ
ば
、
た
と
え
録
音
し
て
い
な
い
た
め
「
手
続
に
瑕
疵
が
な
い
と
は
い

え
な
く
と
も
、
な
お
…
…
調
書
に
証
拠
能
力
が
な
い
と
は
い
い
が
た
い
」、
つ
ま
り
同
項
に
よ
り
自
白
調
書
の
証
拠
能
力
が
肯
定
さ
れ

（
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る
こ
と
に
な
る
（
な
お
、
こ
の
こ
と
は
「
基
本
的
に
録
音
義
務
違
反
は
決
し
て
直
ち
に
九
八
条
お
よ
び
一
五
六
条
一
項
の
『
不
正
な
方

法
』
に
該
当
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
全
過
程
連
続
録
音
で
は
な
い
こ
と
と
、
自
白
の
任
意
性
の
有
無
と
は
等
号
で
は
結
べ
な
い
」
こ
と

を
意
味
す
る
）。
そ
し
て
本
件
で
は
同
項
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
か
ら
、
証
拠
能
力
が
認
め
ら
れ
た
。

　

結
局
、
本
判
決
は
衡
量
論
と
自
白
法
則
の
二
つ
の
基
準
を
示
し
た
上
で
、
本
件
は
被
告
人
の
自
白
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
衡

量
論
テ
ス
ト
は
全
く
行
わ
ず

0

0

0

0

0

（
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
は
傍
論
と
解
さ
れ
よ
う
）、
一
五
六
条
一
項
に
よ
り
証
拠
能
力
を
肯
定
し
た

こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
自
白
法
則
と
衡
量
論
と
の
関
係
（
さ
ら
に
は
、
実
際
に
は
行
わ
な
か
っ
た
衡
量
論
テ
ス
ト
を
わ
ざ
わ
ざ

0

0

0

0

示
し
た
理
由
）

は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
判
決
の
口
吻
（
下
線
部
）
や
衡
量
論
テ
ス
ト
を
全
く
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
は
、
被
告
人
の
自
白

調
書
で
あ
れ
ば
自
白
法
則
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
衡
量
論
に
よ
り
判
断
す
る
、
と
い
う
特
別
法
と
一
般
法
の
関
係
で
あ
る
よ
う

に
も
読
め
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
、「
読
み
方
」
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。

　

例
え
ば
林
鈺
雄
は
、
こ
れ
に
は
「
自
己
矛
盾
の
嫌
い
が
あ
り
、
も
し
任
意
性
（
本
法
一
五
六
条
一
項
）
が
基
準
で
あ
れ
ば
、
答
え
は

明
ら
か
な
『
有
』（
自
白
が
任
意
か
つ
内
容
真
実
）
ま
た
は
『
無
』（
自
白
が
不
任
意
ま
た
は
内
容
不
実
）
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
『
司

法
警
察
（
官
）
が
当
該
法
定
手
続
に
違
背
し
た
主
観
的
意
図
、
客
観
的
状
況
、
被
疑
者
の
権
利
利
益
侵
害
の
軽
重
、
訴
訟
に
お
け
る
被

疑
者
の
防
御
に
対
す
る
不
利
益
の
程
度
』
が
入
る
余
地
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
両
者
の
矛
盾

0

0

を
指
摘
す
る
。

　

ま
た
、
本
判
決
が
衡
量
論
を
採
っ
た
と
す
る
理
解
も
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
場
合
に
は
、
自
白
法
則
に
関
す
る
判
示
を
ど
の
よ
う
に
理

解
す
る
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
の
最
高
裁
判
決
に
お
け
る
同
様
の
判
示
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
張

淳
淙
（
最
高
裁
廷
長
）
の
次
の
議
論
が
参
考
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
自
白
法
則
に
関
す
る
判
示
は
不
利
益
推
定
説
の
採
用
を
意
味
す
る

の
で
は
な
く
、
録
音
義
務
違
反
に
よ
り
得
た
自
白
は
証
拠
能
力
な
し
と
す
る
第
三
審
上
訴
理
由
に
対
し
て
、
同
義
務
違
反
に
よ
り
「
当

（
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然
に
証
拠
能
力
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
証
拠
能
力
の
有
無
は
な
お
本
法
一
五
八
条
の
四
の

衡
量
に
よ
り
判
断
す
べ
き
で
あ
る
」。
そ
し
て
自
白
が
不
正
な
方
法
で
取
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
れ
ば
、「
本
法
一
五
六

条
一
項
の
特
別
規
定
の
反
対
解
釈
に
よ
り
、
当
然
に
証
拠
能
力
が
絶
対
的
に
排
除
さ
れ
る
も
の
に
当
た
る
た
め
に
、〔
そ
れ
を
〕
優
先

的
に
適
用
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」、
と
。

　

こ
れ
は
、
同
義
務
違
反
を
理
由
と
す
る
証
拠
排
除
は
一
五
八
条
の
四
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、「
不
正
な
方
法
」
に
よ
る
自

白
の
採
取
を
理
由
と
す
る
証
拠
排
除
は
こ
れ
と
は
別
の

0

0

（
し
た
が
っ
て
録
音
義
務
違
反
が
直
ち
に
「
不
正
な
方
法
」
と
な
る
わ
け
で
は

な
い
）、
特
別
規
定
で
あ
る
一
五
六
条
一
項
に
よ
る
も
の
だ
、
と
峻
別
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
は
、
被
告
人
の
自
白
調

書
に
つ
い
て
、
一
五
六
条
一
項
の
問
題
と
な
ら
な
い
と
き
で
も
、
な
お
一
五
八
条
の
四
に
よ
り
証
拠
能
力
を
否
定
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
議
論
を
本
判
決
に
当
て
は
め
れ
ば
、
衡
量
論
テ
ス
ト
を
別
途
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

　
　
　
　
　

⑵　

衡
量
論
に
よ
る
も
の
（
二
〇
一
二
年
台
上
二
八
九
一
号
判
決
）

【
上
訴
理
由
】

　

検
察
官
お
よ
び
Ｘ
（
被
告
人
）
が
と
も
に
上
訴
し
た
。
Ｘ
の
上
訴
趣
意
は
「
警
察
官
Ａ
は
二
〇
〇
五
年
三
月
三
一
日
に
被
告
人
を
取

り
調
べ
た
際
、
刑
事
訴
訟
法
一
〇
〇
条
の
一
第
一
項
規
定
に
よ
り
、
全
過
程
連
続
録
音
を
せ
ず
、
不
正
な
方
法
で
供
述
を
採
取
し
、
し

か
も
警
察
取
調
べ
調
書
の
記
載
内
容
は
不
実
で
あ
り
、
原
判
決
が
差
戻
後
の
第
一
審
に
お
け
る
Ａ
の
不
実
の
証
言
を
採
用
し
、
被
告
人

が
前
述
の
警
察
取
調
べ
時
に
し
た
供
述
に
証
拠
能
力
が
あ
る
と
認
定
し
た
こ
と
は
法
に
合
わ
な
い
。
ま
た
被
告
人
は
原
審
で
す
で
に
、

検
察
官
が
二
〇
〇
五
年
七
月
二
七
日
に
被
告
人
を
取
り
調
べ
た
際
に
、
Ａ
が
捜
査
廷
の
外
で
被
告
人
に
警
察
取
調
べ
時
と
同
じ
供
述
を

す
る
よ
う
要
求
し
た
こ
と
等
の
抗
弁
を
し
た
。
原
審
は
自
ず
か
ら
刑
事
訴
訟
法
一
五
六
条
一
・
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
Ａ
を
召
喚
し
て

（
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前
述
の
事
実
が
あ
っ
た
か
否
か
、
検
察
官
取
調
べ
時
の
被
告
人
の
供
述
が
自
由
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
を
調
査
す
べ
き
で

あ
っ
た
。
し
か
し
原
審
が
そ
れ
を
怠
り
調
査
せ
ず
、
検
察
官
取
調
べ
時
の
被
告
人
の
供
述
に
証
拠
能
力
が
あ
る
と
認
め
、
被
告
人
に
不

利
な
認
定
を
し
た
こ
と
は
違
法
で
あ
る
」
等
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
原
判
決
（
二
〇
一
二
年
重
上
更
（
四
）
一
九
号
判
決
）
の

認
定
に
よ
れ
ば
、
録
音
義
務
違
反
の
内
実
は
、「
Ａ
が
う
っ
か
り
同
時
録
音
す
る
の
を
失
念
し
、
事
後
的
に
録
音
を
補
っ
た
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

【
判
旨
】（
上
訴
棄
却
）

　

本
判
決
は
ま
ず
原
判
決
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。
す
な
わ
ち
、「
そ
の
立
法
目
的
を
考
え
る
に
、
そ
れ
は
取
調
べ
に
対
す

る
被
疑
者
の
供
述
が
自
由
意
思
に
よ
る
こ
と
、
お
よ
び
調
書
の
記
載
内
容
と
そ
の
供
述
が
一
致
す
る
こ
と
を
担
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。

故
に
前
述
の
規
定
に
違
背
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
得
た
供
述
調
書
に
最
終
的
に
証
拠
能
力
が
あ
る
か
否
か
は
、
も
と
よ
り
（
刑
事
訴
訟

法
一
五
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
）
司
法
警
察
（
官
）
が
当
該
法
定
手
続
に
違
背
し
た
主
観
的
意
図
、
客
観
的
状
況
、
被
疑
者
の
権
利

利
益
に
対
す
る
侵
害
の
軽
重
、
訴
訟
に
お
け
る
被
疑
者
の
防
御
に
対
す
る
不
利
益
の
程
度
、
な
ら
び
に
当
該
犯
罪
が
も
た
ら
し
た
危
害
、

当
該
証
拠
の
使
用
の
禁
止
に
よ
る
違
法
な
証
拠
収
集
の
抑
制
に
対
す
る
効
果
、
お
よ
び
司
法
警
察
（
官
）
が
法
定
手
続
に
よ
っ
た
場
合

に
当
該
証
拠
を
発
見
す
る
必
然
性
が
あ
っ
た
か
否
か
な
ど
の
事
情
を
斟
酌
し
、
人
権
保
障
と
社
会
の
安
全
の
均
衡
を
保
つ
精
神
に
基
づ

き
、
比
例
原
則
に
よ
り
、
具
体
的
に
こ
れ
を
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
の
警
察
官
Ａ
は
二
〇
〇
五
年
三
月
三
一
日
に
被
告
人

を
取
り
調
べ
た
際
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
［
同
歩
］
で
全
過
程
連
続
録
音
を
せ
ず
、
事
後
に
録
音
を
補
っ
た
が
、
Ａ
の
主
観
上
、
違
法
に
警

察
取
調
べ
調
書
を
作
成
す
る
故
意
が
あ
っ
た
と
は
い
い
が
た
く
、
被
告
人
は
警
察
取
調
べ
時
に
自
由
意
思
に
よ
り
供
述
し
た
の
み
な
ら

ず
、
被
告
人
の
訴
訟
上
の
防
御
に
と
っ
て
も
な
お
重
大
な
不
利
益
は
な
く
、
ま
た
こ
の
証
拠
の
使
用
を
禁
止
し
た
と
し
て
も
、
将
来
の
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違
法
な
証
拠
収
集
を
効
果
的
に
予
防
し
が
た
く
、
さ
ら
に
被
告
人
が
法
定
主
刑
が
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
で
あ
る
第
三
級
薬
物
販
売
罪

を
犯
し
た
嫌
疑
で
あ
る
こ
と
を
衡
量
し
、
警
察
取
調
べ
に
お
け
る
被
告
人
の
供
述
は
、
前
述
の
法
規
定
お
よ
び
説
明
か
ら
、
証
拠
能
力

が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
検
察
官
が
二
〇
〇
五
年
七
月
二
七
日
に
被
告
人
を
取
り
調
べ
た
時
点
で
は
、
す
で
に
被
告
人
の
警
察
取

調
べ
お
よ
び
保
釈
か
ら
四
ヶ
月
近
く
も
経
っ
て
お
り
、
検
察
官
は
す
で
に
法
に
よ
り
告
知
義
務
を
果
た
し
て
お
り
、
検
察
官
取
調
べ
時

に
被
告
人
が
し
た
供
述
の
任
意
性
は
先
の
警
察
取
調
べ
の
影
響
を
受
け
ず
、
自
由
意
思
に
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

し
か
も
事
実
に
一
致
し
、
自
ず
か
ら
証
拠
能
力
が
あ
る
」、
と
。
な
お
、
原
判
決
に
は
「（
刑
事
訴
訟
法
一
五
八
条
の
四
の
規
定
に
よ

り
）」
に
相
当
す
る
文
言
は
見
ら
れ
ず
、
本
判
決
が
補
充
し
た
も
の
と
目
さ
れ
る
。

　

次
に
、
検
察
官
取
調
べ
の
際
の
捜
査
廷
外
に
お
け
る
Ａ
の
要
求
に
つ
い
て
、「
た
と
え
確
か
に
そ
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
認
め
た
と
し

て
も
、
な
お
こ
の
た
め
に
、
被
告
人
が
検
察
官
取
調
べ
に
お
い
て
自
由
意
思
で
は
な
く
な
り
、
そ
の
供
述
の
証
拠
能
力
に
影
響
し
う
る

も
の
で
は
な
く
、
原
審
が
こ
れ
に
つ
い
て
無
益
な
調
査
を
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
な
お
適
法
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。

　

そ
し
て
原
判
決
の
理
由
に
齟
齬
は
な
く
、
上
記
の
被
告
人
の
警
察
官
取
調
べ
調
書
お
よ
び
検
察
官
取
調
べ
調
書
の
「
供
述
を
採
用
し
、

被
告
人
に
不
利
な
認
定
を
し
た
こ
と
は
、
被
告
人
の
上
訴
趣
意
が
摘
示
す
る
証
拠
採
用
が
証
拠
法
則
に
合
わ
な
い
と
す
る
違
法
が
あ
っ

た
と
は
認
め
が
た
い
」
等
と
し
て
、
原
判
決
を
是
認
し
た
。

【
コ
メ
ン
ト
】

　

本
判
決
は
、
事
後
に
録
音
し
た
警
察
の
取
調
べ
調
書
に
つ
い
て
、
録
音
義
務
違
反
な
ら
び
に
自
白
の
任
意
性
お
よ
び
真
実
性
の
欠
如

に
よ
り
証
拠
能
力
が
な
い
旨
の
Ｘ
の
上
訴
に
対
し
て
、
衡
量
論
に
よ
り
そ
れ
を
肯
定
し
た
原
判
決
を
是
認
し
た
も
の
で
あ
る
（
な
お
、

検
察
官
面
前
調
書
に
つ
い
て
は
自
白
法
則
（
一
五
六
条
一
項
の
引
用
な
し
）
に
よ
り
証
拠
能
力
を
肯
定
し
た
原
判
決
を
是
認
）。
こ
の
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点
で
少
な
く
と
も
本
判
決
は
一
九
九
九
年
判
決
と
は
立
場
を
異
に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
本
判
決
は
一
五
八
条
の
四
を
法
的

根
拠
と
し
て
補
い
、
同
条
を
根
拠
と
す
る
衡
量
論
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。

　

な
お
、
衡
量
論
に
よ
り
判
断
す
る
立
場
に
対
し
て
は
学
説
か
ら
の
批
判
が
強
い
。
例
え
ば
黄
朝
義
（
現
：
中
央
警
察
大
学
教
授
）
は

一
般
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
ⓐ
具
体
的
根
拠
が
な
い
。
最
高
裁
の
抽
象
的
な
基
準
で
判
断
す
れ
ば
、「
結
局
、
治
安
維
持

の
要
求
の
下
に
、
被
告
人
の
自
白
は
す
べ
て
証
拠
能
力
が
あ
る
と
さ
れ
る
」。
ⓑ
実
定
法
上
の
基
礎
を
欠
く
（
根
拠
が
一
五
八
条
の
四

か
、
あ
る
い
は
他
の
条
文
か
を
明
確
に
し
て
い
な
い
）。
ⓒ
全
過
程
録
音
・
録
画
の
目
的
が
自
白
の
任
意
性
の
確
保
に
あ
る
と
い
い
な

が
ら
、
な
ぜ
そ
れ
に
反
し
た
場
合
に
、
衡
量
論
に
よ
る
の
か
が
不
明
で
あ
る
。
ⓓ
衡
量
論
の
考
慮
要
素
は
一
五
八
条
の
四
の
立
法
理
由

で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
七
点
と
大
体
一
致
す
る
が
、
な
ぜ
こ
れ
が
基
準
と
な
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
同
条
は
「
非
供
述
証
拠
に
し
か
適
用

さ
れ
ず
、
供
述
証
拠
と
は
関
係
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
最
高
裁
判
所
が
参
考
に
し
た
要
素
は
、
自
白
を
排
除
す
べ
き
か
と
い
う
こ

と
と
無
関
係
で
あ
る
」。

　

ま
た
李
栄
耕
（
台
北
大
学
副
教
授
）
は
、
衡
量
論
に
よ
れ
ば
「
ど
う
し
て
警
察
機
関
に
対
し
て
、
重
大
事
件
に
お
い
て
は
被
疑
者
の

供
述
の
任
意
性
を
無
視
し
て
よ
く
、
刑
訴
法
一
〇
〇
条
の
一
の
手
続
規
範
を
遵
守
す
る
必
要
は
な
い
と
暗
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
ら
な

い
か
」、「
重
大
事
件
に
お
い
て
全
過
程
連
続
録
音
（
画
）
の
手
続
規
範
は
訓
示
規
定
と
何
ら
異
な
ら
な
く
な
る
」
と
す
る
。
衡
量
論
で

は
「
⑤
当
該
犯
罪
が
も
た
ら
し
た
危
害
」
を
判
断
要
素
と
す
る
以
上
、
重
大
事
件
で
は
こ
れ
に
基
づ
き
証
拠
能
力
が
肯
定
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
を
危
惧
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　

⑶　

自
白
法
則
に
よ
る
も
の
（
二
〇
〇
四
年
台
上
三
七
〇
号
判
決
）

【
上
訴
理
由
】

　

Ｘ
（
被
告
人
）
が
上
訴
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
上
訴
趣
意
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
（
な
お
、
以
下
の
判
示
内
容
か
ら
、
Ｘ
は
警
察
が

（
138
）

（
139
）

（
140
）

（
141
）
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同
人
を
取
り
調
べ
た
際
に
録
音
・
録
画
を
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
調
書
に
証
拠
能
力
が
な
い
等
と
し
て
、
上
訴
し
た

も
の
と
目
さ
れ
る
）。

【
判
旨
】（
上
訴
棄
却
）

　

本
判
決
は
ま
ず
、「
そ
の
立
法
目
的
を
考
え
る
に
、
そ
れ
は
取
調
べ
調
書
の
信
用
性
を
樹
立
す
る
と
と
も
に
、
取
調
べ
手
続
の
合
法

適
正
性
を
担
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
取
調
べ
に
対
す
る
被
疑
者
の
供
述
が
自
由
意
思
に
よ
る
こ
と
、
お
よ
び
調
書
の
記
載
内

容
と
そ
の
供
述
が
一
致
す
る
こ
と
を
担
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
も
し
被
疑
者
の
自
白
が
不
正
な
方
法
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
由
意

思
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
自
由
な
供
述
が
事
実
と
一
致
し
て
い
れ
ば
、
た
と
い
取
調
べ
時
に
全
過
程
を
連
続
し
て
録
音
ま

た
は
録
画
し
て
お
ら
ず
、
取
調
べ
手
続
に
わ
ず
か
な
が
ら
も
瑕
疵
あ
る
嫌
い
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
な
お
そ
の
警
察
取
調
べ
時
の
自
白

調
書
に
証
拠
能
力
が
な
い
と
は
い
い
が
た
い
」
と
し
て
、
録
音
せ
ず
に
作
成
し
た
自
白
調
書
の
証
拠
能
力
は
自
白
法
則
に
よ
り
決
す
る

と
し
た
。
な
お
、
こ
の
部
分
の
判
示
内
容
は
一
九
九
九
年
判
決
の
自
白
法
則
部
分
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
本
件
に
つ
い
て
は
、「
上
訴
人
が
捜
査
中
に
警
察
取
調
べ
の
供
述
が
決
し
て
真
実
で
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
が
」、
質
問
に
対
し
て
犯
行
を
認
め
る
供
述
を
し
、
ま
た
「
上
訴
人
は
警
察
取
調
べ
時
に
拷
問
を
受
け
て
お
ら
ず
、
そ
の

調
書
は
ま
た
そ
の
供
述
を
あ
り
の
ま
ま
に
記
載
し
て
お
り
、
し
か
も
上
訴
人
が
閲
覧
後
に
署
名
し
て
お
り
、
述
べ
た
内
容
は
ま
た
検
察

官
の
捜
査
取
調
べ
時
の
供
述
と
大
体
一
致
し
て
お
り
、
自
ず
か
ら
警
察
取
調
べ
時
に
録
音
・
録
画
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
警
察

取
調
べ
に
お
け
る
自
白
を
全
く
措
信
で
き
な
い
と
は
認
め
が
た
い
」
と
し
、
適
法
な
第
三
審
上
訴
理
由
に
は
当
た
ら
な
い
と
し
て
、
上

訴
を
棄
却
し
た
。
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【
コ
メ
ン
ト
】

　

本
判
決
は
衡
量
論
に
は
言
及
せ
ず
、
自
白
法
則
（
た
だ
し
一
五
六
条
一
項
は
明
示
的
に
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
）
に
よ
り
Ｘ
の
自
白

調
書
の
証
拠
能
力
を
肯
定
し
た
。
一
九
九
九
年
判
決
の
衡
量
論
に
関
す
る
判
示
を
傍
論
と
捉
え
れ
ば
、
そ
れ
と
本
判
決
と
は
整
合
的
に

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

自
白
法
則
に
よ
る
立
場
に
対
し
て
、
例
え
ば
林
鈺
雄
は
「
任
意
性
基
準
は
も
と
よ
り
強
力
な
立
法
沿
革
を
後
ろ
盾
と
す
る
が
、
挙
証

責
任
と
結
び
つ
け
て
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
証
明
法
則
に
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
、
全
過
程
連
続
録
音
の
義
務
規
範
は
根
本
的
に
余
分
な
規

0

0

0

0

定0

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
基
準
が
任
意
性
に
あ
る
な
ら
ば
、
全
過
程
連
続
録
音
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
よ
い
か
ら
で
あ
る
」
と
批
判
す

る
。

　
　
　
　
　

⑷　

小
括

　

以
上
の
三
判
決
に
お
け
る
衡
量
論
や
自
白
法
則
に
関
す
る
判
示
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
言
上
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
台
湾
の
学
者
が
論

じ
る
よ
う
に
、
論
理
と
し
て
は
必
ず
し
も
整
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず
出
発
点
と
な
る
一
九
九
九
年
判
決
に
つ
い
て
、

そ
も
そ
も
自
白
法
則
と
衡
量
論
を
ど
の
よ
う
に
関
係
付
け
て
い
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
学
説
・
実
務
に
お
け
る
そ
の

「
読
み
方
」
も
分
か
れ
て
い
る
。
ま
た
自
白
法
則
だ
け
で
結
論
を
導
き
な
が
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
衡
量
論
を
判
示
し
た
理
由
も
不
明
で
あ
る
。

も
っ
と
も
前
述
（
四
2
参
照
）
の
よ
う
に
、
衡
量
論
が
近
年
の
最
高
裁
の
ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
し
て
一
九
九
九
年
判
決
を
、
録
音
義
務
違
反
調
書
の
証
拠
能
力
に
つ
い
て
は
自
白
法
則
に
よ
り
そ
の
有
無
を
検
討
す
べ
き
と
し
た

も
の
と
読
め
ば
、
こ
れ
と
二
〇
〇
四
年
判
決
は
一
貫
し
て
い
る
と
解
し
う
る
。
他
方
、
そ
れ
と
二
〇
一
二
年
判
決
と
を
、
整
合
的
に
把

握
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

　

と
は
い
え
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
ろ
う
と
も
、
結
論
に
お
い
て
録
音
義
務
に
違
反
し
た
調
書
の
証
拠
能
力
を
否
定
し
た
最
高
裁
判
決

（
142
）
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は
知
り
得
な
か
っ
た
。

陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
二
九
頁
。

学
説
の
整
理
・
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
張
淳
淙
・
前
掲
注
（
9
）
五
二
～
五
三
頁
、
陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
二
九
～
三
〇
頁
、
呉
巡

龍
・
前
掲
注
（
76
）
六
九
～
七
一
頁
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
例
え
ば
陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
三
〇
～
三
一
頁
、
呉
巡
龍
・
前
掲
注
（
76
）
七
一
頁
も
同
旨
。

王
兆
鵬
・
前
掲
注
（
97
）
三
七
～
三
八
頁
。

以
上
に
つ
い
て
王
兆
鵬
・
前
掲
注
（
96
）
三
一
〇
頁
参
照
。

林
鈺
雄
・
前
掲
注
（
7
）
一
七
七
～
一
七
八
頁
参
照
。

黄
朝
義
・
前
掲
注
（
80
）
四
四
一
頁
。

な
お
、
法
制
審
議
会
新
時
代
の
刑
事
司
法
制
度
特
別
部
会
「
第
一
〇
回
会
議
議
事
録
」（http://w

w
w
.m

oj.go.jp/content/000099292.
pdf

、
二
〇
一
二
年
）
三
～
四
頁
〔
井
上
正
仁
発
言
〕
参
照
。

実
務
上
、
任
意
性
の
立
証
は
自
由
な
証
明
に
よ
り
、
不
正
な
取
調
べ
方
法
を
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
確
信
に
至
ら
な
く
と
も
、
相
当
疑
わ

し
け
れ
ば
、
不
任
意
自
白
と
認
定
し
、
当
該
自
白
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
〇
五
年
台
上
二
七
五
号
判
決
参
照
）。

な
お
、
法
務
部
「
検
察
機
関
が
刑
事
訴
訟
事
件
を
処
理
す
る
に
当
た
っ
て
注
意
す
べ
き
事
項
」（
二
〇
〇
四
年
六
月
二
三
日
）
五
六
点
は
、
そ

の
際
に
録
音
・
録
画
テ
ー
プ
を
被
告
人
の
自
白
の
任
意
性
を
立
証
す
る
た
め
に
用
い
る
こ
と
（
補
強
証
拠
）
を
定
め
る
（
二
〇
〇
八
年
改
正
後

も
同
じ
）。

な
お
二
〇
〇
七
年
台
上
六
〇
七
四
号
判
決
は
、「
証
拠
能
力
の
有
無
は
裁
判
所
が
職
権
に
よ
り
調
査
し
、
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

項
で
あ
り
、
当
事
者
が
争
っ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
調
査
を
要
せ
ず
に
証
拠
能
力
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
す
る
。

ま
た
王
兆
鵬
・
前
掲
注
（
96
）
三
三
四
頁
は
「
被
告
人
が
自
白
が
不
正
な
方
法
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
陳
述
し
な
く
と
も
、

客
観
的
状
況
か
ら
自
白
が
不
正
な
方
法
で
採
取
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
は
、
裁
判
所
は
ま
た
検
察
官
に
挙
証
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
す
る
。

林
俊
益
・
前
掲
注
（
66
）
六
九
～
七
一
頁
参
照
。

（
143
）

（
98
）

（
99
）

（
100
）

（
101
）

（
102
）

（
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）

（
104
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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楊
雲
驊
「
修
法
後
違
反
録
音
（
影
）
義
務
的
法
律
効
果
」
月
旦
法
学
教
室
一
一
期
（
二
〇
〇
三
年
）
一
五
頁
。
ま
た
林
永
謀
『
刑
事
訴
訟

法
釈
論
（
改
訂
版
）（
上
冊
）』（
林
永
謀
、
二
〇
一
〇
年
）
三
五
九
頁
参
照
。

黄
朝
義
・
前
掲
注
（
80
）
四
四
一
頁
は
「
連
続
録
音
・
録
画
の
目
的
は
自
白
任
意
性
の
証
明
に
あ
る
が
、
も
し
も
こ
の
連
続
録
音
・
録
画

の
手
続
が
守
ら
れ
な
い
場
合
、
法
律
の
効
果
と
し
て
、
当
該
取
調
べ
で
獲
得
し
た
供
述
は
証
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
」
と
す

る
（
も
っ
と
も
論
者
は
同
『
刑
事
訴
訟
法
（
第
二
版
）』（
新
学
林
、
二
〇
〇
九
年
）
四
九
〇
頁
で
は
一
五
六
条
三
項
の
適
用
を
認
め
る
。
同
・

前
掲
注
（
7
）
五
二
五
頁
も
同
じ
）。
こ
の
ほ
か
、
下
級
審
裁
判
例
に
つ
い
て
後
掲
注
（
143
）
参
照
。

黄
東
熊
・
前
掲
注
（
66
）
二
二
〇
～
二
二
一
頁
参
照
。
な
お
、
陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
二
九
頁
は
黄
説
を
絶
対
的
排
除
説
と
整
理
す
る

が
、
断
定
的
で
は
な
い
。

以
下
に
つ
い
て
何
頼
傑
・
前
掲
注
（
63
）
一
五
九
～
一
六
二
頁
参
照
。
な
お
、
直
接
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
何
の
体
系
的
解
釈
論
は
黄

東
熊
の
そ
れ
と
基
本
的
に
同
旨
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
何
は
録
音
内
容
が
不
明
瞭
で
あ
る
場
合
、
調
書
作
成
後
に
録
音
し
た
場
合
に

つ
い
て
は
、
内
容
不
一
致
と
「
看
做
す
」［
視
為
］
と
す
る
（
同
一
六
二
頁
参
照
）。

呉
巡
龍
・
前
掲
注
（
76
）
六
九
頁
。

陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
三
〇
頁
参
照
。

例
え
ば
林
鈺
雄
・
前
掲
注
（
7
）
一
七
六
頁
、
黄
朝
義
・
前
掲
注
（
7
）
五
二
三
頁
参
照
。
な
お
、
台
湾
で
は
「
判
例
」
は
一
定
の
手
続

を
経
て
選
ば
れ
た
最
高
裁
の
裁
判
を
指
す
（
詳
し
く
は
拙
稿
「
台
湾
に
お
け
る
罪
刑
法
定
主
義
の
理
念
と
現
実
─
─
そ
の
『
感
覚
』
を
め
ぐ
る

日
本
、
そ
し
て
中
国
と
の
比
較
」
北
大
法
学
論
集
六
二
巻
四
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
六
一
～
二
六
二
頁
参
照
）。
こ
の
点
に
関
す
る
「
判
例
」

は
管
見
に
及
ば
な
い
。

二
〇
〇
六
年
台
上
五
五
一
二
号
判
決
は
「
警
察
取
調
べ
調
書
に
つ
い
て
全
過
程
を
連
続
し
て
録
音
し
て
い
な
い
場
合
は
、
急
迫
な
状
況
が

あ
り
、
か
つ
、
調
書
に
明
記
し
た
と
き
を
除
き
、
当
該
調
書
に
は
証
拠
能
力
が
な
い
」
と
判
示
す
る
。
こ
れ
は
録
音
義
務
違
反
の
法
的
効
果
を

当
該
調
書
の
証
拠
能
力
否
定
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
絶
対
的
排
除
説
と
同
様
の
立
場
に
立
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
事
案
の
解
決
と
し
て

は
続
け
て
「
記
録
に
よ
れ
ば
、
X2
、
X1
お
よ
び
X3
の
第
二
回
目
の
警
察
取
調
べ
調
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
作
成
時
間
は
、
当
該
警
察
取
調
べ
調

書
の
録
音
テ
ー
プ
の
時
間
と
合
わ
ず
（
…
…
）、
当
該
調
書
が
全
過
程
連
続
録
音
さ
れ
た
か
否
か
は
、
証
拠
能
力
の
有
無
の
認
定
と
大
い
に
関

係
し
て
お
り
、
原
判
決
が
こ
の
点
に
つ
い
て
説
明
せ
ず
に
、
当
該
警
察
取
調
べ
調
書
を
判
決
の
基
礎
と
し
た
こ
と
は
、
理
由
不
備
の
違
法
な
し

（
109
）

（
110
）

（
111
）

（
112
）

（
113
）

（
114
）

（
115
）

（
116
）
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と
は
い
い
が
た
い
」
等
と
し
て
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
調
書
を
排
除
し
て
自
判
す
る
こ
と
を
せ
ず
に
、
原
判
決
を
破
棄
し
て
原
審
に
差
し
戻
し

た
。

張
淳
淙
・
前
掲
注
（
9
）
五
三
頁
参
照
。

一
五
六
条
一
項
（
自
白
法
則
）
に
よ
れ
ば
自
白
に
証
拠
能
力
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
任
意
性
の
み
な
ら
ず
、
真
実
性
も
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
最
高
裁
判
決
が
同
項
に
よ
り
録
音
義
務
違
反
調
書
の
証
拠
能
力
を
肯
定
す
る
際
に
は
、
真
実
性
も
認
定
し
た
上
で
、
肯
定
し
て
い

る
。
他
方
、
学
説
で
は
真
実
性
ま
で
も
証
拠
能
力
の
問
題
と
し
て
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
（
例
え
ば
王
兆
鵬
ほ
か
・

前
掲
注
（
96
）
上
四
〇
八
頁
参
照
）。

例
え
ば
林
鈺
雄
・
前
掲
注
（
86
）
九
三
頁
参
照
。

呉
冠
霆
・
前
掲
注
（
80
）
三
七
頁
、
張
淳
淙
・
前
掲
注
（
9
）
五
三
頁
参
照
。

な
お
第
三
審
上
訴
事
件
に
対
す
る
最
高
裁
の
裁
判
の
形
式
は
判
決
だ
け
で
あ
る
（
三
九
五
～
四
〇
一
条
、
林
山
田
・
前
掲
注
（
14
）
七
〇

四
頁
参
照
）。

さ
ら
に
後
述
（
四
2
㈡
参
照
）
す
る
よ
う
に
、
最
高
裁
判
決
の
「
読
み
方
」
も
様
々
で
あ
る
。

何
頼
傑
教
授
も
最
高
裁
が
証
拠
能
力
を
否
定
し
た
例
は
管
見
に
及
ば
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
（
二
〇
一
四
年
調
査
）。
さ
ら
に
杜
逸
新
の

量
的
研
究
の
知
見
（
四
2
㈠
）
参
照
。
な
お
張
淳
淙
・
前
掲
注
（
9
）
五
五
頁
は
、
実
務
（
最
高
裁
に
限
定
し
て
い
な
い
）
が
衡
量
論
に
よ
っ

て
判
断
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、
そ
れ
に
よ
り
「
証
拠
能
力
が
な
い
と
判
断
し
た
も
の
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
指
で
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
」
と
す
る
。

こ
の
中
に
は
最
高
裁
判
決
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
そ
の
場
合
で
も
、
い
く
つ
か
あ
る
、
と
い
う
の
が
関
の
山
で
あ
る
。

な
お
、
最
高
裁
判
決
の
中
に
は
、
録
音
義
務
違
反
調
書
の
証
拠
能
力
が
争
わ
れ
て
い
て
も
、
当
該
調
書
以
外
の
他
の
証
拠
に
よ
り
有
罪
を
認

定
で
き
る
場
合
に
は
、
そ
の
問
題
に
言
及
せ
ず
に
、
有
罪
を
認
定
・
維
持
す
る
も
の
も
あ
る
（
詳
し
く
は
呉
冠
霆
・
前
掲
注
（
80
）
二
一
、
三

八
頁
参
照
）。

以
下
に
つ
い
て
は
特
に
注
記
が
な
い
限
り
、
杜
逸
新
・
前
掲
注
（
89
）
四
章
四
節
に
よ
る
。
な
お
下
級
審
判
決
も
対
象
と
さ
れ
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
割
愛
す
る
（
そ
の
件
数
は
表
3
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
二
審
が
覆
審
で
あ
り
、
調
査
不
尽
を
理
由
と
す
る
破
棄

差
戻
し
を
な
し
う
る
の
が
最
高
裁
だ
け
だ
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
三
七
九
条
一
〇
号
、
四
〇
一
条
、
三
六
九
条
一
項
、
ま
た
黄
朝
義
・
前
掲
注

（
7
）
七
一
六
～
七
一
七
頁
参
照
）。

（
117
）

（
118
）

（
119
）

（
120
）

（
121
）

（
122
）

（
123
）

（
124
）
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一
五
六
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
証
拠
能
力
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
さ
ら
に
真
実
性
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
説
明
は
見
当
た
ら

な
い
。❸

も
理
由
に
よ
っ
て
は
否
定
例
と
な
る
が
、
判
決
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
不
明
で
あ
る
。

林
鈺
雄
・
前
掲
注
（
81
）
一
〇
三
頁
。

林
鈺
雄
・
前
掲
注
（
7
）
一
七
六
頁
。

黄
朝
義
・
前
掲
注
（
7
）
五
二
四
頁
参
照
。

陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
一
八
～
一
九
頁
。

林
鈺
雄
『
刑
事
訴
訟
法
（
上
冊
）
―
―
総
論
編
（
第
六
版
）』（
元
照
、
二
〇
一
〇
年
）
一
七
一
～
一
七
二
頁
参
照
。

な
お
、
楊
雲
驊
・
前
掲
注
（
109
）
一
四
頁
は
「
注
意
に
値
す
る
こ
と
は
、
本
判
決
は
表
面
的
に
は

0

0

0

0

0

こ
の
問
題
に
つ
い
て
『
個
別
的
衡
量
』

方
式
に
よ
り
証
拠
使
用
禁
止
に
該
当
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
と
し
て
い
る
が
、
当
該
判
決
の
後
段
は
切
っ
先
を
返
し
、
同
法
一
五
六
条
一
項

は
一
〇
一
条
の
一
第
一
項
の
録
音
（
画
）
義
務
の
『
特
別
規
定
』
で
あ
る
」
と
し
た
と
す
る
。
も
っ
と
も
楊
は
両
規
定
が
規
範
目
的
、
義
務
賦

課
の
方
式
お
よ
び
適
用
範
囲
を
異
に
す
る
こ
と
か
ら
、
特
別
法
と
一
般
法
の
関
係
に
捉
え
る
こ
と
を
批
判
す
る
（
楊
雲
驊
「
違
反
全
程
連
續
録

音
録
影
義
務
法
律
效
果
的
再
検
討
─
─
評
最
高
法
院
九
十
年
度
台
上
字
第
七
一
三
七
号
判
決
」
台
湾
本
土
法
学
雑
誌
四
〇
期
（
二
〇
〇
二
年
）

五
七
頁
参
照
。
な
お
、
批
判
の
対
象
は
こ
の
点
に
つ
い
て
本
判
決
を
踏
襲
す
る
二
〇
〇
一
年
台
上
七
一
三
七
号
判
決
で
あ
る
）。

林
鈺
雄
・
前
掲
注
（
86
）
九
六
頁
。
ま
た
呉
巡
龍
・
前
掲
注
（
76
）
六
八
頁
も
「
理
由
付
け
は
一
貫
し
て
い
な
い
」
と
批
判
す
る
。

例
え
ば
陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
一
九
頁
、
何
頼
傑
・
前
掲
注
（
63
）
一
六
三
頁
参
照
。

台
湾
の
最
高
裁
に
は
複
数
の
刑
事
裁
判
廷
（［
庭
］。
日
本
で
い
う
「
部
」
に
相
当
す
る
）
が
あ
り
、
廷
長
は
そ
の
長
で
あ
り
、
所
属
廷
の

事
務
を
監
督
す
る
（
裁
判
所
組
織
法
五
一
条
一
項
。
な
お
「
事
務
」
と
は
、「
審
判
の
順
調
な
進
行
に
必
要
な
補
助
的
な
司
法
行
政
事
務
」
を

指
す
。
司
法
院
大
法
官
解
釈
五
三
九
号
（
二
〇
〇
二
年
二
月
八
日
）「
理
由
書
」
参
照
）。

以
上
に
つ
い
て
張
淳
淙
・
前
掲
注
（
9
）
五
四
頁
参
照
。
な
お
張
は
「
本
法
は
二
〇
〇
三
年
に
改
正
さ
れ
、
当
事
者
追
行
主
義
を
採
用
し
、

以
前
よ
り
も
厳
格
な
証
拠
法
則
を
確
定
し
、
刑
事
訴
訟
手
続
を
実
施
す
る
公
務
員
が
法
定
手
続
に
違
反
し
て
取
得
し
た
証
拠
の
証
拠
能
力
の
有

無
の
判
断
は
、
一
五
八
条
の
四
所
定
の
相
対
的
排
除
法
則
を
原
則
と
し
、
法
律
に
絶
対
的
排
除
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
を
例
外
と
す
る
」

（
同
）
と
す
る
。
ま
た
張
が
実
務
の
傾
向
に
つ
い
て
「
ご
く
少
数
が
絶
対
的
排
除
説
を
採
る
ほ
か
、
圧
倒
的
多
数
は
本
法
一
五
八
条
の
四
に
基

（
125
）

（
126
）

（
127
）

（
128
）

（
129
）

（
130
）

（
131
）

（
132
）

（
133
）

（
134
）

（
135
）

（
136
）
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づ
き
…
…
衡
量
論
に
よ
り
、
相
対
的
排
除
説
を
採
っ
て
い
る
」（
同
五
三
頁
）
と
分
析
す
る
要
因
も
、
こ
う
し
た
「
読
み
方
」
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
林
俊
益
・
前
掲
注
（
66
）
七
一
頁
参
照
。
な
お
、
こ
れ
は
日
本
の
「
今
日
の
趨
勢
」
と
さ
れ
る
二
元
説
と
同
様
の
発
想
と
考
え

ら
れ
る
（
同
説
に
つ
い
て
中
島
宏
「
自
白
法
則
に
お
け
る
違
法
排
除
説
再
論
」
法
律
時
報
八
三
巻
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
三
六
～
三
九
頁
参

照
）。こ

の
ほ
か
前
掲
注
（
95
）
の
呉
冠
霆
の
指
摘
参
照
。

明
示
的
に
同
条
を
引
用
し
な
い
も
の
も
あ
る
（
例
え
ば
二
〇
〇
三
年
台
上
六
九
二
一
号
判
決
）
が
、
多
く
は
同
条
を
参
酌
し
て
い
る
と
い

う
（
陳
文
琪
・
前
掲
注
（
45
）
一
七
頁
参
照
）。

ⓐ
に
つ
い
て
は
黄
朝
義
・
前
掲
注
（
80
）
四
四
〇
頁
、
ⓑ
ⓒ
ⓓ
に
つ
い
て
は
同
・
前
掲
注
（
7
）
五
二
四
～
五
二
五
頁
参
照
。

李
栄
耕
「
警
詢
時
的
全
程
連
続
録
音
（
影
）」
月
旦
法
学
教
室
一
二
六
期
（
二
〇
一
三
年
）
三
二
頁
。

林
鈺
雄
・
前
掲
注
（
86
）
九
五
頁
。

ま
た
そ
の
た
め
、
証
拠
能
力
を
認
め
る
か
否
か
の
限
界
に
関
す
る
最
高
裁
の
立
場
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
下
級
審
裁
判
例
の
中
に
は
、
強
行
規
定
（
一
〇
〇
条
の
一
第
一
項
）
違
反
や
適
正
手
続
違
反
と
し
て
証
拠
排
除
し
た
も
の
が
あ
る

と
い
う
（
陳
運
財
・
前
掲
注
（
13
）
二
九
頁
参
照
）。
そ
こ
で
実
務
を
知
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
そ
こ
か
ら
着
手
す
る
の
が
現
実
的
か
つ
有
益

と
思
わ
れ
る
（
林
検
察
官
（
二
〇
一
四
年
調
査
）
の
ご
示
唆
に
よ
る
）。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

む　

す　

び

　

最
高
裁
は
一
〇
〇
条
の
一
第
一
項
の
目
的
を
、
供
述
の
任
意
性
お
よ
び
調
書
の
記
載
内
容
と
供
述
の
一
致
の
確
保
と
解
釈
す
る
。
そ

れ
で
は
、
録
音
制
度
導
入
の
結
果
、
自
白
の
任
意
性
を
め
ぐ
る
争
い
は
減
っ
た
か
。
こ
れ
に
関
す
る
具
体
的
な
統
計
は
な
い
た
め
、
客

観
的
に
検
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
う
の
が
実
務
関
係
者
の
大
方
の
見
方
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
取
調
べ
の

在
り
方
に
つ
い
て
も
客
観
的
に
検
証
す
る
資
料
は
な
い
が
、
二
〇
一
四
年
調
査
に
よ
れ
ば
、
導
入
前
と
比
べ
れ
ば
随
分
と
改
善
さ
れ
た

（
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と
い
う
の
が
異
口
同
音
に
語
ら
れ
る
所
感
で
あ
っ
た
。
特
に
ベ
テ
ラ
ン
警
察
官
に
よ
れ
ば
、
警
察
官
は
記
録
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
話

し
方
・
態
度
に
注
意
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
冗
談
で
軽
く
は
た
く
と
い
っ
た
こ
と
も
実
際
に
容
認
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
上
記
の
立
法
目
的
は
、
一
定
程
度

0

0

0

0

実
現
さ
れ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

と
は
い
え
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
様
々
な
態
様
の
録
音
義
務
違
反
が
生
じ
て
い
る
（
近
年
で
も
警
察
官
が
被
疑
者

を
罵
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
録
音
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
前
述
（
三
2
参
照
）
の
二
〇
一
〇
年
上
更
（
二
）
九
〇
号

判
決
参
照
）。
し
か
も
杜
逸
新
が
整
理
し
た
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
で
は
あ
る
が
、
最
高
裁
で
そ
の
違
反
が
争
わ

れ
る
件
数
は
全
体
と
し
て
増
え
て
い
た
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
録
音
義
務
違
反
が
生
じ
て
い
る
の
か
。
さ
し
あ
た
り
次
の
二
点
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
つ
は
取
調
べ
担
当
者
の
考
え
方
で
あ
る
。
前
述
（
三
2
参
照
）
の
と
お
り
、
そ
も
そ
も
録
音
は
自
白
採
取
に
支
障
を
来
す
場
合
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
陳
運
財
は
「
警
察
実
務
で
は
疑
問
や
抵
抗
を
示
す
見
解
が
少
な
く
な
い
。
取
調
べ
の
テ
ー
プ
録
音

化
の
主
な
狙
い
は
公
判
段
階
に
お
け
る
自
白
の
任
意
性
の
争
い
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
否
認
事
件
な
ど
自
白
の
任
意

性
の
争
い
が
生
じ
る
余
地
の
あ
る
ケ
ー
ス
を
絞
っ
て
、
取
調
べ
過
程
の
全
部
ま
た
は
そ
の
一
部
の
み
を
録
音
す
れ
ば
事
足
り
る
の
で
は

な
い
か
、
一
々
『
全
て
の
刑
事
事
件
』
に
、
し
か
も
『
取
調
べ
の
全
段
階
』
に
わ
た
っ
て
録
音
を
要
求
す
る
と
い
う
の
は
問
題
で
は
な

い
か
と
い
う
わ
け
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
も
っ
と
も
二
〇
一
四
年
調
査
【
警
察
官
】
に
よ
れ
ば
、
開
始
当
初
は
と
も
か
く
、
現
在
は

録
音
が
当
た
り
前
に
な
り
、
そ
れ
が
取
調
べ
に
支
障
を
来
す
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
（
被
疑
者
を
罵
っ
た
ケ
ー
ス

は
録
音
が
「
当
た
り
前
」
に
な
り
す
ぎ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
）。

　

も
う
一
つ
は
最
高
裁
の
態
度
で
あ
る
。
最
高
裁
が
衡
量
論
（
一
五
八
条
の
四
）
ま
た
は
自
白
法
則
（
一
五
六
条
一
項
）
と
い
う
一
般

法
則
に
よ
り
録
音
義
務
違
反
調
書
の
証
拠
能
力
を
テ
ス
ト
し
た
結
果
、
そ
れ
が
否
定
さ
れ
た
事
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
さ
に
「
警
察

（
145
）

（
146
）

（
147
）



台湾における取調べ録音制度の現在地

（阪大法学）64（5-115）　1113〔2015. 1 〕

の
こ
う
し
た
ル
ー
ル
違
反
は
、
こ
れ
ま
で
全
過
程
連
続
録
音
せ
ず
に
取
ら
れ
た
供
述
調
書
の
証
拠
能
力
を
裁
判
所
が
大
目
に
見
て
き
た

姿
勢
に
も
関
係
す
る
」。
さ
ら
に
林
鈺
雄
は
「〔
最
高
裁
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
〕
衡
量
観
点
が
も
た
ら
す
不
確
定
性
は
ど
の
よ
う
な
動
機

を
も
つ
警
察
で
あ
ろ
う
と
も
、
容
易
に
僥
倖
の
心
理
を
抱
か
せ
て
し
ま
う
。
違
反
し
た
警
察
取
調
べ
の
自
白
が
必
ず
し
も
使
用
で
き
な

い
わ
け
で
は
な
い
な
ら
ば
、
警
察
は
な
ぜ
本
質
的
に
捜
査
に
不
便
を
も
た
ら
す
全
過
程
録
音
規
定
を
遵
守
し
よ
う
と
す
る
の
か
」
と
説

く
。
そ
し
て
今
日
、
こ
う
し
た
「
僥
倖
の
心
理
」（
あ
る
い
は
規
範
意
識
・
遵
法
精
神
の
弛
緩
？
）
や
、「
重
大
事
件
に
お
い
て
全
過
程

連
続
録
音
（
画
）
の
手
続
規
範
は
訓
示
規
定
と
何
ら
異
な
ら
な
く
な
る
」
と
す
る
李
栄
耕
の
危
惧
（
三
2
参
照
）
は
、
す
で
に
現
実
の

も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
両
者
に
共
通
す
る
の
は
（
従
来
と
変
わ
ら
な
い
）
自
白
の
重
視
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
黄
朝
義
は
「
警
察
官
と
検
察
官
を

問
わ
ず
、
被
告
人
自
白
の
取
得
が
捜
査
上
の
主
な
手
続
と
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
何
頼
傑
も
「
実
務
は
自
白
に
対
し
て
多

か
れ
少
な
か
れ
『
未
練
』［
依
恋
情
結
］
が
あ
り
、
…
…
自
白
が
な
け
れ
ば
、
何
と
か
し
て
自
白
を
獲
得
し
よ
う
と
し
、
自
白
が
あ
れ

ば
、
で
き
る
だ
け
自
白
を
用
い
る
。
特
に
多
く
の
刑
事
裁
判
官
の
裁
判
心
理
は
、
手
続
の
瑕
疵
の
み
か
ら
自
白
（
特
に
真
実
性
の
あ
る

で
あ
ろ
う
自
白
）
を
排
除
す
る
こ
と
は
、『
犯
人
を
放
縦
す
る
』
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
正
義
（
あ
る
い
は
天
理
）
に
悖
る
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
心
理
的
拘
束
力
に
よ
り
、
裁
判
官
は
被
告
人
取
調
べ
の
録
音
規
定
を
全
く
重
視
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
自
白

0

0

を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
の
決
定
的
な
カ
ギ
は
決
し
て
録
音
の
有
無
で
は
な
い
か
ら
で
あ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る0

」
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
白
（
そ
の
た
め
の
取
調
べ
）
を
重
視
す
る
傾
向
は
、
今
も
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
、
自
白
の

重
視
を
起
点
と
し
て
、
捜
査
実
務
に
お
い
て
録
音
義
務
違
反
が
な
さ
れ
、
ま
た
裁
判
に
お
い
て
録
音
義
務
違
反
調
書
の
証
拠
能
力
が
広

く
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
取
調
官
に
「
僥
倖
の
心
理
」
が
生
ま
れ
、
ま
た
録
音
義
務
違
反
が
な
さ
れ
る
、
と
い
う
循
環

構
造
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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こ
う
し
た
現
状
に
対
す
る
打
開
策
は
、
林
鈺
雄
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
取
調
べ
担
当
者
が
「
僥
倖
の
心
理
」
を
抱
か
ぬ
よ
う
に
、
録

音
義
務
違
反
調
書
の
証
拠
能
力
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
そ
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
委
員
提
出
法
案
の
よ
う
に
、

録
音
義
務
違
反
調
書
の
証
拠
能
力
を
一
律
に
否
定
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
方
法
は
こ
れ
だ
け
と
は
限

ら
な
い
。
そ
の
判
断
を
司
法
に
委
ね
、
裁
判
所
が
自
白
法
則
や
衡
量
論
に
よ
り
、
録
音
義
務
違
反
調
書
の
証
拠
能
力
を
個
別
具
体
的
に

判
断
し
て
い
く
と
い
う
方
法
も
あ
り
え
よ
う
。

　

台
湾
で
は
ま
ず
前
者
が
否
定
さ
れ
た
上
で
、
後
者
の
道
が
選
ば
れ
た
。
そ
し
て
最
高
裁
は
主
に
衡
量
論
に
よ
り
問
題
の
解
決
を
図
っ

て
き
た
。
そ
の
結
果
が
今
日
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
先
最
高
裁
の
判
断
基
準
に
変
化
が
生
じ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か

し
学
説
か
ら
の
強
い
批
判
を
浴
び
つ
つ
も
、
最
高
裁
が
な
お
衡
量
論
を
主
な
判
断
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
い
将
来
に
そ
う
し

た
変
化
が
生
じ
る
こ
と
は
展
望
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
さ
し
あ
た
り
現
時
点
に
お
い
て
は
、
立
法
に
よ
り
録
音
義
務
違

反
調
書
の
証
拠
能
力
を
否
定
す
る
こ
と
が
有
力
な
選
択
肢
と
な
ろ
う
。

　

例
え
ば
林
俊
益
（
東
呉
大
学
兼
任
講
師
。
現
在
は
司
法
院
刑
事
庁
長
）
は
二
〇
〇
〇
年
に
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

当
初
、
委
員
提
出
法
案
で
は
録
音
義
務
違
反
調
書
の
証
拠
能
力
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
っ
た
。
し
か
し
立
法
院
で
は
受
け
入

れ
ら
れ
ず
、
現
行
法
と
な
っ
た
。
最
高
裁
が
衡
量
論
に
よ
り
判
断
し
て
い
る
の
は
、
現
行
法
に
お
い
て
調
書
の
信
用
性
の
樹
立
お
よ
び

手
続
の
合
法
適
正
性
の
確
保
と
い
う
立
法
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
や
む
を
得
な
い
方
法

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
そ

の
張
本
人
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
「
全
過
程
連
続
録
音
ま
た
は
録
画
を
経
て
い
な
い
も
の
は
、
証
拠
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
改
正
し
な
け
れ
ば
「
拷
問
と
い
う
悪
習
を
徹
底
的
に
杜
絶
で
き
な
い
」
と
。

　

そ
し
て
そ
の
一
〇
年
後
、
張
淳
淙
（
最
高
裁
廷
長
）
は
実
務
が
衡
量
論
に
よ
り
「
証
拠
能
力
が
な
い
と
判
断
し
た
も
の
は
わ
ず
か
で

あ
り
…
…
過
度
に
実
体
的
真
実
の
発
見
を
重
視
し
、
公
共
利
益
の
擁
護
に
傾
斜
し
、
被
告
人
個
人
の
人
権
保
障

0

0

0

0

を
軽
視
し
て
い
る
よ
う

（
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で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
」
と
し
た
上
で
、
林
の
改
正
案
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
。

　

こ
れ
は
ま
さ
に
「
訓
示
規
定
」（
李
栄
耕
）
と
化
し
、
取
調
官
に
「
僥
倖
の
心
理
」
を
抱
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
〇
〇
条
の
一
第

一
項
に
対
す
る
処
方
箋
と
い
え
よ
う
。
ハ
イ
ク
ラ
ス
の
裁
判
官
か
ら
こ
う
し
た
声
が
出
て
い
る
こ
と
自
体
が
特
筆
に
値
す
る
が
、
そ
れ

に
も
増
し
て
、
実
務
に
裏
打
ち
さ
れ
た
こ
の
処
方
箋
は
、
可
視
化
先
進
国
台
湾
の
貴
重
な
経
験
と
し
て
傾
聴
に
値
し
よ
う
。

陳
運
財
・
前
掲
注
（
26
）
九
六
頁
。
ま
た
渡
辺
・
前
掲
注
（
27
）
一
四
八
頁
参
照
。
も
っ
と
も
、
そ
の
減
り
幅
は
わ
ず
か
で
あ
る
と
す
る

見
方
も
あ
る
（
財
前
・
前
掲
注
（
10
）
九
〇
頁
参
照
）。

二
〇
一
四
年
調
査
【
警
察
官
】。

陳
運
財
・
前
掲
注
（
26
）
九
五
頁
。

な
お
、
か
ね
て
か
ら
自
白
法
則
に
よ
り
不
任
意
自
白
と
し
て
排
除
す
る
判
決
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
一
3
参
照
。

陳
運
財
・
前
掲
注
（
26
）
九
七
頁
。
こ
の
ほ
か
前
掲
注
（
96
）
の
引
用
文
参
照
。

林
鈺
雄
・
前
掲
注
（
86
）
九
五
頁
。

黄
朝
義
・
前
掲
注
（
80
）
四
六
〇
頁
。

何
頼
傑
「
二
〇
〇
三
年
刑
事
訴
訟
法
判
決
回
顧
」
台
湾
本
土
法
学
雑
誌
六
六
期
（
二
〇
〇
五
年
）
一
四
六
頁
。

こ
の
ほ
か
、
懲
戒
処
分
に
よ
り
、
そ
の
遵
守
を
担
保
す
る
方
法
も
あ
り
え
よ
う
（
例
え
ば
前
掲
注
（
82
）
参
照
。
な
お
、
法
制
審
議
会
新

時
代
の
刑
事
司
法
制
度
特
別
部
会
・
前
掲
注
（
105
）
五
、
一
四
頁
〔
酒
巻
匡
、
露
木
康
浩
発
言
〕
参
照
）。
二
〇
一
四
年
調
査
【
警
察
官
】
に

よ
れ
ば
、
現
在
、
検
察
か
ら
録
音
義
務
違
反
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
警
察
官
に
行
政
上
の
処
分
と
し
て
訓
告
［
申
誡
］

（
公
務
員
懲
戒
法
上
の
［
懲
戒
］
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
、
公
務
員
査
定
［
考
績
］
法
上
の
［
懲
処
］
と
し
て
の
そ
れ
）
が
科
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
そ
の
処
分
を
受
け
て
も
同
人
の
前
途
に
と
っ
て
、
大
き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
録
音
義
務
違
反
調
書
の
法
的
効
果
を
め
ぐ
る
立
法
論
は
活
発
で
は
な
い
。
な
お
、
一
〇
〇
条
の
一
を
め
ぐ
っ
て
は
、
証
人
等
の

事
情
聴
取
に
つ
い
て
も
録
音
・
録
画
を
義
務
化
す
る
立
法
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
二
〇
一
四
年
調
査
【
何
頼
傑
】）。
こ
の
点
に
関
す
る

現
在
の
実
務
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
張
淳
宗
・
前
掲
注
（
9
）
五
六
頁
参
照
。

（
155
）

（
156
）

（
144
）

（
145
）

（
146
）

（
147
）

（
148
）

（
149
）

（
150
）

（
151
）

（
152
）

（
153
）
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林
俊
益
・
前
掲
注
（
66
）
七
〇
頁
参
照
。

張
淳
淙
・
前
掲
注
（
9
）
五
五
頁
。
な
お
前
掲
注
（
136
）
参
照
。

こ
の
ほ
か
財
前
・
前
掲
注
（
10
）
九
一
頁
参
照
。

【
参
考
条
文
】

※
丸
数
字
は
項
を
示
す
。
な
お
、［
訊
問
］
お
よ
び
［
詢
問
］
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
両
者
の
区
別
を
示
す
た
め
、「
取
調
べ
」
等
と
訳
さ
ず
に
、

そ
の
ま
ま
記
し
た
。
ま
た
「
＊
」
は
訳
者
注
で
あ
る
。

第
四
一
条
①　

被
告
人
、
自
訴
人
、
証
人
、
鑑
定
人
お
よ
び
通
訳
人
を
訊
問
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
場
で
調
書
を
作
成
し
、
左
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

訊
問
を
受
け
る
者
に
対
す
る
訊
問
お
よ
び
そ
の
供
述
。

　

二　

証
人
、
鑑
定
人
ま
た
は
通
訳
人
が
宣
誓
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
事
由
。

　

三　

訊
問
の
年
、
月
、
日
お
よ
び
場
所
。

　

②　

前
項
の
調
書
は
訊
問
を
受
け
た
者
に
朗
読
し
、
ま
た
は
そ
の
者
に
閲
覧
さ
せ
、
記
載
に
誤
り
が
な
い
か
否
か
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

③　

訊
問
を
受
け
た
者
が
記
載
の
増
減
変
更
を
申
し
立
て
た
と
き
は
、
そ
の
供
述
を
調
書
に
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

④　

調
書
は
訊
問
を
受
け
た
者
に
そ
の
記
載
の
最
終
行
に
署
名
し
、
押
印
し
、
ま
た
は
指
印
す
る
こ
と
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
五
条　
　

被
告
人
を
訊
問
す
る
に
当
た
り
、
ま
ず
左
に
掲
げ
る
事
項
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

犯
罪
の
嫌
疑
お
よ
び
犯
し
た
全
て
の
罪
名
。
罪
名
を
告
知
し
た
後
に
、
変
更
す
べ
き
と
思
料
す
る
と
き
は
、
改
め
て
告
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

二　

黙
秘
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
己
の
意
思
に
反
し
て
供
述
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
。

　

三　

弁
護
人
を
選
任
で
き
る
こ
と
。

　

四　

有
利
な
証
拠
の
調
査
を
請
求
で
き
る
こ
と
。

第
九
八
条＊　

被
告
人
を
訊
問
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
な
態
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
暴
行
、
脅
迫
、
利
益
誘
導
、
詐
術
も
し
く
は
疲
労
さ
せ

て
の
訊
問
ま
た
は
そ
の
他
の
不
正
な
方
法
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

（
154
）

（
155
）

（
156
）
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＊ 

一
九
九
七
年
改
正
に
よ
り
、
対
象
か
ら
の
「
被
疑
者
」
の
削
除
（
な
お
一
〇
〇
条
の
二
参
照
）、「
疲
労
さ
せ
て
の
訊
問
」
の
追
加
等
が

な
さ
れ
た

第
一
〇
〇
条
の
一
①　

被
告
人
を
訊
問
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
全
過
程
を
連
続
し
て
録
音
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
必
要
な
と
き
は
、
並
ん
で
全

過
程
を
連
続
し
て
録
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
急
迫
の
状
況
が
あ
り
、
か
つ
、
調
書
に
明
記
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

②　

調
書
に
記
載
さ
れ
た
被
告
人
の
供
述
と
録
音
ま
た
は
録
画
の
内
容
が
一
致
し
な
い
場
合
は
、
前
項
但
書
の
事
由
に
該
当
す
る
と
き
を
除
き
、

そ
の
一
致
し
な
い
部
分
を
証
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

③　

第
一
項
の
録
音
、
録
画
資
料
の
保
管
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
司
法
院
、
行
政
院
が
こ
れ
を
定
め
る
。

第
一
〇
〇
条
の
二　

本
章
の
規
定＊

は
、
司
法
警
察
官
ま
た
は
司
法
警
察
が
被
疑
者
を
詢
問
す
る
と
き
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
　
　
　

＊
第
九
四
条
か
ら
第
一
〇
〇
条
の
三
ま
で
を
指
す
。

第
一
五
六
条
①　

被
告
人
の
自
白
は
、
暴
行
、
脅
迫
、
利
益
誘
導
、
詐
術
、
疲
労
さ
せ
て
の
訊
問
、
違
法
な
勾
留
ま
た
は
そ
の
他
の
不
正
な
方
法

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
、
事
実
と
一
致
す
る
も
の
は
、
証
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②　

被
告
人
ま
た
は
共
犯
の
自
白
は
、
有
罪
判
決
の
唯
一
の
証
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
他
の
必
要
な
証
拠
を
調
査
し
、
そ
れ
が
事
実

と
一
致
す
る
か
否
か
を
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③　

被
告
人
が
そ
の
自
白
が
不
正
な
方
法
に
よ
る
と
陳
述
し
た
と
き
は
、
そ
の
他
の
証
拠
を
先
に
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
自
白
が

検
察
官
が
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
検
察
官
に
自
白
が
自
由
意
思
に
よ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
証
明
の
方
法
を
示
す
旨
を
命

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④　

被
告
人
が
自
白
せ
ず
、
ま
た
証
拠
が
な
け
れ
ば
、
同
人
が
供
述
を
拒
絶
し
、
ま
た
は
黙
秘
を
保
持
し
た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
、
そ
の
犯
罪

行
為
を
推
断
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
五
八
条
の
二
①　

第
九
三
条
の
一
第
二
項
、
第
一
〇
〇
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
違
背
し
て
取
得
し
た
被
告
人
ま
た
は
被
疑
者
の
自
白
お
よ

び
そ
の
他
の
不
利
な
供
述
は
、
証
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
そ
の
違
背
が
悪
意
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
、
当
該
自
白
ま
た

は
供
述
が
自
由
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

②　

検
察
事
務
官
、
司
法
警
察
官
ま
た
は
司
法
警
察
が
勾
引
、
逮
捕
を
さ
れ
た
被
告
人
ま
た
は
被
疑
者
を
詢
問
す
る
に
当
た
り
、
第
九
五
条
第

二
号
、
第
三
号
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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第
一
五
八
条
の
四　

法
律
に
別
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
刑
事
訴
訟
手
続
を
実
施
す
る
公
務
員
が
法
定
手
続
に
違
背
し
て
取
得
し
た
証
拠
に

つ
い
て
、
そ
の
証
拠
能
力
の
有
無
の
認
定
は
、
人
権
保
障
お
よ
び
公
共
の
利
益
の
均
衡
の
維
持
を
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
挑
戦
的
萌
芽
「
台
湾
に
お
け
る
刑
事
司
法
改
革
の
比
較
法
的
研
究
─
─
捜
査
取
調
の
適
正
化
を

中
心
に
」（
平
成
二
三
～
二
五
年
度
、
課
題
番
号
：
二
三
六
五
三
〇
〇
一
、
研
究
代
表
者
：
鈴
木
賢
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
鈴
木
賢
氏
（
北
海
道
大
学
教
授
）
か
ら
多
く
の
ご
教
示
を
得
た
。
ま
た
林
書
楷
氏
（
東
呉
大
学
副
教
授
）
に
は
台
湾
の

法
制
度
・
実
務
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
本
稿
に
関
係
す
る
重
要
な
最
高
裁
判
決
を
多
数
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

こ
の
ほ
か
何
頼
傑
氏
（
政
治
大
学
教
授
）、
楊
雲
驊
氏
（
同
副
教
授
）、
陳
重
言
氏
（
検
察
官
）、
林
達
氏
（
同
）、
ベ
テ
ラ
ン
警
察
官
（
匿
名
）
に

は
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
陳
恵
馨
氏
（
政
治
大
学
教
授
）、
黄
朝
義
氏
（
中
央
警
察
大
学
教
授
）
に
は
そ
の
ア
レ
ン
ジ
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
周
宗
憲
氏
（
勤
益
科
技
大
学
副
教
授
）、
李
玉
璽
氏
（
虎
尾
科
技
大
学
助
理
教
授
）、
陳
郁
如
氏
（
政
治
大
学PD

）
に
は
資
料
の

提
供
等
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
各
位
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
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